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プロローグＡ　　真夏の西瓜、真冬の血花







　きれいだなあ




　頭上から滴したたる赤い液体を見て、その物体は心で静かに呟つぶやいた。

　そして、次の瞬間──『それ』は自分に意思がある事に気が付いた。

　自分が、自分である事に気が付いたのだ。

　だが、滴る液体が、己おのれの身体からだに触れた瞬間──

『それ』の自じ我がは、あっという間に上書きされる。

　血の匂においに、上書きされる。




　結局、『それ』が完全に生まれながらの自分オリジナルであり続けたのは、液体を見てから液体を浴びるまでの、ほんの１秒間に過ぎなかった。




　変へん貌ぼうし続ける己おのれの存在を、時には受け入れ、時には疑問に思い。

　どちらが自分の本ほん心しんなのか、それすらも分からぬままに──

　生まれたばかりの吸きゆう血けつ鬼きは、静かに変へん異いを繰り返す。

　形すらも

　心すらも──
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『それ』の上に血が舞うより、数百年も昔のこと。

　まったく違う場所で、同じような存在の上に、やはり同じように血が滴したたり落ちた。

　一滴てき、二滴。

　そんな数え方は当てはまらない。

　時には雨のような、時にはバケツをひっくり返したような量の赤い液体が、鉄の匂においと共に『彼女』の身体からだに降り注そそぐ。

　そして、『彼女』は静かにそれを受け入れた。

　自じ我がも無く、動物的な記き憶おくもなく、ただ、受け入れ続けることしかできなかった。

　血は、不規則なようで定期的に、果てる事こと無なく流れ続けた。

　なぜなら、『彼女』のいる場所は──死し刑けい台だいの下だったのだから。

『彼女』が生まれたばかりの時に、絞こう首しゆ台だいからギロチン台へと置き換えられた死刑場。

　人々の目は、これから死ぬ罪人にのみ向けられ──その首が転がる地面に存在する『彼女』になど、欠片かけらも気付きはしなかった。

　ただ一人だけ、何年も何年も罪人の首を落とし続けた執しつ行こう官かんだけが、『彼女』の存在に気付き──どこか哀あわれむような、あるいは羨うらやむような複雑な表情で見下ろしていた。

　しかし、『彼女』は最初のころ、その事実に気付いていなかった。

　ある瞬間まで、『彼女』に自我は存在しなかったのだから。




『彼女』の寿じゆ命みようが近づき、その命を次に繫つなげる為ための準備をしていた頃──

　一人の罪人の首が刎はねられ、通常よりも赤く輝く血液が『彼女』の身体に降り注いだ。

　集まった群集達は、恐怖の声をあげて身を震わせる。




　首を刎ねられた筈はずの罪人の身体が起き上がり──自らの首を摑つかんで、無数の蝙蝠こうもりへと変へん化げして、執行人の手の届かないところへ舞い上がり、そのまま何ど処こかへと飛び立っていったのだ。




　あまりにも異常な光景に眼めを奪われ──人々は、やはり気が付く事ができなかった。

　大量の血を浴びながら生きてきた『彼女』の存在を。

　そして、『彼女』が本来とは別の意味で『生まれた』瞬間を──
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　全く別の場所で、全く別の時間に生まれた二人の『吸きゆう血けつ鬼き』。

　彼らはその後、自分達が生まれた土地とは全く異い質しつの場所で出会う。

　本来ならば、生まれた土地から動くこともできぬままに朽くちていく筈はずの二人が──

　海を越えた土地の、平和な街に囲まれた、荘そう厳ごんな城の中で。













プロローグＢ　ニーズホッグと死者の魂をフレースヴェルグ喰らう者







　涙すら、流れなかった。

　完全に絶望した瞬間、少年は自分が絶望している事にすら気付かなかった。

　──姉さんは、姉さんは？

　自分が正気かも狂気かも解わからぬまま、少年は傍かたわらにいた筈はずの家族の姿を探し始めた。

　全てが混こん沌とんとしている。正確には、少年の脳だけが混沌としている状態だ。すなわち、少年にとっての全てが──

　現在が昼なのか夜なのかも良く解らない。

　周囲の明るさを正確に認識できないのだ。

　己おのれの立つ場所が外なのか屋内なのかも把握できない。

　それでも、少年は姉の姿を探し続けた。

　姉の姿を見つけた後に、いったい何をすればいいのか、なんと声をかければいいのかも解らぬままに──少年の前に、更なる絶望が吹き抜ける。

　吹き抜けたモノは、『匂におい』だった。

　生暖かい風が少年の鼻び腔こうに侵しん入にゆうし、嗅きゆう覚かくをつかさどる神経を逆さか撫なでる。

　逆撫でる。

　逆撫でる。

　少年の神経を逆撫で、

　記き憶おくを逆撫で、

　人生をも、存在意い義ぎをも逆撫でる。

　卸おろし金がねのようにザンザンと少年の心を擦こするのは、錆さびた鉄を感じさせる原始的な匂い。

　──血の匂いだ。

　それを理解した瞬間、少年の血液が逆流する。

　今しがた感じた全てのものを否定しようと眼めを閉じる。

　しかし、その匂いは余りにも残ざん酷こくで、少年を嘲あざ笑わらうように己おのれの密度を濃くしていった。

　だが、少年は知っていた。

　本当に自分を嘲笑う存在が、血の匂いの素もとを抱えて目の前に立っている事に。

　眼を強く閉じる。

　しかし、消えない。

　絶望だらけの世界は消えない。

　時間も逆には戻らない。

　現実という名の事実が世界を包み込み、少年に受け入れられるのを静かに待ち続けていた。

　だが、少年は心しん底そこそれを拒み続けた。

　眼を開ければ、何かが変わる。

　歪ゆがんだ確信が、少年に眼を開ける勇気を与えていく。

　夢だった？

　幻まぼろしだった？

　誰かの大掛かりな悪戯いたずらだった？

　自分が紙に描いた物語だった？

　そうした具体的な何かを想像したわけではない。ただ、消えてくれさえすればいいのだ。

　人を車で撥はねてしまったら、こんな気持ちになるんだろうか。

　思ったよりも冷静な考えが頭をよぎる。それが逃とう避ひであると気付きながらも。少年はそれを受け入れた。目の前の事実から逃れる為ために、少年は噓うそでさえも受け入れた。

　眼を開ければ──

　眼を開けさえすれば──

　なけなしの希望をまぶたに込めていると、その幻げん想そうを打ち砕く声が少年の耳じ朶だを打った。

「どうして……いつまでも眼を瞑つぶっているんだい？」

　ビクリ、と身体からだが震える。

　恐怖によるものか、怒りによるものかは解わからない。

　ただ、少年は声を合あい図ずとして眼めを開き、声の方に視線だけを向ける。顔も身体も動かせない。声をかけられただけで、少年はそれほどの緊きん張ちように包まれていたのだ。

「僕達の方を見てよ。寂しいじゃないか」

　優しい声だった。

　自分を包み込んでくれるような声。

　だが、少年は知っていた。

　絶望だと、全ては絶望であると。

　自分を包み込むその声こそが、絶望そのものなのだと。

　少年が吐き気を抑えながら声の主を確認すると、その方向には二つの人ひと影かげが存在していた。

　一つの人影が、もう一つの人影を抱え込んでいる。

　大おお仰ぎような芝しば居いや童どう話わなどでよく見かける、王子が姫を抱く時の抱き方だ。

　確かに、両腕で持ち上げられるその姿は、少年にとって姫そのものだった。

　彼の大事な姉。唯ゆい一いつの身み内うち。

　──そう、唯一の、身内、だ。

　少年は、口の中で小さく繰り返す。

　つい先刻まで、少年には他にも両親という家族が存在した。だが、今では確実に目の前の姉一人だけだ。

　両親は、姉を抱えている化ばけ物ものに──『吸きゆう血けつ鬼き』に殺された。返り血を浴びた化物から、父と母の血の匂においが流れてくる。

　そして、三つ目の血の匂い。

　姉の首くび筋すじから流れる、一筋の赤い糸。

「姉……ちゃん」

「ひどいな。僕は無視かい？」

　青あお褪ざめた少年に対して、吸血鬼は無む邪じや気きな笑顔を浮かべて、少年に語りかけた。

「君が……君が……どうして……信じてたのに……」

「アハハ……ありがとう、信じてくれて」

　責める言葉に謝しや罪ざいで答え、化物はただ、笑い続ける。

「裏切られた瞬間の君の顔、けっこう面白いよね」

　吸血鬼はあくまで友好的だ。それが逆に、少年をより深い絶望へと落とし込んだ。




　始まりは、幼おさな馴な染じみの少女と森を探検したことだった。

　渋る幼馴染をつれて、森の奥にある『お化け屋や敷しき』と呼ばれる廃はい屋おくに足を踏み入れて──そこで彼らは、一人の吸きゆう血けつ鬼きに出会った。

　最初は信じられず、次に不安に思い、そして、その不安が解消されると共に──少年は、出会ったばかりの吸血鬼に友愛の心を抱いていた。

　吸血鬼の存在を信じた少年は、単純な心でこう考えた。

「なんだ、吸血鬼にも、いい奴やつはいるんだな」

　と。悪人がたった一つの善ぜん行こうで評価を翻ひるがえすように、その吸血鬼の柔にゆう和わな対応は、少年が人じん外がいの者に抱いていた負のイメージを一いつ新しんさせた。

　少年は幼おさな馴な染じみの少女と共に、休む事こと無なく廃はい墟きよに通い続けた。

　色々な話を聞いた。吸血鬼に嚙かまれて、自らが吸血鬼になった日の事。それからこの廃墟に隠かくれ住むまでに、人間から受けた様々な迫はく害がいのこと。血を吸わなくても生きることだけならば可能だという事。そして、少年と少女に出会った日が、実に一年ぶりに他人と会話した日だという事──。

　全てが少年にとって御お伽とぎ噺ばなしであり、友人から語られるもっとも身近な叙じよ事じ詩しでもあった。

　だから、その吸血鬼は少年にとって憧れの対象であり、少年がつまらないと思う人間達よりも、遥かに信頼できる友だった。

　だから、少年は連れ出したのだ。

　人と仲良くできる吸血鬼を、街の中へと──自分の大好きな人達のもとへと。




　しかし、少年は大きく見み誤あやまっていた。

　見み下くだしていたのだ。

　吸血鬼という生物を。

『人と心が通じ合える吸血鬼は、凄すごい』

　人とのコミニュケーションの有う無むで優ゆう劣れつを語るなど、全く異なる生き物である自分が吸血鬼の優劣を決めるなど────おこがましい考えだった。

　少年がそう後こう悔かいするのは、まだ先の話。

　今はただ、少年の心は絶望の奥の底のそのまた奥へと囚とらわれている。




　不意に、少年の目の前に、スイカのような塊かたまりがゴロリと転がった。

　確認しなくても解わかる。

　自分の父親の首だ。

　それを理解すると同時に、少年は無ぶ様ざまな悲鳴をあげた。

　理性を全て吹き飛ばした絶ぜつ叫きよう。

　意識ではなく、体からだ全体が勝かつ手てに肺から空気を搾しぼり出す。

　細さい胞ぼうが絶叫を上げている間、少年の意識は別の物体を捉とらえていた。

　視し界かいの隅すみに横たわる、母親の身体からだ。

　その胸には不自然な穴が開いており、赤い暗くら闇やみが少年を睨にらみ付けているようだ。

　絶ぜつ叫きようはとまらない。

　少年の悲鳴にリズムを合わせるように、吸きゆう血けつ鬼きは微笑ほほえんだまま指を鳴らす。

　パチン、という小こ気き味みいい音と同時に、何かが少年の前にドサリと落ちた。

　何か大きな塊かたまりだと思ったら……それは、実は小さいと表現した方がよいものだった。

　生々しい音をして地面に叩たたきつけられたそれは、少年と同じ年ぐらいの子供の身体だった。

　首がありえない方向に曲がっている。首くび以外は全く歪ゆがんでも傷ついてもいない。

　少年がひそかに好意を寄せていた、学校のクラスメイトだ。




　まるで紙かみ芝しば居いのように、淡たん々たんと目の前に死体が転がる。

　あまりにもあっけなく、それでいて、どうしようもなくグロテスクに少年の心に圧のし掛かる。




　この時点で、少年は再び眼めを閉じた。

　次の瞬間、彼の目の前に圧倒的な『気配』が舞い降りる。

　呼吸の音はしないが、おそらく、こちらの息が掛かるぐらいの距離にいるだろう。

　いる。

　ただ、それだけが理解できた。

　そして、それだけで十分だった。

　圧倒的な存在感の前に、それまでの絶望と怒りは完全に搔かき消され──

「助け……て……」

　少年の口から漏れたのは──命いのち乞ごいだった。

　目の前で家族や大事な人を殺されて、その仇かたきが目の前にいるというのに、

「お願い……です……助け……て……殺さない……で……」

　唇は命乞いの言葉を紡つむぎ、閉じた瞳からは涙がボロボロと零こぼれ落ちる。

　そんな少年を、優しい声が包み込んだ。

「バカだな……君を殺すわけないじゃないか」

「……え……、ぇ……」

「友達、なんだから」

　優しすぎる声で、残ざん酷こくな言葉を淡々と紡いでいく『吸血鬼』。

　少年は、安あん堵どした。

　とりあえず自分の命が助かるらしいという事に安あん寧ねいを覚え──次の瞬間、それがどうしようもない自分への嫌けん悪おと変わり果てた。

　──なんで……なんでほっとしてるんだよ！　みんな……殺され……のに……僕は……ッ！

　気付くと同時に、激しい怒りが再さい燃ねんするが、それでも目の前の存在に対して口を開くのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「どう……して……」

「ん？」

「どうして……どうしてみんなを殺したんだよ……ッ！」

　経過はよく思い出せない。だが、結果だけは少年も明確に理解していた。

　自分が連れてきた吸きゆう血けつ鬼きが、家族やクラスメイトの前で、恐ろしい力を持って虐ぎやく殺さつを行ったのだ。

「教えてよ！　僕が、みんなが、何をしたっていうんだよ……！」
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　涙なみだ混まじりの問いかけに対して、眼前にいる筈はずの存在は、静かに言葉を吐き出した。

　眼めを硬く閉じている少年にとって、その声だけが全てだった。

　全ての神経を耳に集中させて、相手の次の言葉を待ち続ける。

　意図的に待ったわけではなく、身体からだをピクリとも動かすことができなかっただけなのだが。

「なんでかって？　そうだね……」

　強こわ張ばった身体を解きほぐすように、『声』は静かに少年を包み込んだ。

「僕はね、君達の事をとてもとても気に入ってるんだよ」

　──君達？

　怪かい物ぶつの言葉に、少年は初めて幼おさな馴な染じみの存在を思い出した。

　──そういえば、あいつはどこに行ったんだろう。無事なんだろうか。……いや、いまはそんなことより……そんなことより姉ちゃんの事だ。

　脳内で幼馴染をあっさりと見捨てながら、少年は静かに眼めを開ける。

　そこには、首から僅わずかな血を滴したたらせる姉が、吸きゆう血けつ鬼きに抱かれながら白い肌はだをさらに白くしており、首から上だけを、少年の方に静かに向ける。

　綺き麗れいな顔だ。

　少年は、姉が自分の力で動いた事に安心した。

　刹せつ那な的な安あん堵どに僅かに頰ほおを緩ませると、姉がニコリと笑いながらこちらを向いて──




　自分を抱く吸血鬼の首に腕を絡ませ、そのまま唇を吸血鬼の元に近づける。




「え……」




　もう、姉は弟の姿を欠片かけらも見てはいなかった。

　そして────
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　そこで、僕は眼を覚ました。

「……」

　十数年前の記き憶おくが、リアルに再現された覚かく醒せい夢む。

　ああ、よく寝た。おかげでよく思い出せたぞ。

　あいつへの憎しみを。

　復ふく讐しゆうの為ために、僕は何をしなければいけないのかを。

　夢の続きを見なくてよかった。

　ああ、今の光景には続きがある。

　でも、それだけは──わざわざ夢で確認しなくても、はっきりと覚えてる。

　今の絶望的な光景に……あの『続き』があったからこそ、僕は今、こうして生きていられるんだと思う。

　悲劇の最後は、僕にとっての希望だった。

　いつ叶かなうともしれない希望だけど──徐々に近づいている気がする。

　それだけは確かだ。

　僕は少し嬉うれしくなって、目の前に迫った吸きゆう血けつ鬼きの牙きばを、下した顎あごごと握り潰つぶした。

　嫌な音がして、僕の操あやつる指に砕けた骨が突き刺さる。

　痛いな。

　ああ、ということは、ここは確かに現実か。

　つまりは……




　目の前にいる、化物の群も現実か。




　面めん倒どうくさいなあ。こいつら、雑ざ魚こばかりじゃないか。

　いっそのこと……寝てる間に逃げててくれればよかったのに。
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　目を開いた青年を前に──

　怪かい物ぶつの群は、その動きをピタリと止めた。

　気が付くと、もっとも青年に近づいた吸血鬼が、顎を砕かれて地面に倒れ伏している。

　吸血鬼とも人じん狼ろうとも取れるような、人間の外がい観かんを獣けものに近づけたような異い形ぎようの集団。その中に混じって、人間そのままの姿をした男女も何人か混じっている。

　彼らはこの土地をねぐらとする吸血鬼のコミュニティであり──長なが年ねん周囲の村落に住む人間を支配し続けてきた。

　数ヶ月前に、自分達を退たい治じしに来た人間の集団がいた。どうやら、近きん隣りんの村の誰かが専門の組織に依頼を行ったらしい。

　だが、その『組織』は、彼らが拍子抜ぬけするほどに弱い存在だった。何の疑問も無く始し末まつし、報ほう復ふくとして近隣の村のうちの一つを焼き払う。

　それで全てが終わった筈はずだった。

　だが──終わるのは自分達の方だと、目の前の敵によって、強制的に悟さとらされる。

　閉へい鎖さされた炭たん鉱こう、吸血鬼や配はい下かの人狼達の棲すみ家かとなっているその暗くら闇やみの中に──その『敵』は唐とう突とつに現れた。




　それは──巨大な鎧よろいだった。




　西洋の甲かつ冑ちゆうと東洋の鎧を合わせたような奇き妙みようなデザインで、顔かお全体にも厚い防壁が覆おおいかぶさっている。

　目の位置にあいている隙すき間まからこちらの様よう子すを窺うかがっているのだろうが、どうにも外側からでは中の目は窺うかがい知る事ができなかった。

　どうやら中身が青年であるらしいというのは──ほんの一瞬だけ、鎧よろいの声を聞いたからだ。




「あー……とりあえず滅びてよ、僕の敵ども」




　単純な一言。

　それが戦せん闘とう開始の合図だと言わんばかりに、怪かい物ぶつ達は一いつ斉せいに身み構がまえた。

　だが、その一言は決して開始の合図ではなかった。

　鎧がその言葉を言い終えた時──既に、勝負は決していた。

　何かが崩れるような音がして、怪物達は背後を振り返る。

　本来ならば、彼らの主あるじである吸きゆう血けつ鬼きが立っている場所に──今は、首から上を失った肉にく人形が転がっていた。

「え……？」

　鎧を囲む一人が、間の抜けた声をあげる。

　その瞬間、彼らの頰ほおを風が撫なでた。

　遅れてやってきた風の軌き道どうを読んで、彼らは鎧から発せられた何かが、自分達の間を通り抜けたのだと知る。

　そして──その答えは、自分達の主が立っていた場所の遥か後方。電球による薄明かりに照らされて、廃はい坑こうの壁にそれは突き立っていた。

　赤い血と肉にく片へんを纏まとわり付かせた、白色の杭くい。

　付着した血液はみるみる内に暗い灰色へと変化し、やがて灰となって坑こう道どうに零こぼれ落ちた。

　同時に、首の無い『主人』の体も──歪いびつに千ち切ぎれた首の断面から、徐々に灰となって朽くちてゆく。

　──杭はどこから飛んできた？

　主人の死を悲しむよりも先に、その場にいた化ばけ物もの達は、疑問が脳のう裏りにこびりついた。

　答えは既に出ている。

　目の前の大おお鎧よろいが、彼らの敵が、言葉を紡つむぐ最中に杭を飛ばしたのだ。

　にも関わらず、疑問に思わねばならない程ほど──その破壊は突然だったのだ。重じゆう厚こうな鎧が、腕を振り上げる素そ振ぶりすら見せなかった。一体どのような姿勢で杭を放ったのか、まったく想像できぬ程ほどの唐とう突とつさだった。

　怪物達はやはり唐突過すぎる『主の消失』という事実に、誰もが気を削そがれていたが──やがて、状況を理解すると共に、敵に対する殺気を強く膨ふくらませる。

　一方、鎧は動かない。

　主を倒した事による、敵に生まれた隙すきに乗じて追つい撃げきするわけでもなく──あるいは、とっととその場を離り脱だつするわけでもなく──ただ、その場に立ち尽くしているだけだった。

「……殺せぇ───ッ！」

　怪かい物ぶつ達の誰かがそう叫んだ。どうやら吸きゆう血けつ鬼きのようだったが、主あるじとは違う粗そ野やな印いん象しようを持つ男だった。叫ぶと同時に、率そつ先せんして鎧よろいに突進し──

　──そして、顎あごを砕かれた。




「ごめん。寝てた」

　顎の骨と肉にく片へんを緩かん慢まんな動作で振り払いながら、鎧の中から聞こえる声は、やはり緩慢な調子で怪物達に言葉を紡つむぐ。

「マジで、寝てた。いや……ここに来るまで、飛行機で時差ボケになったみたいだ。危ないな。君が叫んで起こしてくれなきゃ、多た分ぶん死んでた。確実に死んでた」

　顔の下半分を失って転がり喚わめく吸血鬼を見下ろしながら、鎧は素直に感謝の言葉を述べた。

「ああ、おかげで、あの忌いま々いましい夢の続きを見ないですんだ。君には二重にお礼を言わなきゃいけないね」

　鎧の中の表情は窺うかがい知れず、怪物達は静かに顔を見合わせる。

　敵の言葉が本気なのか、それとも自分達をからかっているのか、それすらも解わからない。

　ただ一つ確かなのは、目の前の『敵』が、想像していたよりも遥かに強力な存在だという事だ。

　次の一歩を踏み出せずにいる有う象ぞう無む象ぞうを前に、鎧の中から、僅わずかに笑みをこぼす息いき遣づかいがした──

　──ような気がした瞬間、鎧は再び言葉を紡ぐ。

「ありがとう。この御お礼れいに、敬意を持って……全力で滅ぼすよ君達を粉こな々ごなに跡あと形かたもなく一いつ切さい合がつ切さいなにもかもなにもかも────」

　そして、息いき継つぎを用いない単語の羅ら列れつを終えた時には、怪物達の半分が、頭を吹き飛ばされて地面に崩れ落ちていた。

　ピクリとも反応しない死体の群を見ながら、鎧はポツリと言葉を漏らす。

「頭を吹っ飛ばしただけで死ぬのか……ちょっと弱すぎじゃない？」

　瞬またたく間まに起こった惨さん状じようを見ながら、怪物達は一歩も動けなくなっていた。

「こんなのは戦場じゃない。闘争でもない。喧けん嘩かですらない。一方的な虐ぎやく殺さつじゃないか」

　遠まわしな侮ぶ蔑べつの言葉にも、怪物達は反論する気すら起こらない。

「上も随ずい分ぶんとつまらない仕事を回してくれたよね……こんなの、わざわざ僕じゃなくてもいいじゃないか」

　長い独り言に対して、ようやく呪じゆ縛ばくから解かれた人じん狼ろうの一人が、手に握りこんでいたナイフを投げつける。

　常じよう人じんの目に見えぬ程ほどの速度で放たれたその刃やいばは、まっすぐに鎧の隙すき間ま──目の部分に開いた僅わずかな暗部に吸い込まれていった。

　キン、という冷たい金属音が坑こう道どう内に響ひびき、次の瞬間には、人じん狼ろうは襟えり首くびを強く摑つかまれて、足を地面から強制的に浮かされるハメとなる。

「なッ……」

　自分を持ち上げているのは、間違いなくあの大おお鎧よろいだ。

　──いつの間に自分の前に移動した？

　疑問に思うのと同時に、人狼の首には別の事実が突きつけられる。

　今しがた、自分が投げつけたナイフだった。受け止められた瞬間すら見えず、移動した形けい跡せきすら見えず、気が付けば、今の体勢になっていた。

　時間を止めたのでなければ、明らかに人間の動きではない。もっとも、人間に時は止められないのだが。

　そんな事を考えながら、ナイフを突きつけられた人狼は強がるように口を開いた。

「て、てめえも吸きゆう血けつ……」

「いっしょにしないでよ」

　ナイフの先端が喉のどの奥に深く差し込まれ、人狼は最後まで尋たずねる事ができなかった。

　そして、それを引き継ぐように──別の吸血鬼が、一つの答えに到達する。噂うわさにだけは聞いていた、人間でありながら、吸血鬼を超える力を持つ存在の事を。

「貴き様さま、まさか、イー……」

　鎧の方角から飛んできた杭くいによって、彼は口を半開きにしたまま頭が吹き飛ばされた。

　倒れ行く死体を見つめながら、鎧は無感情な声で告げる。

「正解」

　周りの者達には、何が正解なのかすら解わからない。ただ、自分達の置かれた立場の危うさだけは、痛いほどに理解できる。

　ゴミのように仲間が死んでいく。だが、敵は恐らく自分達の事をゴミとすら思っていないだろう。空気を呼吸するような、極ごく々ごく当たり前の感覚で仲間を滅ぼし続ける『敵』を前に、ついに何人かは坑道の奥へと背を向ける。

　そして、向けた順から頭が爆はぜる。

　小こ気き味みいい振動音と共に杭が坑道の壁に突き立ち、一瞬遅おくれて頭が砕けた音が響ひびき渡る。

　既に最初の方に始し末まつした吸血鬼は灰と化しており、人狼の類たぐいは派は手でに血を広げたままピクリとも動かない。

　逃げる吸血鬼を順に始末しながら、鎧はその場に立ち竦すくんでいた吸血鬼の男の声を聞く。

「た、たす……」

　命いのち乞ごいを最後まで聞く事こと無なく、鎧は瞬しゆん時じに男の前に飛び、牙きばが特とく徴ちよう的てきな口を手で塞ふさぐ。

「君、今……命乞いしようとしただろ？」

　淡たん々たんとした声が鎧よろいから響ひびき、男の顔面を摑つかむ手には徐々に力が込められていく。

「……やめろよ。命いのち乞ごいした奴やつを殺したら、後あと味あじ悪くなるだろ？」

　身み勝がつ手てな論ろん理りを呟つぶやきながら、鎧は吸きゆう血けつ鬼きの顎あごが砕ける音を聞いた。

　同時に、鎧は開いていた手を吸血鬼の胸に突き入れる。

　心臓を貫つらぬく感かん触しよくを確認しながら、その隙すきに逃げ出そうとしていた別の吸血鬼に杭くいを放つ。そのまま勢いよく振り返り、背後で口を開きかけていた女おんな吸血鬼の首を刎はねる。

「や、やめ……」

　言葉を漏らしたまま宙を舞う首は、口だけを動かしながらも、それ以上肺はいから空気が送られる事はなかった。

「僕の前で……命乞いをするな。後味が悪くなるだろ？」

　少し苛いら立だたしげに言いながら、鎧は静かに周囲を窺うかがった。

　まだ僅わずかに吸血鬼の気配を感じる。少し先にある坑こう道どうの曲がり角に隠かくれているのだろう。まだ逃げていないという事は、恐らく隙を見て襲おそい掛かるつもりなのだろう。

　大鎧の殺さつ戮りく者はそう判断し、音を立てないように坑道に足を踏みしめる。

　鎧を纏まとっているのにも関わらず、関かん節せつで鎧が擦こすれ合う音が全くしない。それが鎧の性質によるもなのか、それともそれを纏う者の技術によるものなのか、影に隠れる吸血鬼には判断することができなかった。

　ついでに言うならば、その吸血鬼は鎧が近づいている事すら感かん知ちできず、さらに言うならば、相手の正体も技術ももはやどうでもいい事だった。

　自分にできる事はもはや一つ。脳みそよりも先に口と声せい帯たいと肺がそう判断し、震えながら一つの言葉を紡つむぎだす。

「助けて……」

　消え入るような言葉に、鎧はその進行をピタリと止める。

　次の瞬間、音がするのもかまわずに、他の吸血鬼にやったようにひと飛びで間合いを詰め、坑道の曲がり角を勢い良く覗のぞき込んだ。

「お願い……殺さない……で……」

　少女の声、少女の姿。それが、鎧の確認した全て。

　そこに腰を抜かしてへたり込んでいたのは、弱々しい体格をした一人の少女の姿だった。

　──でも、吸血鬼だ。

　鎧の中身は確認する。吸血鬼の『気配』は、間違いなく目の前の少女から放たれている。

　美味そうな匂いが、大おお鎧の神経を高ぶらせる。

「……殺さないでも何も、君達はもう死んでるだろ？」

「ひッ……」

　無感情を装いながら繕つくろった返答に、少女は軽く悲鳴を上げて、なんとかその場を去ろうと後じさりながら──みるみる内に、己おのれの姿を一匹の蝙蝠こうもりへと変えた。通常ならば無数の蝙蝠に姿を変える者が多いのだが、まだ力が未み熟じゆくなのか、あるいはそういう種しゆなのか──とにかく、人間の頭程ほどの大きさの蝙蝠に姿を変えた少女が、大きさに見合った悲鳴を上げながら全力で羽を上下に振り始めた。

「ぃ……いや……いやぁぁ……」

　坑こう道どうの奥へと羽ばたいて逃げる蝙蝠を見送りながら、大おお鎧よろいは静かに杭くいを放とうとして──そのまま、凍りつく。

　恐らく一いち撃げき食らわせれば、かすっただけでも蝙蝠の体は粉こな々ごなに砕け散るだろう。

　だが、その一撃が放てない。

　放とうとする度たびに、脳のシステムにブレーキがかかる。

　先刻の命いのち乞ごいの言葉。少女の全てを投げ出した懇こん願がんの言葉を聴いて、夢の中の自分が頭の中に蘇よみがえった。

「……」

　気が付くと──既に蝙蝠の姿は坑道の奥へと消え去っており、その場には人じん狼ろうの死体と吸血鬼の灰、凍るように冷たい静せい寂じやくが広がるのみだった。

「逃げたのは今の一匹だけ？　ルーディ」

　背後からかかった声に、大鎧──ルーディと呼ばれた青年が、振り返らないままに鎧の兜かぶとを頷うなずかせる。

「……テレジア、頼む」

　力の無い声で呟つぶやくと、そのまま大鎧は巨大な背中を炭たん鉱こうの壁にもたれさせる。ガチャリ、という重じゆう厚こうな金属音と共に、炭鉱の天井からホコリが僅わずかに舞い落ちる。

　テレジアと呼ばれたのは、まだ若い女性だった。ゴシック風のデザインでありながら、動き易やすさを重視した奇き妙みような衣装に身を包んでおり──詳しい年ねん齢れいは見ただけでは解わからないが、まだ少女と呼んでも差し支つかえないようにも感じられる。

「わかったわ。私が始し末まつしてくる」

　言葉が届くと同時に、ゴシック娘の姿が大鎧の横を通り抜けていた。

　やはり人間の動きを遥かに凌りよう駕がした速度で、自分が放った声に追いつかんばかりの勢いで坑道の奥へと消えていった。




　相あい方かたが坑道の奥に向かってから数十秒。

　吸きゆう血けつ鬼きの気配の有う無むは既に判断できなくなっていたが、炭鉱の奥から響ひびいてきた少女の悲鳴を聞き──鎧は自分達の仕事が終了したのを確認した。

　それから更に数分後。行きとはまるで逆のゆっくりとした足取りで、テレジアが右手の甲を軽く舐なめながら戻ってきた。

　その猫のような仕し草ぐさを見て、鎧よろいの中からルーディが声をかける。

「食事は済んだの？」

「うん……ごめん。ルーディの分も食べちゃった」

「いいよ……あんな弱いのを食べたら、その分弱くなる」

　鎧の中で目をそらしながら、ルーディは誤ご魔ま化かすように坑こう道どうの入り口へと足を向けた。

「平均じゃなくて積み上げ式なんだから、そんなこと無いよ」

　そんな相あい方かたをあしらうように、テレジアは淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「ただ、溜ため込むだけ。自分達の血けつ肉にくにするだけ。喰らった存在の魂たましいを、力を──それが……私達『食鬼人イーター』の存在理由でしょう？」





†






　──復ふく讐しゆうを、ただ復讐を果たす。

　──それだけでいい。

　──たった、それだけでいいんだ。

　──一人の吸きゆう血けつ鬼きを殺す為ために、人間の僕が選んだ道は──

　──僕自じ身しんが、吸血鬼と行動を共にする事だった。




　吸血鬼の血肉を食らった人間は、肉体に特別な変化が起こる。

　完全に人間としての特性を保ったまま、その強度や反はん射しや神経、脳の処しよ理り速度だけが、自分が食した吸血鬼の力に近づくのだ。

　普通は、そんな方法など実行しない。力が付くと知っていても、通常の人間が吸血鬼を喰らう事などできるはずもない。

　だが──少年と幼おさな馴な染じみの少女は──その力を手に入れた。

　彼らに『食鬼人イーター』という『技術』を教えたのは──皮ひ肉にくな事に、仇かたきである吸血鬼とは別種の、とある巨大な吸血鬼のコミュニティだった。

　ルーディとテレジアの周囲で起きた事件を聞きつけた『組織』は、即そく座ざに吸血鬼の仕し業わざだと判断し──二人に接触を図ってきた。

　一度裏うら切ぎられた『吸血鬼』という存在を、どうして信用する事ができようか。ルーディは憎しみをぶつけようとしたが──目の前に現れた『組織』の吸血鬼の威い圧あつ感を前に、またしても足が竦すくんでしまった。

　恐れが、憎しみを上回ったのだ。

「……恐れているね。それは、弱い君が自己防衛の為に感じる当然の感情だ」

　淡々と語るその幹部を前に、ルーディとテレジアは互いに顔を見合わせた。

「当然を、覆くつがえしてみないか？　人間を保ったままで、吸きゆう血けつ鬼きを──超えてみないか？」

　事情が飲み込めていない少年と少女を前に、その男は自分が名乗っていなかった事を思い出し、少し慌あわてたように口を開いた。

「……っと、失礼！　私の名前は【青】のカルジミール……」

　そして──カルジミールと名乗った男は、少年と少女に、希望と絶望を同時に与えた。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言おう。力をくれてやるから──我々の、手て駒ごまになりたまえ」




「人間すらも捨てて、下か等とう生物になれと言っているのさ。そして──下等生物なら下等生物らしく、大人おとなしく我々の為ために働けばい。そうすれば──君達が敵を討うつ手伝いぐらいはしてやろうじゃないか……ハハ、ハハハ……」




　結果として、今では力をくれた『組織』の吸血鬼達たちの為に仕事をしている。遠回りになるかと思ったけれど、そんな事はなかった。

　実戦は僕に力をくれる。

　殺した吸血鬼の血が、肉が、悲鳴が、断だん末まつ魔まの叫びが、怒りが、憎しみが、悲しみが、歪ゆがみきった喜びが、全て全て僕に注そそがれて、僕の力を確実に強くする。

　解わかる。

　あの腐くされた化ばけ物もの野郎に、僕から全てを奪ったあいつに──滅びを、贈る事ができる。

　恐らく自分は、『組織』に利用されているのだろう。

　いや、恐らくではない、確実に利用されている。それでも、この道を選んだのは──他に、何の手段も無かったからだ。

　恐れを振り払うために──自分を裏切った吸血鬼の力を超える為に。

　目的さえ果たせば、あとはどうでもいい。どうなっても構わない。

　たとえ最終的に我が身が煉れん獄ごくに落ちようとも、もしもあの記き憶おく以上の地じ獄ごくを味わえるのならば、望むところだ。より辛つらい苦しみは、少なくとも、過去の悲しみを上うわ書がきしてくれるのだと信じて。




　そんな決意を再さい確認していると、炭たん鉱こうの出入口でテレジアが声をかけてきた。

「まだ、さっきの女の子の吸血鬼のこと、気にしてるの？」

「……ああ」

　テレジア。

　あの日、同じ経験を共有した、真実を知る幼おさな馴な染じみの少女だ。

　彼女がどんな想いで自分についてきたのか、ルーディには解らなかったし、興味もなかった。だが、助かることだけは確かだ。

　ルーディは一種の精神的な作用によって──命いのち乞ごいした相手を殺す事に、どうしても躊躇ためらいがあった。命いのち乞ごいをしようとしたりしているのならば、何の躊躇ためらいもなく滅ぼす事ができる。

　だが──声を、最後まで聞いてしまっては駄だ目めだ。

　相手が、かつての自分と同じぐらいの外見とくれば尚なお更さらだった。

　そんなルーディを常にフォローしてきたのが、幼おさな馴な染じみにして──もう一人の『食鬼人イーター』であるテレジアだ。

　自分の欠点を補う存在に対し、感謝というよりも、どこか負い目を感じつつ、ルーディは言葉を紡つむぎだす。

「命乞いさえしなけりゃ、子供だろうが女だろうが、サクっとやれるんだけどね……」

「そう？　……私は、しょうがないから始し末まつするけど……正直、気分悪いよ」

「何を甘いこと言ってるの？　……いや、僕が言えた台詞せりふじゃないけどさ」

　バツが悪そうに兜かぶとの目め線せんを逸そらすルーディに対し、テレジアは無表情のまま自分達の存在に疑問を投げかけた。

「……『組織』に所属しないで、勝かつ手てに人を支配する吸きゆう血けつ鬼き達の始末……確かにそれが私達の仕事だよ？　だけど……今の子とかって、滅ぼす必要あったのかな？　もう、私は何人も何人も滅ぼし続けたから、麻ま痺ひしちゃってわからないけど」

「……あの女の子も、村を焼いた奴やつの仲間だろ？」

「もしかしたら、今日吸血鬼になったばかりかもしれないし、脅おどされて手を貸してただけかもしれないよ？　他の人じん狼ろうとかだってそうかもしれないわ。だとしたら──あの女の子や、貴方あなたに命乞いをする前に滅ぼされた人達は……この世から存在を消されるほどの、どんな悪いことをしたっていうの？」

　特に感情の込められていない問いかけに、ルーディはやはり無感情に言葉を返す。

「……何が悪いかって言ったら……そうだね。もしも本当に何もしてないのに僕達に滅ぼされたんだとしたら」

「だとしたら？」

「運が、悪かったんじゃないかな」

　思わずそう呟つぶやいたものの、自分でも納なつ得とくできない答えだというのは解わかる。そのモヤモヤした思いを誤ご魔ま化かすように、ルーディは鎧よろいの下からワザとらしくおどけた声をあげた。

「でも、自分で『喰って』おいて、よくそんなことが言えるよね？　テレジア……」

「言ったでしょ？　麻痺してるって……」

　その答えは、笑顔によって返された。

　ルーディは、幼馴染の笑顔がとても透き通っているのを感じて──

　自分達が、如い何かに遠い場所に来てしまったのかを思い知らされた。

　しかし、青年は後こう悔かいしない。

「もう少し」

　後こう悔かいしてはならない。

「もう少しだと思うんだ」

　かつての暮らしから遠く離れなければ、目指す敵とは同じ場所に立つ事すらできない。

「……あいつは、あの吸きゆう血けつ鬼きは、きっと僕達のすぐ傍そばに立ってる筈はずなんだ」

　根こん拠きよの無い想いを拳こぶしに握りこみながら、ルーディは坑こう道どうの外に踏み出した。

　惨さん劇げきを終えたばかりの鎧よろいは、柔らかい月明かりに包まれながら──自分達をこの場所へと導いた、忌いま々いましい吸血鬼の名前を思い出していた。




「君は、ただ殺すだけじゃ物足りない……月並みだけど、とりあえず……僕にされた事を全部返してやる。君の大事なものを全て奪ってやる。覚えているかい……覚えてろ……覚えてろよ、……テオ！　──テオドシウス・Ｍ・バルシュタイン！」




　ニーズホッグと死者の魂をフレースヴェルグ喰らう者。

　それが、彼らの渾あだ名なだった。

　吸血鬼達たちから『魂たましい喰らい』と恐れられつつも蔑さげすまれる存在である二人の『食鬼人イーター』は───それから数日後、次なる仕事の地へと旅立つ事になる。

　別名『化け生しようの楽園』と呼ばれる島──グローワース島へと向かって。













プロローグＣ　小物市長







ドイツ領　グローワース島　ノイルベルク市し庁ちよう舎しや




　──いつだってそうだ。

　──厄やつ介かい事ごとは、もっとも来て欲しくない時にやってきやがる。




　市長室の中央で、無意味に豪ごう華かな装飾が施ほどこされた椅い子すに座る一人の青年。

　紺こんのスーツに身を包み、いかにも策さく士しといった表現が似に合あう眼鏡めがねをかけている。光の反射の関係で、レンズの奥の目の色は窺うかがい知れない。

　マホガニー製の高級机づくえの上を人差し指でトントンと叩たたきながら、青年は眼前に立つ秘書に声をかけた。

「……で？　誰が来たって？」

　明らかに不ふ機き嫌げんそうな声を出す青年に対して、品のいいビジネススーツを纏まとった女性が、淡たん々たんと言葉を紡つむぎだした。不自然なほどに色っぽい雰ふん囲い気きを持つ女性で、秘書というよりも、どこかの高級スナックの若い主あるじといった雰囲気だ。

「はい、ですから、実在を確認できるのは封ふう書しよだけですが……あの御お方かたに間違いありません、市長」

「ウゼぇな……」

　市長と呼ばれた男は、およそ公こう職しよくの、しかも市の権力の頂点に立つ者とは思えない態度と言動で、差し出された封書を乱暴に摑つかみ取った。

「こっちはカルナル祭の直前で、あのバカ伯はく爵しやくの城に行かなきゃならねえってのによ」

　カルナル祭とは、グローワース島のノイルベルク市が誇る芸術家、カルナルド・シュトラスブルクにちなんだ島とう内ない最大の祭りだ。

　カルナルドは島の歴史上屈くつ指しの有名な人物で、画家であると同時に音楽家でもあり、歌劇の脚本やその舞台の演出までしたという、芸術家というよりも総合エンターテイナーと呼ぶのが相応ふさわしい人物だ。

　数百年前、かつて彼が宮きゆう廷てい画家として仕えていたバルシュタイン城。現在では観光地となっているその敷しき地ちを中心として、街全体をあげた一いち大だいイベントが行われる。

　祭りの中心となるのは、バルシュタイン城があるノイルベルク市の市長だ。

　ノイルベルク市は先年までは存在しなかった市であり、島の南側にあるリュクラム市とモーザルツンゲン市が合併した結果誕たん生じようした新しい地名だ。庁ちよう舎しやなどは一新されたが、市長は住民の支持を得てリュクラム市の市長がそのまま着任することとなった。新しい市になってから初めての大仕事であり、同時に島内でも最大級の名めい誉よの一つであるとも言えた。

　だが、当の本人は、受け取った手紙の中身を読みながら不ふ機き嫌げん極まりない表情を見せる。

　そして、封書の中に入っていた紙をしばらく見つめていると──やがて、興味を失ったかのように紙を床に投げ捨てた。




「あら……いいの、ヴォッド？　大事な手紙なんじゃない？」

　紙が床に舞い落ちるのと同時に、その声は唐とう突とつに部屋の中に響ひびき渡る。

　秘書の女性が目を丸くして周囲を見渡すと──

　その女性は、市長であるヴォッド・スタルフの背後に立っていた。

　純白のジャケットを羽は織おった、まだ少女の面おも影かげを残す東洋人の女性だった。長い髪を後ろで束ね、深く黒い瞳で市長を背後から睨にらみ付けている。

　かけた言葉こそはなれなれしいものの、女の表情には友愛の情など欠片かけらもない。憎しみと何か別の感情が複雑に交じり合ったような、感情の判断をし難い色が浮かんでいる。

「……市長の部屋に土ど足そくで踏み込むたぁ、随ずい分ぶん躾しつけがなってねえ大和やまと撫子なでしこだな、ああ？」

「みんな靴のままじゃない」

「お前は日本人だろ？　家の中じゃ靴を脱げよ。もののついでに土ど下げ座ざしろ」

「バカじゃないの？」

　一見、『捻ひねくれてケンカばかりしているが、実は仲の良い二人』の会話に見えるが──お互いに、殺気と嫌けん悪お感を隠かくしもしない。正確に言うならば、殺気を放っているのは女の方で、嫌悪感はヴォッドが放っている状態だ。

　そのいい証しよう拠こに──次の瞬間、女の手しゆ刀とうが市長の胸を貫つらぬいた。

　まるで豆とう腐ふのように、なんの抵抗もなく市長の胸むな板いたに穴が開く。

　背後から突き出されたのは、血で赤く染まった女の細ほそ腕うでだった。

「ひッ!?」

　秘書が思わず悲鳴を上げると、市長は露ろ骨こつに苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になり、背後を振り返りながら抗議の言葉を紡つむぎだす。

「おい……この服、高ぇんだぞ……。無職でホームレスの手前てめえが弁べん償しようできんのか？　閑しず音ね」

　本気で服を破かれた事を苛いら立だたしげに思っている顔で、凄すごみを利かせた表情で睨にらみ付ける。市長は眼鏡めがねに飛び散った血をぬぐうと、そのまま机の引き出しからサングラスを取り出し、なんの脈みやく絡りやくもなく眼鏡とかけ替えた。

　なんのダメージも見せていない市長を前に、女──木き島じま閑音はつまらなそうに呟つぶやいた。

「……ふん。やっぱり心臓は別の場所ね……随ずい分ぶんと小しよう心しん者になったじゃない？」

「堅実と言って欲しいがな。人の心臓を盗もうってぇ雌めす犬いぬに用心してるだけだ」

「勘かん違ちがいしないでよ。私は別に、貴方あなたを殺す事が目的じゃないんだから。……私の目的は、貴方を一生かけて苦しめ続けることなんだから……」

　空気が徐々に張り詰めていくのを感じながら、秘書はマホガニーの机の前でどうする事もできずに二人の様よう子すを見守り続ける。

「なんだったら、今から繁はん華か街がいで無差別連れん続ぞく殺人をやってきてあげようか？　忘れないで。もう、私にとっては人間も味み方かたじゃないんだから……」

「この街の警察を、甘く見るな」

　張り詰めていた空気が一気に凍りつくが──数秒の沈ちん黙もくの後、閑音が折れたように溜ため息を漏らした。

「冗じよう談だんよ。警官なんか怖くないけど、『城』の連れん中ちゆうを敵に回すと厄やつ介かいだからね……まさか、あの城があそこまで化ばけ物もの屋や敷しきだとは思ってなかったわ……」

「ああ……手前が最初に来た時、城の連中は殆ほとんど留る守すだったからな」

　木島閑音は、かつてこの島にやってきた『食鬼人イーター』であり、吸きゆう血けつ鬼きを狩るハンターだったのだが──様々な事情が重なりあって、現在は自らも吸血鬼の一人と化してしまっていた。

　その際、『子し爵しやく』と呼ばれる吸血鬼とその一族をターゲットとし、いいところまで追い詰めたのだが──現在では、うかつに手が出せない程ほどに強力な化物達たちが揃そろっている。

「あのバカ伯はく爵しやく、去年の夏、突然『格かく闘とう技ぎ大会をやる』とか抜かしだしてな」

「子し爵しやくでしょ。うちにも来たわ。その招待状。……こっそり見に行ったんだけど……なんなの、あの城……人じん狼ろうにメイドにスキュラに魔ま女じよに花女にロボットに骨。どこの万国博はく覧らん会かいかと思ったわよ。……しかも、その一匹一匹が──こういう言い方は野や暮ぼったいけど……全員揃そろって、相当な『力』を持ってるときてるんだからね……」

　あまり考えたくないのか、閑しず音ねはそれ以上その話題を口にせず、誤ご魔ま化かすように眼前の秘書へと目を向けた。

「ところで、そこで震えてる可愛かわいいお嬢じようさんも、貴方あなたの夜のお仲間かしら……？」

　皮ひ肉にくが込められた問いかけに、市長は全く動じないまま言葉を返す。

「ああ、『組織』から取り寄せた新しん参ざんの部下だ。まだ慣れてねえみてえだが……まあ、弾たま除よけにでもなりゃ十分だ」

「ふーん……意い外がいね。貴方、まだ『組織』と繫つながってたんだ」

「あぁ……そうだな、丁ちよう度どいい。手前てめえに聞きたい事がある」

「……何よ？」

　訝いぶかしげな顔をしながら机の前に回り込んだ閑音に対し、市長は顎あごで秘書に手紙を渡すように合図した。

「？」

　手紙には、

【全てを許そう、市長。だが──同時に、全てを返してもらうぞ。市長】

　という、一いつ見けん意味の良く解わからない文章だけが書かれていた。

　その文章の後に書かれていたサインを見るが、手紙の本文も含めて、ドイツ語の筆ひつ記き体たいなので閑音には読む事ができなかった。

「楷かい書しよで書くか、声に出してもらわないと読めないんだけど」

「質問するぞ、木き島じま閑音」

　市長は閑音の抗議を完全に無視しながら、淡たん々たんと自分の問いだけを言葉に乗せる。その台詞せりふの中には、手紙に記されたサインの名が含まれていた。

「お前は去年……メルヒルム・ヘルツォークを、本当に……残さず喰ったのか？」







　──ああ、そうさ。

　──いつだってそうだ。

　──厄やつ介かいごとは、いつだって来て欲しくない時に来る。

　──だから、今回のこれも恐らく厄介ごとだろう。

　──だが、それがどうした？

　──来るのは解わかってんだ。

　──なら──迎え撃うつまでだ。

　──叩たたき潰つぶすまでだ。

　──そうだろう？　伯はく爵しやく。

　──そうだよな？　ゲルハルト・Ｆ・バルシュタイン────。













プロローグＤ　吸血博士と奇き天て烈れつ教授







　──こんちわ。

「ん？　なんじゃ？　この老いぼれになんぞの用かね？」

『あー、いらっしゃいー！　なにかな？　なにかな？　久しぶりのお客さんだもん！　私と博士にできることなら、なんでもお手伝いしちゃいますよー』




　──いや、子し爵しやく様から、貴方あなた達なら相談に乗ってくれるって聞いたから。

「ほほう。このワシにか」

『やったー、子爵様に頼られてるって感じですよねー！　嬉うれしいです！』




　──まあその、ぶっちゃけた話……すっごく好きな女の子がいるんですよ。だけど、照れてるのかな、なかなか俺に振り向いてくれないんですよ。でも、彼女の事をもっともっと理解したいと思ったんですけど、考えてみれば、俺は彼女の体についても良く知らないわけで。

「……ほう？　おぬし、ストーカーという奴やつか」

『しつこい男の子は嫌われちゃうぞ？』




　──なッ……そんなこと無いですよ！　ストーカーなんて！　ええと、でもその、色々と彼女の体の事を教えてください。というかストレートな物言いをさせてもらえるなら、吸きゆう血けつ鬼き用の惚ほれ薬とか無いかなと思って。

「いきなり他た力りき本ほん願がんとは。ストーカーここに極まれりじゃな」

『駄だ目めだよ！　男の子は自分の力でアタックしなきゃ！』




　──いえ、そういうわけじゃなくてですね！　ええと、その、最初は、薬の力でもいいんです。でも、僕は振り向いてもらえさえすれば、あとは彼女を好きにさせる自信がある！　将来計画もばっちりさ！　島の東にある丘の上に小さな家を建てて、そこで僕は絵え本ほん作家になって、いい吸血鬼の話を書きながらゆっくりと暮らすんだ。子供は三人は欲しいかな。いや、いればいるだけいい、やっぱり幸せの基本って家族だと思うんですよね。

「……家族、か。そうじゃな。家族とは確かに良いものだ」

『すっごい妄もう想そう力りよく！　ビックリです。私、凄すごくビックリしたよ？　でも、問題があるよね！　君の好きな吸血鬼っていうのは、人間に近い姿すがた形かたちをしているのかな？　でないと、二人の間に子供が生まれないかもしれないよ？』




　──え!?　いや、そうなんですか？

「さてはて、このバルシュタイン城には、実に様々な魑ち魅み魍もう魎りようが存在するが……人間と交配が可能というまでに人の形と内面を留めた『進化』をしているものがどれほどいるか……精神だけならば、子し爵しやくの影えい響きようで人に近しい者が多いがな……。つまり……あー……教授、説明！」

『はい博士！　えっとですね、吸血鬼をはじめとした、いわゆる人間の人達にとっての化物っていう存在はですね、普通とは違う方向に進化した存在なんです！　例えば、よく進化の系けい譜ふを表した枝えだ分わかれの図があると思いますけど、例えば──その二次元の図から、突とつ然ぜん立体的に飛び出してきたみたいな存在。それが異い形ぎようって奴です！』




　──じゃ、じゃあ、人間と吸血鬼はやっぱり全然別べつ物ものなんですか？　だって、ほら、この街の市長は人間と吸血鬼の間に生まれたハーフだって……。

「ああ、それは問題ない。例えば──二次元の図の、人間の枝から三次元方ほう向こう……つまり、図を床とした場合に、真ま上うえに伸びた進化の枝があるとしよう。だが、真上から図を見たら──上に伸びた分は人間の枝と重なって、結局は普通の図と変わらない。肉体的な構造などは殆ほとんど変わらないという事じゃな。では何が違うのか……ええと……教授、説明！」

『はい博士！　えっとですね、平面に広がる進化の図が肉体を表しているとすると、三次元の高さっていうのは、【魂たましい】の変へん異いを表しているんです！』




　──魂？

「まあ、概がい念ねん的なものだと思うがいい。肉体の外見や基礎を平面の進化とするなら──三次元的な進化は、能力というべきかの、蝙蝠こうもりに変じたり、体を霧きりと化したり、念ねん動どう力りよくを用いて力りき場ばを狂わせたり……あるいは、日光を浴びて灰になったり、十字架かを苦にが手てとするなどといった『弱点』も、魂の進化の結果だと言えよう」

『魂の進化は、肉体にも強い影えい響きようを与えるんですよ？　だから、人間を基礎とした怪かい物ぶつでも、様々な特徴があったりするんです！　私達吸きゆう血けつ鬼きが【魂】って呼んでるものの正体は、完全に解明されてるわけじゃないですけどね』




　──……ええっと……よしわかった！　じゃあつまり、フェレットは僕ぼく達たち人間よりも綺き麗れいな魂をしてるってことですね！

「人の話を聞いておったか？　おぬし……」

『わあ、貴方あなたの好きな人って、フェレットお嬢じよう様なんですか!?　すっごーい！　あ、じゃあ大丈夫だと思いますよー。フェレットお嬢様の体の構造は、繁はん殖しよく機能とかは殆ほとんど人間と同じですから！　えとですね、嚙かまれて吸血鬼になった人だと、ほぼ人間の部分が残ってるから確実ですけど、お嬢様みたいに、吸血鬼同どう士しから生まれた子供は、より人間から遠ざかる可能性が高いんです』




　──えっ!?　じゃあ……

「心配するな、若わか造ぞう」

『安心してください！　フェレットお嬢様は特別の特別で、老ろう化か停止や怪力、再さい生せい能力を魂の影響による特性だとすると──お嬢様の肉体は普通の吸血鬼よりも人間に近いぐらいです！　弱点とかもないから、本来なら人間と末すえ永ながく幸せに暮らせます！　もっとも、ある程度から年をとらない事を誰も疑問に思わなければ、ですけどね！』




　──大丈夫！　俺は疑問に思わないから大丈夫！　っていうか、寧むしろもう俺は理解するし、してるから、うわこれどうしよう、もう俺とフェレットはジャストカップルってことだと思うっすよ。なあんだ、惚ほれ薬なんていらないじゃん！　もう、俺はフェレットの運命の人なんだからさ！

「……おぬし、天然か？」

『すごーい。普通だったら嫌われちゃう男の子ナンバーワンですよね？　でも、君、さわやかだからいけるかもね。フェレットお嬢じよう様には君みたいな子が合うかもしれないよ？　だけど……運命の人って言っちゃうのは言いすぎかな。もしも、フェレットお嬢様が君を拒絶したら、君は人生を、これからの未来を否定されちゃうことになるんだよ？』




　──？　それがどうしたんです？

「……」

『どうしたって……え？』




　──もしも俺とフェレットが運命の相手じゃなくて、俺が彼女に拒絶されたとしても、それで不幸になるのは俺だけでしょう？　だけど──俺は、フェレットを絶対に不幸にさせない。俺は──フェレットを絶対に拒んだりしないから。俺は、あいつの全てを受け入れるんだ。俺の事が嫌いだって言うなら、それも受け入れるよ。だけど、俺は諦あきらめないよ？

「おぬしは、自分が矛む盾じゆんした事を言っていると気付いているのか？」

『自分で整理して考えてみるといいですよ？』




　──もちろん矛盾してます！　だけどそんなの全ぜん然ぜん関係ないですね！　そんな矛盾なんかに負ける恋なんて、最初から幻まぼろしなんだ！　それに、俺の『フェレットを好きだ』っていう感情だけは、なんの矛盾もない。俺はただ、それだけを信じて進むから──矛ほこだとか盾たてだとか、そういうのは、邪じや魔まなだけです！　真実は常に一つ。俺にとっての真実はフェレット、君だけだよ……お、これ、いいんじゃないすか!?　いいじゃないですか!?　よし、今日の口く説どき文句はこれに決定だ！　や、やった。なんか今日という日が薔ば薇ら色に輝いてきたぞ!?　わあ、これも『博士』と『教授』のおかげですよ！　初めて会ったのにここまで力をくれるなんて、やっぱり子し爵しやく様が紹介してくれるだけの事はありますね！　それじゃあ！　ありがとうございましたぁー！　今行くよフェレットー…………





†






「やれやれ、何しに来たんじゃ、今の人間の小こ僧ぞうは？」

　勢い良く部屋を出て行った少年に対し、『博士』と呼ばれていた存在は呆あきれたように溜ため息をついた、

「ミヒャエルとか言ったかのう、あの小僧……あやつ、大おお物ものになるかもしれんぞ」

『私達を見て何も突っ込みを入れなかったのって、人間では初めてですよね？』

「……いや、吸きゆう血けつ鬼きや化ばけ物ものを含めても初めてじゃな。それどころか、変な顔一つせんかった。まるで、当たり前のようにな」

　湯ゆ気げの立つカップを持ちながら、博士は少し嬉うれしそうに首を振る。

　その中に満たされた赤い液体を啜すすりながら、『博士』は静かに横にいる『教授』の姿に視線を向けた。

「わしはともかく……お前の事を見ても、な」

『照れちゃいます。そんなに見つめないで下さいよう！』

　そう言って、己おのれの存在を左右にフルフルと半回転させたのは────あまりにも滑こつ稽けいで、あまりにも歪いびつで、あまりにも冗じよう談だんめいた存在だった。

　己の姿の異常性を理解しながらも、教授の声にはなんら負い目は感じられない。

　博士はカップの中の熱い血を飲み干すと、今しがた来た人間の少年の事を思い返した。




「……本当に、羨うらやましい、な」




　日の光が全く差すことの無い、人工の光に満たされた空間。

『博士』の笑顔はどこかさびしげで、どこか嬉しそうで、

　そして──どこか、嫉しつ妬としているようにすら感じられた。







[image: １章　吸血鬼達の会議は踊り]






















　はじめに──色があった。




　暗くら闇やみの中のテーブル。

　いくつかの小さな円えん卓たくが並べられ、ちょっとしたディナーショーの会場のような構図になっている大おお広間。

　広間の壁には全面に渡って荘そう厳ごんな装そう飾しよくが施ほどこされているが、明かりが僅わずかな本数の蠟ろう燭そくのみなので、派は手でさは殆ほとんど感じられない。寧むしろ、薄うす明あかりに照らされる装飾の凹おう凸とつはまるで生きているような不ぶ気き味みさを感じさせた。

　そして──そのテーブルの椅い子すの背に掛けられた、様々な色の布。

　無人の大広間で、布の色だけが自己主張をしている状態が延々と続く。

　と、不意に、誰もいなかった筈はずの空間に、一人の男が現れた。

　インテリ風の丸まる眼鏡めがねを掛けた、20代後半といった外見の男だ。

「……そろそろ、始めようと思うが」

　何時の間にか『青』の椅い子すに座っていたその男は、闇やみに浮かぶ各色の椅子を見ながら、静かに言葉を紡つむぎだした。

「フフン……ふざけたマネはやめて、姿を現したまえ、諸君」

　しかし、暗くら闇やみにはなんの変化も無い。

「……」

　男は更に数秒反はん応のうを待つが、やはり闇はなんのリアクションも見せはしなかった。

「……もしかして、本当に誰もまだ来ていないの……か……？」

　それまで余よ裕ゆうの表情を見せていた男は、椅子から崩れるように転がり落ちる。

「……ずかしぃ……」

　転がったまま起き上ろうともせず、頭を抱えながら床に丸まってブツブツと呟つぶやき始めた。

「……うわー。恥ずかしい、恥ずかしいぃ！　誰もいないところで何が『ふざけたマネはやめて、姿を現したまえ、諸君』だ……ッ！　俺は幽ゆう霊れいとかが怖くて、夜中に暗闇に向かって『そこにいるのはわかってるぞ！』とか叫ぶヘタレかよ……！　せっかく音も姿もなく自分の席に座ったっていうのに、誰も見てないじゃん！　ひとりよがりじゃん！　駄だ目めだ、もう駄目だ。殺さなきゃ、今すぐ時間を遡さかのぼってさっきの俺を殺さなきゃ！　ああああああああ恥ぁーずかしいぃぃぃ───ッ！」

　丸まったままゴロゴロと転がる男には、先刻までの威い厳げんは全く感じられなかった。

　ゴロゴロと転がったまま数分が経過し──男は、大おお広間のドアがガチャリと開いたのを聞いて我に返る。

　ピタリと固まったままの男を見下ろしながら、広間に入ってきた女が不ふ思し議ぎそうな顔をして尋たずねかけた。

「……何を転がってるんですか。『青』のカルジミール」

「いや……つまずいただけだ。気にするな、ドロシー」

　カルジミールと呼ばれた男は、何事も無かったかのように立ち上がり、再び威厳の籠こもった態度で自分の席へと座りなおした。

「はぁ」

　一方で、ドロシーという名の女は、釈しやく然ぜんとしない表情のまま、カルジミールからかなり離れた『白』の席に腰をかける。

　そして、彼女を皮かわ切きりに何人かの男女と──性別が解わからぬ程ほどに人間とかけ離れたような怪かい物ぶつが何体か大広間の中に現れ、それぞれの席を探して腰をかけていく。

　半分ほど席が埋まったところで、ざわめいていた会場を沈めるかのように、会場全体を見渡せる『青』の席に座ったカルジミールが、再び先刻と同じ言葉を吐いた。

「……そろそろ、始めようと思うが」

　両肘ひじを机に突き、両手を顎あごの前で組んだ『いかにも黒くろ幕まく』といった姿勢で放たれた言葉に、会場は水を打ったような静けさを取り戻す。

「この【青き血けつ河が】のカルジミールがこの議事を取り仕切る。異い論ろんはあるまいな」

　すると、『黄』の席に座った男がニヤニヤと笑いながら『意義ありー』と手を上げた。

「ふむ。意義はないようなので、早さつ速そく議題に移らせて頂く」

「無視ですかい。カルジミールの旦だん那な」

　黄色の席に座っていた男は露ろ骨こつに不満そうな表情をして、カルジミールの言葉を邪じや魔まするように言葉を紡つむぐ。

「五う月る蝿さいな。黄色はカレーでも食っていろ」

　そう突っ込みを入れたのは、藍あい色の席に座った男だった。

　不ふ思し議ぎな事に、この二人は顔が瓜うり二つであったが──『黄』の席に座った男はブロンドの髪と目をしており、『藍』の席に座った男は黒くろ髪かみ黒くろ目めの東洋人だった。

　東洋人にたしなめられる形となったコーカソイドの男が、苛いら立だたしげに言葉を返す。

「黙れよ兄あに貴き。何がカレーだ。わけわかんねえし。『虹にじ』のメンバーじゃない奴やつは黙ってろ」

「藍色も虹だ」

「イギリスじゃ虹は六色だ。藍色は無ぇ。あんたの暮らしてた日本の話だろうがよ。七色ってのは」

「フン、無知な弟め。イギリスでも学術的な観点では虹は七色と判断する」

　下らないことで言い争う兄弟を捨て置いて、議事の進行役である『青』は、淡たん々たんと集まった面子メンツに対して説明を開始した。

「さて……前にも言ったように、我々は一つの『結果』を観測した。一年前の、グローワース島で起きた『島』自体の同化現げん象しよう……。我らが同どう胞ほう、【紫むらさき】のメルヒルムが進めていた研究が、ついに実を結んだと結論づけていいだろう！　だが、肝かん心じんの『遺い存ぞん種しゆ』を保護しているのが我々ではなく、我らが元もと同胞のゲルハルト・Ｆ・バルシュタインにあるという事は問題だ。そこでどうするか、という事で諸君には集まってもらったわけだが……。フフン、『色付き』の幹かん部ぶが半分も集まるとは、私の招しよう集しゆう能力もなかなか捨てたものではないな」

　半分しか集まっていない状況だが、この会議ではそれでも多く来た方らしい。カルジミールは得意げに言うが、兄弟喧げん嘩かを終えた『黄』の男に、再び恍こう惚こつの時を邪じや魔まされる。

「別にお前を見に来たわけじゃねえよ。ゲルハルトの旦那が関わってるっていうから、旦那に敬けい意いを表して参加しただけだ」

「フン！　あんな裏切り者……組織の脱退者に敬意など寄せないで頂こう」

　冷静さを保って『黄』を諫いさめるカルジミールだが、追い討うちをかけるように『藍』の東洋人が呟つぶやいた。

「別に裏切ったわけではなく、普通に脱会しただけだったような……」

「さて！　本題だが！」

　呟つぶやきを搔かき消すように力強く叫ぶカルジミール。

　いよいよ本題に移るとなって、場内に緊きん張ちようが漂い始めたのだが────。

　その雰ふん囲い気きは、議長であるカルジミール自身の手によって打ち消された。

「こんな事もあろうかと、既に手は打っておいた！　この場にいない『緑』のジグムントに、【ニーズホッグ】ルーディと、【フレースヴェルグ】テレジア！　メルヒルムを道案内に、彼らを既にグローワース島に出しゆつ撃げきさせている！」

「なッ……」

　議長から告げられた事実を聞くと、にわかに議場がざわめきを取り戻した。

「ふん……本来ならば『黒』を筆ひつ頭とうとする我々の最高戦せん力りよくを持って叩たたき潰つぶしたかったが……あの個体……レリック・Ｆ・バルシュタインが相手では、如い何かに我々とて、正面を切って戦うのはまずい。そこで、軽快に動ける戦力を投入したのだよ。御ご理解いただけたかね……諸君」

　力強い笑みと共に告げられた『結果』を前に、会場のざわめきは一時中ちゆう断だんし──

　──やがてそれは、大きな大きなブーイングの嵐となった。




「お前……独どく断だんで何やってんだ!?」

「会議の意味が無いだろう！」

「私はわざわざ南極から来たんですよ!?　このパリくんだりまで！」

「キシャー」

「っていうか、なんで戦う気満まん々まんなんですか!?」

「あいつらは、一番歯は止どめがきかねえ連れん中ちゆうだろうが！」

「なんだかんだ言って、お前『黒』に反対されそうだったから『緑』にしただけなんじゃねえのかこら!?」

「そういや、今日『黒』いねえな」

「さては呼んでないだろ手前てめえ！」

「そもそも、ゲルハルトって言ったら、一番話し合いでどうにかできそうな人じゃないか！」

「わざわざ最初から敵に回してどうするのよ!?」

「独断作戦の実じつ行こう開始だけを伝えられる方針決けつ定てい会議なんてあるか！」

「メールか電話で済むだろ！」

「っていうか、俺達を変なゴタゴタに巻き込むな！」

「ギシャー」

「お前今いますぐ幹部辞やめろ！」

「リコールだ！」




「──黙りたまえ！」




　大おお広間全すべてを飲み込むような、覇は気きの込められたカルジミールの声。

　あまりの迫力に、ブーイングを行っていた者達は一瞬気きを吞まれ、そのまま言葉を胸の奥に吞み込んでしまった。

「ふん……何か文句があるのかね？　我々はなんだ？　力……そう、『力』だろう？　ひとたび腕力を奮えば戦車をも破壊し、物ぶつ理り法則さえもねじまげ、如い何かなる人間の独どく裁さい者よりも永き時を生きる──『力』だろう！　一つ一つの強大な力、それこそが我々の本質だ……。その『力』を束ねるこの私、【青き血けつ河が】に逆らうというのなら……いつでも相手になろうではないか。しかし、果たして諸君にその勇気はあるのかね？」

　姿勢を崩さぬまま、会場を順に睨にらみ付けるカルジミール。

　すさまじいまでの威い圧あつ感がその背から湧わき上がり、場の空気を上から無む理り矢や理り押し付けた。

　その眼光の鋭さに、会議とは名ばかりの独裁がまかり通る──

　……かと思われたのだが──

「上等だぁーッ！」

　次の瞬間には、『黄』の席から飛び上がった影がカルジミールの口につま先を突き刺しており、折れた前歯が派は手でに飛んで、巻き起こった風は蠟ろう燭そくの炎ほのおを大きく揺らめかせる。

「なッ……ば、ばかな、本当にかかってくる奴やつが……」

「うるせェこの役者崩れのナルシスト野や郎ろう！　何がかかってきたまえだ！　【青き血河】なんて御ご大たい層そうな名前つけやがって！　ゲームの敵キャラか手前てめえは！　お前思いっきり名前負けしてんだよ！」

　言いたい事を言う『黄』の青年に対し、『青』も瞬しゆん時じに怒りを爆発させる。

「おのれ猪口ちよこ才ざいな！　黙って聞いていれば図にのりおって！　いいだろう！　腕力だけが力とは言わんが、私の実力をここで見せてやろう！　不満のある奴は纏まとめてかかってくるがいい！」

　折れた前歯が霧きりと化して、即そく座ざにカルジミールの口へと戻って再生する。そして、そのまま体を変へん化げさせて『黄』の青年を迎え撃うとうとしたのだが──

「させんッ！」

『藍あい』の席から飛び出した東洋人が、右手を酸の液体と化して、変化を始めたカルジミールの体に降り注そそがせる。

「ぐあぁぁあああぁッ!?　へ、変化前に奇き襲しゆうをするのは反則……」

　それを皮かわ切きりに、会場にいた吸きゆう血けつ鬼き達のうち、半分が『青』に一いち撃げきを加えようと席を立った。

「いや……ごめ……纏めてじゃなくて、やっぱ一人ずつ……」

　カルジミールの懇こん願がんは、喧けん騒そうの中に紛まぎれ、やがて消えていった。




「やっぱり組織のトップっていうのは、個人としての能力よりカリスマと統とう率そつ力りよくが求められるポジションよね」

「カルジミールは、一対一だと一いち応おう強いんだがな。二人掛かり以上だと絶対負ける」

「前のボスは、ケンカは弱いけどカリスマはあったから……自分から辞やめちゃったけどね」

「……しかし、よくもまあ、毎回こんな調子で組織が崩ほう壊かいしないもんだ」

　喧けん騒そうから遠く離れた席で、『鈍にび色』の席に座った存在が、『白』の席にいるドロシーと他ひ人と事ごとのように言葉を交わしていた。

「本気で暴れてるのは『黄』のブリジストンと『藍あい』のイシバシだけだしね。それに今日は『黒』と『鏡かがみ』の二人と、『金』『銀』『真珠パール』の三人が来てないだけまだマシよ」

「そういう問題でもないだろう」

「あら、ロマンス。そういう問題よ。この組織は別に営利を追求しているわけじゃないわ。実際お金や権力が手に入るわけじゃないし……自治体の町内会みたいな感じだからね。町内会長なんて面めん倒どうくさい役職、血を流してまで奪い合うようなものじゃないでしょう？」

「なるほど。一いち理りあるが……」

　考え込む『鈍色』のトラム・エド・ロマンスに対し、ドロシーは自分の考えを修正するように言葉を続けた。

「町内会っていうよりも……同じ趣味の存在が集まったサークルかな。趣味って言うのはつまり──『如い何かにして、人間の迫はく害がいから身を守るか考える事』だけどね」

「違いない」

　そう呟つぶやきながら、『鈍』の存在は──鉄てつ錆さびのような質感の肌はだを打ち鳴らしながら、まるでパニック映画に出てくるエイリアンのような造型の体たい軀くを小こ刻きざみに揺らす。ムカデと甲かぶと虫むし、土木作業機械を無む理り矢や理り肉食恐きよう竜りゆうと融ゆう合ごうさせたような身体からだからは想像できないが、どうやら笑っているようだ。

　不ぶ気き味みな光景に少しも動どう揺ようする事こと無なく、ドロシーは現在の状況を整理しなおした。

「まあ、ジグムントはカルジミールの下げ僕ぼくだから、私達がやめろって言ってやめるもんでもないだろうけど……。子し爵しやくはともかく、子爵の配はい下かは敵に回すと厄やつ介かいだから……。あとは──メルヒルムさんがどう動くかよね。私し怨えんで動かなきゃいいんだけど……」

　メルヒルム。『紫むらさき』の渾あだ名なを持つ幹部の一人であり──あの島に住む何人かと個人的な因いん縁ねんがある存在だという事は、『鈍』の怪かい物ぶつも理解している。

　だが、『鈍』にとって、もう一つ気になる点が存在した。

「私怨と言えば──あの二人も大丈夫か？」

「……ルーディとテレジア？　ああ……相手があのバルシュタインの血族だって知ったら──ちょっと、見み境さかいなくすかもしれないわね」

「ふむ……俺は、その『ゲルハルト』という男に直接会あった事は無いが──一体、どんな人物なんだ？」

「えッ……子し爵しやく？」

　カルジミールの悲鳴を遠くに聞きながら、ドロシーは何かを懐なつかしむように、かつての組織の同どう胞ほうを思い出し、笑顔と共に言葉に変える。

「……そうねえ……どんなって、改めて言われると困るけど……」




「一言で言うと──『摑つかみ所が無い』って感じかな」







[image: ２章　子爵は朝日を浴びながら]






















グローワース島　バルシュタイン城




　グローワース島は、ヨーロッパ北方のドイツ領りよう海かいに浮かぶ大きな島だ。

　ドイツ領内でも有数の広さを誇り、観光地としての発展を見せながら、日本やアメリカ、オーストラリアなどの地方都市と姉し妹まい都市化する動きが盛んとなっている。

　島内は幾いくつかの町に別れ、昔ながらの中世風ふうの町並みを思わせる街道もあれば、近代的なビルが立ち並ぶ官庁・ホテル街も存在する。近代的といっても高層建けん築ちくは皆かい無むであり、せいぜい五階建てのホテルがいいところだ。それでもシーズン中は宿がいっぱいになり、街道沿ぞいにある古い建物をそのまま利用した民宿等も人気スポットの一つとなっている。

　島の中央には、落らく葉よう樹じゆが多く分布する低い山々が連なっており──南側の山の頂上付近には、大きな中世風の城が存在している。それこそが、この島のシンボルにして観光名所である、バルシュタイン城だ。

　荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを纏まといながらも、その景観は緑の生い茂る山と見事に調和しており、観光客の多くは、自分が物語の中に入ったような錯さつ覚かくの中で陶とう酔すい感かんを覚える事だろう。




　だが、その御お伽とぎ噺ばなしのような城の屋上に居たのは、朝日を待つ優ゆう雅がな小鳥でも、主人に忠ちゆう誠せいを誓ちかう衛えい兵へいでもなく──吸きゆう血けつ鬼きであり、赤い液体の塊かたまりであり──この城の主あるじである存在だった。




【うむ！　素晴らしい曙しよ光こうである！　今日の夜から雲が多くなると聞いていたが、まるで火輪ソレイユを咲かせる神々が私との別れを惜しんでいるかのようではないかね！】

　地面とほぼ水平に照しよう射しやされる日光に対し、その吸血鬼は全身を目め一いつ杯ぱい広げて光の波を受け止めていた。

　その結果として──山の上に立つ荘厳な城の壁の一面が、真っ赤な色に染まる結果となる。

　恐ろしいほどに広がる『赤』は、自らの一部を城じよう壁へきの上部、城の屋上部ぶ分ぶんへとはみ出させ、器き用ように文章を紡つむぎだしていた。

【君も今のうちに浴びておいた方がいいだろう！　太陽は永遠とは限らない！　明日には爆発してなくなってしまうのかも知れないのだからな！】

　その文章を見ながら──屋上に寝そべっていた少年が、眠たげな目をこすりながら口を開く。

「……爆発したら、僕達もその瞬間死しんでますよう」

　呆あきれたように答える少年に対し、その赤い液体は、反論するように己おのれの形を組み替えた。

【それは違うぞ、ヴァル君。太陽と地球の距離は、近距離で１４７１０００００キロ、遠距離でも１５２１０００００キロ。平均で１４９６０００００キロも離れている。光の速さでも８分19秒かかる距離だ！　つまり、今見ているあの太陽は実に８分以上も前の光景という事になるが、まさに手て間ま要いらずのタイムマシン！　ううむ、これは中々に浪漫ろまんを感じさせないかね!?】

　最初と最後で趣しゆ旨しが変わっている文章を読みながら、ヴァルと呼ばれた少年はハイハイと頷うなずきながら言葉を返す。




　少年が話している相手は、少年の主でもあり──れっきとしていない吸血鬼でもある。

　本体が赤い液体を操あやつって少年と会話をしているわけではなく──赤い液体──すなわち、大量に蠢うごめく血液自じ身しんが、『ゲルハルト・フォン・バルシュタイン』という吸血鬼なのだ。

　この城を治める城主でもある血の塊は、かつては通常の吸血鬼であった。

　だが、太陽や杭くいなど、様々な弱点を克こく服ふくする為ための研究を続け、ついには己おのれを実験体として、液体吸血鬼と化してしまった風変わりな存在である。

　血と融ゆう合ごうさせた特殊なバクテリアから栄養を受け取るため、ある程度の光こう合成が必要となる、吸血鬼とは姿も習しゆう性せいも全く異なる存在だ。




　そして、子し爵しやくと共に日光を浴びる少年もまた吸きゆう血けつ鬼きであったが──やはり、他の多くの吸血鬼とは異なる存在であった。

　全ての吸血鬼が日光に弱いわけではなく、浴びた途と端たんに灰になる者もいれば、まったく意に介かいさない者もいる。だが、子爵や今の少年のように、好んで日光のある場所に出てくる存在は極めて稀まれである。

　日光が平気な吸血鬼でも、人に姿を見られない為ために闇やみを好む傾向が多い。日光を己おのれから浴びるとすれば、何らかの日光に対するポリシーがあるか、あるいは、子爵のように日光を浴びる必要があるかだろう。

　そして──少年は、後者だった。

　ヴァル──ヴァルドレッド・アイヴォンホーは、植物から変へん異いした吸血鬼である。

　さらに正確に言うならば──彼は、スイカの吸血鬼だ。

　スイカのような、という比ひ喩ゆではない。

　なんの混じり気も無しに──正しよう真しん正しよう銘めい、果物か野菜かでよく議論される『西瓜すいか』が吸血鬼と化した存在だった。




【さあさあ、巨大な太陽の前では細かいことなど忘ぼう却きやくの彼方かなた。フレアの中に投げ込めば我々の些さ細さいな生命など瞬しゆん時じに燃え尽きることであろう！　ならば！　今はただ、大だい自然の恵みを受け入れて明日の活力としようではないか！】

　子爵の生み出す文字列れつを眺ながめながら、ヴァルはボンヤリと自分の事に想いを馳はせる。

　──大自然の恵み、かあ……。

　どちらかといえば、自分の方が大自然の恵みだった筈はずだ。それが今は、こうしてかりそめの身体からだを纏まとい、蠢うごめく血ち溜だまりの配はい下かとして一緒に日光浴をしている始し末まつだ。




　ヴァルは、自分がどのようにして生まれたのか、その記き憶おくが非常に曖あい昧まいだ。

　──きれいだなあ。

　それが、少年の最初に紡つむぎだした『感情』であり『意い思し』であり『記憶』だった。

　ほんの１秒──自分の上空より降り注そそぐ血の雨を眺めて言った言葉。

　たった一言。一つの感情。それが、ヴァルの最初の全てであり、同時に、最後の瞬間でもあった。

　赤い飛沫しぶきが自分の身体に掛かった瞬間──球状の身体の表面にある細さい胞ぼうに、意思を持ったかの如ごとく血液が這はい、染しみ込み、侵しん食しよくし──気が付けば、全く違う存在に変化した自分を認識していた。

　二度目に自分にかけられた赤い液体が、どうやら先刻とは異なる吸血鬼の血液だと理解できたのは──それに気付く為の、知識と知恵を同時に手に入れたからだ。

　血の雨は──実験の一いつ環かんであり、すべては計算されたものだった。

　植物である自分に、様々な技法、呪じゆ法ほうの類たぐいを用いて、強制的に『魂たましい』を変化させた。より動物的に、より人間的に、より吸きゆう血けつ鬼き的に────。

　そして、自じ我がが発生した瞬間を見み計はからって、『教育』を施ほどこし始めた。

　他の吸血鬼の『魂』を、血を媒ばい介かいとして──植物の魂へと転写したのだ。

　知識と性格、記き憶おくやトラウマの一部が、降り注そそがれた血を伝ってスイカの中へと入り込み、生まれたばかりの無む垢くな自我を踏みにじり、蹂じゆう躙りんし、己おのれの色に染め替える。

　いや、それは性格ではない。

　己とはスイカであり、スイカは既に血によって己を変えられ、己自じ身しんによって己を塗り替えられていく──そんな支し離り滅めつ裂れつな理解と共に、スイカは自分が生まれ、同時に生まれ変わったのを知った。

　それを研究者が確認すると同時に、すぐさま次の『魂』を帯びた血が浴びせかけられる。

　何も知る必要が無いとばかりに、自我を持ったモルモットになんの断りも無いまま、さらに新しい自我が浸しん透とうしてくる。

　以前からの性格や知識といった情報を記憶していた『魂』同士が複雑に絡みあい、互いを侵しん食しよくし取り込もうと醜みにくい争いを繰り広げ──結果として、二つの魂が交じり合った、歪いびつな自我がスイカに残る。

　そして、さらに新しい魂を。

　さらに新しい血を。

　魂を。

　血を。

　記憶を。

　知識を。

　感情を。

　衝しよう動どうを。

　血が降り注ぐ。

　魂が降り注ぐ。

　だが、スイカは既に、その光景を『きれいだ』と思う事はできなくなっていた。

　降りかかるたびに、自分が壊される。

　降りかかるたびに、自分が消え、新しい自分に上うわ書がきされる。

　怖い。怖い。怖い。

　１秒前の自分は自分ではない。

　怖いと思う自分に血が降りかかり怖いと思わない自分に上書きされた自分に血が降りかかりやはり怖いと思う自分に上書きされた自分に血が降りかかり何も物を考えない自分に上書きされた自分に血が降りかかり発狂した自分に上うわ書がきされた自分に血が降りかかり理り知ち的に全てを分ぶん析せきする自分に上書きされた自分に血が降りかかり────




　血の雨がやんだ時──そこにいたのは既にスイカではなく──

　吸きゆう血けつ鬼きでありながら、自分を持たず、己おのれの力の使い方だけを知る──哀れなモルモットの成れの果てが存在するだけだった。




　それから数年。相手の網もう膜まくに幻げん覚かくを焼き付け、念ねん力りきと組み合わせて、あらゆる存在に変じる事ができると見せかけられるようになったスイカに、血を浴びせた吸血鬼達たちからバラバラに文字を取って、ヴァルドレッド・アイヴォンホーという名前がつけられた。

　あらゆる物に変身できる、一見有ゆう能のうな吸血鬼。

　だが、彼、あるいは彼女、あるいは──それ、は恐れていた。

　自分が、本当に存在しているのかどうかという事を。

『我われ思うゆえに我あり』──本当に、今、物を思っているのは自分なのだろうか？

　スイカ本来の姿を他人に見せる事をかたくなに拒み続けるようにもなった。唯ゆい一いつの『本当の自分』を証明する姿であるにも関わらず、スイカはそれすらも信じる事ができなかったのだ。

　あの、ほんの１秒の間に生まれた自じ我が。

　あれは、本当に自分の自我だったのか？

　もしかしたら、あれもそれまでに投とう与よされた吸血鬼の『魂たましい』が言わせた言葉ではないのだろうか？　もしも、そうだとしたら──

　自分の、誰にも塗り替えられていない自我が、本当は最初から存在していなかったのではないか。

　恐れているのは──知る事によって、失う事だった。

　スイカとしての自我を持った唯一の思い出すらも、誰か別の『魂』のコピーだと判明したら、自分は本当に全てを失ってしまう。




　──なら、僕は一体なんだ？




　唯一の自我すらも、失う事を恐れて自ら触れないようにしている。自らが植物である事さえをも隠かくそうとしている。

　ならば、ここにこうして存在しているのは、誰の意志によるものなのだ？　自分の意志？　誰がそれを証明できるというのだ。自分にすら証明できぬと言うのに……




　その後、彼は偽いつわりの姿と、その姿に合わせた言葉と性格を引き出すという、擬ぎ似じ的な多た重じゆう人格を装い──様々な経けい緯いを経て、現在はこのバルシュタイン城の居い候そうろうとなっている。

　自分が演じる人格は、結局はどれも偽にせ者ものなのだ。そもそも、本物と思おぼしき人格からして──『きれいだなあ』のただ一言からでは、一体どんな性格なのかすら解わからない。

　ただ、最近は城の魔ま女じよや女おんな吸きゆう血けつ鬼きの趣味とやらで強制的に少年の姿にされているのだが、結局これも自分の意志とは無関係の写し身だ。

　そして、今日も自分を保てない日々が続いていたのだが────




【ふむ、君もこの城に来て１年になるか。どうかね、迷っていた答えは見つかったかな？】

　あまりにも『ズバリ』な事を尋たずねてくる子し爵しやくに対し、ヴァルは怒るでも無視するでもなく、ただ困ったような溜ため息いきを漏らした。

　この溜息すらも、所しよ詮せんは偽いつわりに過ぎない。

　肺を簡かん略りやく的に模した幻げん覚かくと、その幻覚に実態と同等の力を与える念ねん力りきの歪ゆがみが、人形を繰くるように模も式しき的に動いているだけだ。

　本来なら人間と同じような息を発生させる必要はないし、吸血鬼の身では植物としての呼吸も必要無ない（厳げん密みつに言えば、血さえ摂せつ取しゆすれば光こう合成すらも必要ない）のだが──わざわざ肺の形をした幻覚と力りき場ばをすぼめて空気を口（の幻覚）から送り出すのは、人間に変身して永く生きすぎた癖くせであろう。

　子爵が己おのれの体を文字にするときに、意識する事こと無なく『ふむ』や『！』などを付け足してしまう、そんな感覚に似ているかもしれない。

「……どうなんでしょうね。答えは見つかってないですけど……もう、あきらめてこのまま永遠を生きるっていうのも考えなくはないです」

【ほう】

「……この城に住んでると、そういう感覚がおかしくなります。みんな、当たり前みたいに僕みたいな……その、存在を……受け入れてくれて……ますよね？」

　自信がなさそうに尻すぼみになった声に対し、子爵は自信に満ちた太い文字で答えを返す。

【当たり前みたい、なのではない。それが当たり前なのだ】

「そんなこと言われても」

　言いながら、ヴァルは子爵の体から目を逸そらす。

　人間としての眼球を持たない子爵は、魂たましいで周囲の風景を感じ取る。

　つまり、網もう膜まくに幻覚を焼き付けて己の姿を変じさせるヴァルにとって、子爵は常に自分の本当の姿を見つめているやっかいな存在だ。

　最初は露ろ骨こつに恐れ、避けていたが、最近ようやく二人きりで会話する事などもできるようになった。

　だが、いざこうして話していると、やはりどこか自分の中に遠えん慮りよが生じてしまう。そのことに気付いたヴァルは、話題を少しでも遠ざけようと、思いついた疑問を口にする。

「でも、珍しいですね。子し爵しやくがこんな朝早くから日光浴だなんて……今までに、雨の前に日光浴することなんかありましたっけ」

【ふむ。確かに私は通つう常じよう日光の強くなる昼に起きて、その後深しん夜やまで活動するスタイルであるが……今日の夜は『カルナル祭』のオープニングセレモニーがあるし、昼にも客人があるので、今の内に鋭えい気きを養っておこうと思ってな】

　カルナル祭は、島の恒こう例れい行事でオープニングからエンディングまで一週間続つづく祭りである。ヴァルも去きよ年ねん見物したが、かつて彼は島にあれほどの人間が集まるのを見た事が無い。

「あー、そっか……今日からでしたっけ……。それで、客人ってどんな？」

【ふむ、昔からの知り合いが何人か……】

　淡たん々たんと告げる子爵に、ヴァルはなんとか話題を引き伸ばそうとした。

　子爵に客人が来るのは、頻ひん繁ぱんでもないがそれほど珍しいということでもない。吸きゆう血けつ鬼きの間では割と顔が広い方らしく、何より明確に『支配』している土地を持ち、なおかつ住民ともうまく共存しているというのは稀け有うな存在らしく──居い場所を追われた成り立ての吸血鬼などが、安住の地を求めて訪れる事も多々ある。

　今回もそういう類たぐいのものだろうとは思ったが、何とか今の話題を引き伸ばそうと思ったヴァルは、尚なおも詳しい話を聞こうと言葉を紡つむぐ。

「どんな人が来るんです？」

【ふむ、それは────】

　子爵の文字がそこまで紡がれたところで、液体は一いち度ど動きを止め、一度文も字じを崩して新たな文を描き直した。

【……危ない危ない。君の将来について話していたのに、危うく話題を逸そらされるところであった】

「逸らされて下さいよ」

【断だん固ことして拒否する！　我が領りよう民みんがウジウジと悩んでいる姿を見せられては、私としても黙って見過ごすわけにはいかんよ。ふむ、人の悩みに踏み込むなと言われるかもしれんが、一応これでも私は領りよう主しゆなのだ。多少の横おう暴ぼうは許されてしかるべきではないかね？】

「そんな無む茶ちやな。……大体、こんなところで話してたって、本当の僕が手に入るわけじゃなし、なんの解決にもなりませんよ」

　そっけない返事は、ある意味自じ分ぶん自身に言い聞かせるようだった。

　だが、子爵はそんな彼の心にズカズカと染み込んでくる。

【ふむ……そこまで言うからには、何か、答えを探す作業はしたのかね？】

「えッ……」

【ただナアナアと日々を過ごすだけでは、変われるものも変われまい。知りえることも知りえまい。それをせずに負の空気を周囲に撒まいているだけではいかんと思うのだが】

「そんなこと……子し爵しやくには関係ありません」

　尚なおも逃げようとするヴァルに対し、子爵は尚も厳きびしい言葉を叩たたきつける。

【ふむう。君も一人の吸きゆう血けつ鬼きであるからして、どう生きていこうが勝かつ手てではあるのだが……ならば、今までの家賃を払って欲しいものだが】

「うッ」

　痛いところを突かれたと、ヴァルは心しん中ちゆうで肝きもを冷やす。

　ヴァルは昨年の事件以い来らい、居い候そうろうとしてこの城に居ついている。ただ住まわせてくれるだけではなく、時には血けつ液えき銀行から取り寄せた血液を振る舞われたりさえしている。

「な、なら、なんとかしてお金を稼いできますよ。それで、その後出て行けば問題な……」

【そういう問題ではない！】

　大おお文字でピシャリと描かれた文章を前に、ヴァルは思わず言葉を詰まらせた。

【別に君の将来を縛しばるつもりはないし、出て行けと追い出すつもりもない。ただ、負い目を感じるぐらいなら、色々とそれを払ふつ拭しよくする道を模も索さくして欲しいと思っているだけだ】

「……でも、具体的に何をすればいいか、そんなところから迷ってるんですよ？　僕は……」

【ふむ……そこでだが……まずは、自分の身体からだについての知識を深めるところから始めたらどうかと思うわけだが】

「図書館にでも行けっていうんですか？　それとも健康診しん断だん？」

　皮ひ肉にくのつもりで言った言葉だったのだが、子爵は宙に浮く液体の塊かたまりを大きく頷うなずかせた。

【そう！　まずは健康診断から始めようではないか！】

「はい？」

　混乱するヴァルを前に、子爵は堂々とした文字で二つの単語を紡つむぎだした。

【君に、我が城が誇る『博士』と『教授』を紹介しよう！】
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「……この城に、こんな場所があったなんて……」

　長く続く階段を下りながら、ヴァルはしみじみと呟つぶやいた。

【うむ、博士の趣味でな】

「どんな人達なんですか？」

【博士と教授は、『吸血鬼の死の克こく服ふく』……つまり、日光や杭くいなど、あらゆる弱点を消し去る為ための研究を続けている二人だ。その過程で様々な吸血鬼をモルモットにしていた筈はず……知識には十分期待できよう！】

「……人間性は期待できなさそうですね」




　この城に住んで１年になるが、未だにこのバルシュタイン城には解わからない場所が多い。城の地上部分は、観光施し設せつと居住施設にうまく分かれており、観光客も一回来たぐらいでは吸きゆう血けつ鬼きが無数に住むスペースがあるとは気付かないだろう。ちなみに巡じゆん回かい路ろを示したパンフレットには、『重要文ぶん化か財ざいにつき立ち入り禁止』『工事中』『スタッフルーム』など、適当な単語が分ぶん散さんして誤ご魔ま化かされている。

　その、居住スペースの美術品倉そう庫この奥に、地下への入り口は存在した。

　巨大な鎧よろいが無数に陳ちん列れつされている場所で、子し爵しやくは一着の鎧を前に立ち止まる。

　人間が身につけるとは思えない、高さ５メートル近い巨大な甲かつ冑ちゆうだ。観光スペースに置けば、これだけで一つの目め玉だまとなるだろう。

　子爵はその鎧の前で、何かの文字を形作る。ヴァルの位置からでは丁ちよう度ど鏡かがみ文字となってしまい、なんと書いてあるのかはよくわからなかった。

　だが、どうやら起動キーの役割を果たすらしいその暗号が、鎧の奥の水すい晶しように反射すると──それを合図として、巨大な鎧が音を立てて動き始めた。

『……』

　鎧は声をあげる事こと無なく、無言のまま自分の背にしていた壁を子爵とヴァルに開放する。

　そこには大きな穴が口をあけており、まるで監かん獄ごくのような檻おりが嵌はめられていた。

　子爵は己おのれの体を鉄てつ格ごう子しの錠じよう前まえに滑り込ませて、直接鍵かぎを解かい除じよした。

【では、行こうか。途中、明かりが無い部分があるのだが……君は夜よ目めは利いたかな？】

「え、は、はい。一応」

　少年の姿を取ったまま、子爵の後に続いて鉄格子の扉をくぐるヴァル。

　彼はチラリと鎧を見たが、こちらを見下ろすように立ち止まったまま、ピクリとも動かなくなっていた。

　ヴァルは、その鎧を何ど処こかで見た事があると思い──必死に記き憶おくを探った結果、去年の夏に城の中で起こったイベントを思い出した。

　吸血鬼の一人が漫画か何かに影えい響きようされて、格かく闘とう大会のトーナメントを開いたのだが、その際に参加していた謎なぞの……ロボ、だ。

　思い出しながら『そんなバカな』とも思ったが、どうにもそれ以外に例えようが無い。中に巨人が入っているわけでもなく、空くう洞どうの鎧に魂たましいが乗り移っているというわけでもないようだ。他の吸血鬼はこの鎧の事をなんと呼んでいただろうか。確か『トト号』という単語が記憶にあるが、どうにも記憶がはっきりしない。




　階段を下りながら、ヴァルはその日に起こったイベントを思い返す。

　──確か、城中の人を全部集めて、みんなで喧けん嘩かしたんだよなあ……。

　どういう経けい緯いでそのイベントが起こったのかは知らないが、とにかく格かく闘とう技ぎ大会が開かれた事だけは事実だった。ヴァルも含め、城中の吸きゆう血けつ鬼きや人じん狼ろうや魔ま女じよ達が参加したのだが──その大たい半はんは、それまでヴァルが見た事の無い存在ばかりだった。それまでに３ヶ月以上住すんでいた筈はずなのに、実際に交流したことのある吸血鬼はほんの一握りだったのだ。

　結局その大会は、メリーナというスキュラ──下半身が蛇へびの群という特殊な怪かい物ぶつの優勝で幕を閉じ、二位は確かトラウゴットとかいう、島に住む普通の人間だったと記き憶おくしている。

　そういえばその時、メリーナは地ち底てい湖こからどうこう言っていたが、地底湖は確かに存在するらしい。そして、自分達は今、その地下へと向かって下っているのだ。

　だが……ヴァルの記憶には、『博士』と『教授』には全く記憶が無い。城の吸血鬼全すべてが集まったと思われるそのイベントにすら、顔を出していなかったように思える。

　無む論ろん居住区く間かんでも見た記憶は無く、ずっと地下に籠こもりきりなのだろうかと、ヴァルはこれから紹介される存在に対して様々な想像を巡らせた。




　階段を数分下くだったあたりで、石造りの構造は途と絶だえ、むき出しの岩がん盤ばんに囲まれた空間が広がった。

「うわ……」

　突然目めの前に現れた景色に、ヴァルは思わず声をあげる。

　人工的なトンネルよりも広い空間に、地下水の流れる音が反はん響きようしていた。

　天井からは幾いく重えにも鍾乳石石のツララがぶら下がり、その下には対ついを成すように石せき筍じゆんが生成されている。周囲の壁にも独特の自然な模も様ようが浮かび上がっており、まるで巨大な木のウロの中に迷い込んだような気分になった。

　洞どう窟くつの奥の方には、石せつ灰かいの沈ちん殿でん物ぶつである石灰華かが段々状じように広がっており、生成するまでに何万年もかかるであろう、鍾しよう乳にゆう石せきと石筍が連なった巨大な柱も見受けられる。

　まさしく観光用の鍾乳洞といった雰ふん囲い気きであるが、実際に島の観光スポットとしては紹介されていない筈はずだ。

【フフフ、驚いたかね？　ここは吸血鬼だけの秘密のスポットであり──地下を好む者達や、故ゆえあって地上に出られぬ者達の生活空間でもある。本来ならばこの雄ゆう大だいにして荘そう厳ごんな景色を世に知らしめたいのだが、それは同時に、多くの臣しん民みんを裏切る事になるのでな】

　そこでヴァルは、子爵の姿が普通にハッキリと見える事に気が付いた。

　何な故ぜか洞窟全体が薄明かりに包まれており、下へ手たな夕暮れよりもはっきりと周囲の様よう子すを確認する事ができる。

「……？　電球とか……無いのに？」

【ふむ、私の趣しゆ味みでね。自ら発光する特殊なバクテリアが岩盤の苔こけや水中に繁はん殖しよくしている……まあ、私がこの身体からだになる際に生み出した、副ふく産物という奴やつだ】

　子し爵しやくは己おのれの身体からだに特殊なバクテリアを融ゆう合ごうさせてエネルギーを得ている。恐らくはそのバクテリアを探すなり創つくるなりしようとした段階で、この発光するバクテリアを発見したのだろう。

　だが、この広い空間を照らす程ほどのバクテリアが存在すると考えると──ヴァルは目に見えない細さい菌きんの群を想像して、心をブルリと震ふるわせた。

　確かに美しい光景だが、自分はここに住もうとは思わない。

　光こう合成の問題もあるが、住みたいと感じさせる程に惹ひきつけられはしなかったのだ。

　だが、その『博士』と『教授』とやらは、常にこの地下に住み続けているのだと言う。

　一体どんな思いで籠こもり続けているのだろうか？　それとも、この洞どう窟くつには他に出口があって、そこから自由に出入りしているのだろうか？

　ヴァルがそんな事を考えていると、子爵は聞かれてもいないのに、この洞窟の先にあるものを説明し始めた。

【そもそも、この地下は島の処しよ刑けい場じようだったのだ】

「……へ？」

【我が国が生み出した処刑具ぐである、『ニュールンベルクの鉄の処しよ女じよ』も設置されている。ただし、俗ぞく説せつで言われるように急所を外した拷ごう問もん具ぐでも、閉じると同時に脱出できる仕掛けの抜け穴でもなく──この城にあるのは正しよう真しん正しよう銘めい、人を絶ぜつ命めいにいたらしめる為ためのものだ】

「……そうなんですか……」

　子爵の体を読みながら、ヴァルは少し暗あん雲うんとした気持ちになった。鉄の処女のことは誰かから聞いた事がある。女性を模もした棺かん桶おけの内側に、無数の鍼はりを生やした不ぶ気き味みな処刑器き具ぐだ。使い方は説明するまでもなく──入れて、閉める。それだけのシンプルな構造だと知っている。

　果たしてその知識が、生まれてから見聞きしたものなのか、それとも自分に血を浴びせた吸きゆう血けつ鬼き達のいずれかの知識なのか──それはついに思い出せなかった。いや、思い出そうとすらしなかった。

「……子爵も、誰かを処刑した事があるんですか？」

【ふむ。この手で書類にサインした者は、全部で十六人であるな。無む論ろん、近代では国の司し法ほう局に全てを委ゆだねてはいるが】

「……随ずい分ぶんあっさりと答えるんですね」

　流石さすがにその手の話題は避けるものと思っていたが、子爵は実にあっさりと事実を告げた。

【後にそれを隠かくすぐらいならば、サインなどしない。明らかに不当な判決ならばともかく、私は、自分の下した決断が間違っているとは思ってはおらんよ。隠し立てや躊躇ためらいは、刑を受けた悪人はともかく、当時の法やそれに従った民に対する侮ぶ辱じよくだ。……まあ、かといって自慢すべき過去でもないので、聞かれぬ限りは答えぬ事にしているが】

　自慢するわけでも後こう悔かいするわけでもなく、子爵は淡たん々たんと自分の過去を告げる。

　直接的ではないにせよ──人を殺したという過去を。

【現在では我が国では死し刑けい制度は廃されているが……それが、正しい事か間違っている事かは、私の口を出すべきことではないだろう。……少なくとも、人にあらざる身である、今の私にとってはな】

「そんなもんなのかな……」

【まあ、そもそも正しいとか間違いだなどで語る事でもあるまい。語るだけで全てが解決できれば素晴らしいと思うが……奇き麗れい事ごとなど、言ってはおられぬ時代や事情もあった】

　心なしか、子爵の作る文字が細くなったような気がした。過去に如い何かなる事があったのか、ヴァルは全く知らないのだが──それでも、今の子爵の性格を見るに、様々な時代を経ているような印いん象しようは窺うかがえた。

　──それに引き換え、僕は……

　また、自分の存在意い義ぎを問う堂どう々どう巡めぐりに陥ろうとしたその瞬間────

　洞どう窟くつの角を曲がったヴァルは、一つの完成された光景を見た。




　二人の目の前に、彼女は存在した。

　ただ、存在していただけだった。




　そこは、恐らく処しよ刑けい場じようだったのだろう。

　鉄の処しよ女じよだけでなく、ナチス時代に使われていたギロチン台すらも設置されている。

　だが──それすらも、その美しい景色の一部に成り果てていた。




『彼女』は、薄く発光する鍾しよう乳にゆう洞どうの中心で、ただ静かに咲いていた。

　巨大な木のウロのような空間の中で、新しい芽めが息い吹ぶいているかのように。

　赤と黄色の巨大な花か弁べん。

　その花びらに包まれているのは、一いつ糸し纏まとわぬ色白の少女。

　眠っているのか、あるいは死んでいるかのように全く動かずに、ただ、巨大な花の中央に埋もれている。

　少女を花が包み込み、花の周りを深ふか緑みどりの棘とげが網あみのように取り囲み、その周りを、葉と茎くきがデコレーションケーキのように円を描いていた。

　四し方ほうに伸びたツタは鍾乳石せきや石せつ灰かい柱ちゆうに絡まって、まるで鍾乳洞自じ体たいと一体化しているようにすら思えてくる。

　薄うす明あかりの鍾乳洞は、その一つの植物を包み込む世界のようで──

　人の世で暮らし続けた吸きゆう血けつ鬼きのスイカは、同じ植物である『彼女』を見て、放ほう心しんしたように口を開く。

　果たして、美しいのは景色なのか、それとも彼女なのか──

　そんな事も判断できぬまま、ヴァルは、一言、ただ一言呟つぶやいた。

　呟くことしか、できなかった。

　意識してか、それとも無意識の内か──それは、彼が生まれた瞬間に感じた感情と、まったく同じ情じよう操そうであった。




「……きれいだなあ……」
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同時刻──グローワース島とう南部　港




　完全に顔を出した朝日を浴びながら、一人の吸きゆう血けつ鬼きが港の管かん理り事務所の屋上に佇たたずんでいる。

　元『食鬼人イーター』の吸血鬼、木き島じま閑しず音ねだ。

　新たに到着したドイツ本土からの船。多た種しゆ多た様ような客が、それぞれの思いを胸に秘めてタラップを降りているのが見える。

　カルナル祭の前日という事もあってか、観光客がいつもに比べて多いように見受けられた。

　新婚旅行と思おぼしき、必ひつ要よう以上にイチャついている若いカップル。

　まるで自殺でもしにきたような、冴さえない風ふう貌ぼうの背広姿すがたの中年男性。

　貨物室から降ろされた大おお荷物に背を預ける、ゴシック系の衣装を纏まとった少女。

　学校の行ぎよう事じ旅行か何かと思われる、十数人の子供達の集団。

　印いん象しよう的な人物や集団は多かったが、そのいずれからも吸血鬼の気配は見当たらない。

「残念……」

　現在は狩かる側から狩られる側へと変へん貌ぼうしてしまった彼女だが、その心しん中ちゆうでは、以前よりも吸血鬼に対する憎しみが増していた。

　何よりも消し去りたい存在に、自分自身が転てん化かしてしまったのだ。吸血鬼の手によって──かつて自分に『食鬼人イーター』という生き方を教えた吸血鬼に。

　向こうはこちらを利用しているつもりだったのだろうが、自分は相手を逆に利用した。そのつもりだったが──最後の最後に詰めを誤り、今ではこの様ざまだ。

　──全部、全部壊こわしてやる。あいつの築き上げてきた全てを。

　最初は、あてつけの為ために島の人間を皆みな殺ごろしにすることまで考えた。だが、冷静になった閑音は即そく座ざにその思いを抑えつけた。

　倫りん理り的な事情からではない。ただ単に、そんな事をすれば子し爵しやくや警察まで無む駄だに敵に回す結果となるからだ。

　まだ吸血鬼に転化したばかりの彼女にとっては、自分の力の使い方すら把握していない状態だ。そんなザマで、周囲に敵を増やすのは得とく策さくでないと判断したのだ。

　無む論ろん、力さえあれば──人も吸血鬼も滅ぼす結果となろうが、自分は微み塵じんも躊躇ためらいはしないだろう。全てを滅ぼして、最後に自らを殺すのもいいだろう。そんな虚きよ無む的な考えさえ、今の彼女には躊躇う理由は一つも無い。

　要は、実行するに足る力があるかないか。それだけなのだ。

　そして今日もまた──自らが力を得る事を阻そ害がいしようとする存在が現れるらしい。

「……残さず食べたつもりだったけど……うっかり一匹ぐらい逃したのかしらね」

　メルヒルム・ヘルツォーク。

　かつて閑しず音ねが喰い、当時仲間だったヴォッドにその力を移行させられた吸きゆう血けつ鬼きだ。

　通常、吸血鬼が吸血鬼の血を吸っても、その力や能力が上うわ乗のせされる事はない。ただし例外が一つあり──『食鬼人イーター』がある吸血鬼を喰った直後に、その『食鬼人イーター』の血を啜すすれば、喰われた吸血鬼の力をそのまま得る事が可能なのだ。言わば、『食鬼人イーター』は吸血鬼の血を『共とも食ぐい』できるようにするためのフィルターのような役割だと言える。

　そうして、ヴォッドに間接的に共食われた筈はずのメルヒルムが、わざわざ手紙を寄よ越こしてまで、自分が生きている事をアピールしてきたのだ。

　自分達に復ふく讐しゆうするならば、わざわざ手紙を出す必要などないものを。メルヒルムの意図は不明だが、閑音は全く意に介かいさない。

　──どんな策だろうが……あの程度の奴やつなら、正面突とつ破ぱでどうにでもなるわ。

　油ゆ断だんでも慢まん心しんでもない。

　実際に計算した結果、それが一番有ゆう効こうだと判断したまでだ。

　だから、彼女は唯ゆい一いつの島の出入口である港の前で、船と人の出入りを事こと細こまかに観察していた。別に、メルヒルムがここで見つかるほど単純な吸血鬼だと思っていたわけではない。蝙蝠こうもりに変へん化げして空を飛んでこられたら終わりだし、少し遠回りすればこの港以い外がいにも船が接岸できる場所はいくらでもある。

　だが、あえて彼女はその場で『待つ』ことにした。

　どちらにせよ、向こうもこちらを探している事は間違いない。もしかしたらヴォッドの方を先に狙うかもしれないが、それは知った事ではない。ヴォッドを殺すのは自分の手で……という思いが無いではないが、今は、降りかかる火ひの粉こを払う方を優先させた方がいいだろう。

　──それに、今のヴォッドは簡単には殺せない。

　自らの急所である『心臓』だけを蝙蝠へと変化させ、何ど処こか別の場所に隔かく離りしているのだ。あの状態では、うかつに手を出しても返り討うちに遭あう可能性が高い。

　それはメルヒルムとて同じ事だろう。いや、寧むしろメルヒルムが心臓のありかを突き止めてくれるのならばそれにこした事は無いのだ。

「……！」

　打算を繰り返していた彼女の脳のう裏りに、一つの気配が飛び込んできた。

　──間違いない。

　吸血鬼の気配だ。

『食鬼人イーター』が持つ能力の一つに、吸血鬼の気配を感かん知ちする事ができるというものがある。自らが吸血鬼と化した今でも、かろうじてその能力は残っていたようだ。

　そして──その気配は、彼女の背後にあった。

　見覚えのある気配。

　自分が追い詰め、恐怖で味付けし、余あます事こと無なく喰らった筈はずの吸きゆう血けつ鬼きの気配だ。

　だが──『余す事無く』というのは間違いだったようだ。彼女は脳内で自分の記き憶おくを修正しながら、背後にゆっくりと振り返る。

　日の光を浴びながら──その吸血鬼は、余よ裕ゆうの窺うかがえる笑顔で閑しず音ねの事を見つめていた。

　長いブロンドの髪を紫むらさきのロングコートと共に風に揺らし、鋭い目め鼻はなの下にある口からは、隠かくそうともしない牙きばが除いている。

　距離にして、約10メートル。閑音は建物の屋上の端はしに立っていたが、その吸血鬼──メルヒルム・ヘルツォークは、まるで屋上を支配するかのように、その中央に堂々とたたずんでいた。

「……久しいな、化ばけ物もの」

　相手に気を使ったのか、その口から紡つむがれたのは、実に流りゆう暢ちような日本語だった。

「吸血鬼に化物呼よばわりされるとはね。まあ、でも、悪い気はしないわ」

　冷静な口く調ちように返す閑音。背後を取られた彼女も、背後を取った事に感づかれたメルヒルムも、互いに表情に余よ裕ゆうを浮かべている。

「何を言っているのか解わからんな。貴き様さまも吸血鬼になったのだろう？　これでようやく、対等になったと言うべきか……前に会った時、貴様は単なる『食鬼人イーター』……下か等とう生物だったのだからな……」

「その下等生物相あい手てに、マヌケな悲鳴を上げて喰われたのは誰だったかしら？」

「人間とて獣けものに喰われる事もあろう？」

　口調では余裕を見せているが、互いの目からは徐々に光が消えていく。

「あら、そう……。……で、獣に勝つ為ために、せめて猟りよう銃じゆうぐらいは持ってきたのかしら？」

　挑ちよう発はつしながら、閑音は白いコートの内側に手を伸ばす。その中には彼女の武器であるナイフやフォークといった食器を模もした武器が仕込まれており、手を抜くと同時に撃うち放つ準備は手を入れた時点で完了した。

　だが、一方のメルヒルムは身み構がまえもせずに、会話の続きを淡たん々たんと口にする。

「いやいや、私は臆おく病びよう者でね……自分の手で獣を狩かるなど、恐ろしくて恐ろしくて仕方がないのだよ」

「……？」

「だから私は──狩りは猟犬に任せる事にしたのさ」

　言葉を紡ぎ終わると同時に、メルヒルムは実に嫌な笑いで口元を歪ゆがませた。

　その異常と思える程ほどに自信に満ちた笑顔に、閑音は一瞬攻こう撃げきする事を躊躇ためらい──言葉の意味を同時に考え、即そく座ざに『嫌な予感』が全身を駆け巡る。

　理性が判断する前に、身体からだは既に動いていた。

　前に飛びながら背後を振り返ると──ほんの一瞬前まえまで自分が立っていた場所に、銀色の光が通り抜けていた。

「……ッ！」

「あれ……残念……はずれちゃった……」

　その少女は──空中にいた。

　浮いているわけではない。三階建ての管理事務所の屋上まで、地上から一気に壁を駆け上るか、あるいはひと飛びでこの高さまで達したのか──どちらにせよ、屋上の縁へりよりも僅わずかに高い位置を舞っていた少女が、落下を始めるのとほぼ同時に縁の上に着地した。

　地上から飛んできた、というのは一ひと目めで解わかった。

　何な故ぜなら──そのゴシック系の衣装に身を包んだ少女は、先せん刻こく港の大おお荷物の前にいた少女だったからだ。

　自分に攻撃を仕掛けてきた主の声と姿を確認すると同時に、閑音はその『敵』が持っている武器の正体に気が付いた。

「銀の……鞭むち？」

　日光を跳ね返して輝く銀色の縄なわ錠じようが、蛇へびのように蠢うごめきながら風切り音と共に少女の元へ戻っていく。僅かに地面が擦こすれた時の、重量感のある金属音。そして、かつて吸きゆう血けつ鬼きを狩かっていた閑音にとって見み慣なれた輝き。ほぼ間違いなく、銀の鞭とみて間違いないだろう。

　鞭の先端には円えん錐すい状の銀の塊かたまりが取り付けられており、その部分だけ見ると小さな槍やりの矛ほこ先さきのようにも感じられる。

　恐らくは革か何かの鞭に銀細ざい工くを施ほどこしているのだろうが、純じゆん銀ぎんではないとしても重量は相当なものになるはずだ。

　だが、目の前の少女はそれを顔かお色いろ一つ変えずに振り回したのだ。

　そして、閑しず音ねが何より異常に思ったのは──その少女から、吸血鬼の気配が全くしなかったという事だ。

「あなた……『食鬼人イーター』ね……」

「はい……正解です」

　ニッコリと微笑ほほえみながら、少女は鞭を持つ手を小さく振った。

　同時に、閑音が大きく背後に跳ちよう躍やくする。

　鞭はまるで飛び下がる彼女を追うように蠢き、先端につけられた銀の刃やいばが僅かに彼女の腕を斬きり裂いた。

　──痛ゥ……。

　悲鳴こそ上げなかったものの、今までに経験した事のない類たぐいの痛みが閑音の脊せき髄ずいを駆け巡る。彼女は日光を弱点としないタイプの吸血鬼だが、どうやら銀への耐たい性せいは無いようだ。

　──なるほど……これが、銀で斬られた痛み、ね。

　それまで『食鬼人イーター』を含む、吸血鬼を狩る類の組織に狙われた事の無い彼女にとって、実にやりにくい相手だ。そもそも、自分以い外がいの『食鬼人イーター』に会った事こと自体が初めてなのだ。相手の戦法を読むにも、経験は実質的にゼロに等しい状態だ。

　更さらに絶望的な要素を挙げるならば──まだ跳ちよう躍やくと鞭むち捌さばきのさわりを見ただけだが──肝かん心じんの身しん体たい能力が、恐らく自分よりも上だろうという事だ。

　これは、閑しず音ねにとって少なからずショックだった。

　彼女も過去に何体、何十体と吸きゆう血けつ鬼きを喰らってきて、その力を己おのれの内に取り込み続けてきた。

　だが、今、目の前にいる少女は──明らかに自分よりも多くの──あるいは、強大な力の吸血鬼を喰ったであろう力に満ちていた。錯さつ覚かくと思いたかったが、腕に走る、神経そのものが腐っていくような痛みがその事実を裏付けていた。
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「あなた……名前は？」

　閑音は懐ふところからフォーク状のダガーを取り出すと、軽いステップを踏みながら敵である少女に声をかける。

　対する少女は、にこやかな微笑ほほえみを浮かべ、鞭を大きくしならせる。

「テレジア……テレジア・リーフェンシュタール」

　名乗りと共に、鞭が大きく少女の後方に逸それる。次の瞬間には勢いのついた一いち撃げきが弾だん丸がんのようにこちらに放たれるのだろうが、閑音はその直前に生じる隙すきを見逃すほどマヌケでもお人よしでもない。

　横よこ目めでメルヒルムの事も同時に確認するが、後ろ手を組んだままで動く様よう子すは見られない。

　そこで彼女は、次の一瞬の集中を全てテレジアという『敵』に向ける事にしたのだが──

　フォークを投げ放つその瞬間、彼女の両足が唐とう突とつに何かに摑つかまれる。

「!?」

　バランスが崩れ、手から離れたフォークはあらぬ方向に飛んでいく。それでも物もの凄すごい勢いで、何にもぶつかることの無い凶きよう器きは弾だん丸がんのようにはるか彼方かなたへと飛び去って行った。

　なんとか転てん倒とうは避けられたものの、足が全く動かない。

　何が起こったか解わからない閑しず音ねに対し──横にいるメルヒルムが、腰の後ろに回していた両腕を左右に広げて見せた。まるで、閑音に真実を見せ付けるかのように。

「……ッ！」

　同時に、閑音は自分の足を摑んでいる物の正体を確信する。

　メルヒルムの両腕は──肘ひじから先が欠落していた。

「以前は見せる暇ひまが無かったが……これが、私の『蝙蝠こうもり化か』の能力の一つだよ」

　閑音が己おのれの足下に意識を向けると、その先には──二つの手が両足首を摑んでいるのが見えた。肘の辺りで途と切ぎれているが、こちらの切断面めんは明らかに異常で、無数の小さな蝙蝠が集まっている。蝙蝠の群が腕の形を生み出してるような、なんとも不ぶ気き味みな光景だった。

「狩かるのは猟りよう犬けんに任せるが……罠わなぐらいは、仕掛けさせてもらおうと思ってね」

　勝利の確信に満ちたメルヒルムを、閑音は既に意に介かいしてはいなかった。

　ただ、彼女の目に映るのは──自分に向かって一直線に伸びてくる、銀色をした死の塊かたまりだけだった。

　足を取られた閑音に対し、テレジアは何の同情も引け目も感じさせない一いち撃げきを放ち──




　──血ち飛沫しぶきが、青い空を広く広く染め上げた。
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バルシュタイン城地下空くう洞どう──処しよ刑けい場じよう跡あと




　それは──処刑場という場所には、あまりにも不ふ似に合あいな存在だった。




「……あ、こんにちは、子し爵しやく様」

　おっとりとした笑顔で、その『景色』の中心にいた人ひと影かげが声をあげる。

　花か弁べんの中で大きく伸びをしたのは、玉のように艶つややかな肌はだをした少女。

　一いつ糸し纏まとわぬ姿だったが、特に隠かくす様よう子すも見られない。

【突然の訪問はこちらの非ひ礼れいだが、服ぐらい着てくれると助かる】

　子爵の文字が、少女から見て少し斜めに形作られている。どうやら、意識を彼女の姿から逸そらしているようだ。

　──別に、わざわざ視線を逸らさなくてもいいのに。フフ、変なところで朴ぼく念ねん仁じんなんだから。

　そう思うヴァルもまた、己おのれの姿を女性の姿に変へん化げさせていた。堂々と少女の方を見ているが、性格もそれに伴って僅わずかに変化しているようだ。

「えーと。はい！」

　柔にゆう和わな笑顔で微笑ほほえむ少女は、遊園地のアトラクションのような巨大な花の中にもぞもぞと潜もぐり──その花びらの個室に向かって、周囲に伸びた植物の蔓つるが延びてきた。それらの先端には下着や洋服、眼鏡めがねなどが絡まっている。

　それらが少女を包み込む花か弁べんの中に吸い込まれていったかと思うと、次の瞬間には絡まっていた物が綺き麗れいに消失している蔓の先だけが排出され、洞どう窟くつ内を這はうような形で動きを止めた。

「うんしょ……よいしょ……」

　子供っぽい声が花びらの中から聞こえたかと思うと──少女を包み込んでいた花弁がゆっくりと開き始め、その中から、服と眼鏡を身につけた少女が全身を覗のぞかせた。

「えっと、子し爵しやく様、おはようございます」

　のんびりとした口く調ちようで、少女はゆっくりと首をたれる。しなやかな身体からだがゆったりとしながらもスムーズに動くその様さまは、まるでオジギソウの反射や植物の芽め吹ぶきの早送りを見ているような印いん象しようを与えてくる。

【ふむ、これで君に意識を向ける事ができる。おお、それによって今日も変わらずに可か憐れんだという挨あい拶さつが遅れてしまってすまなんだ】

「あはは、そんな、恐きよう縮しゆくですよう」

　ずれかけた眼鏡を両手で直しながら、少女は満面の笑みを子爵に向け──同時に、女性のような姿をして黒いドレスを纏まとっている（ように見せている）ヴァルの姿に気が付いた。

　すると、途と端たんに驚いたような顔つきになって、眼めをキョロキョロとさせながら慌あわてて自分を包み込む花びらの一枚を引き起こし、その陰に隠かくれながら恐る恐るといった動きで口を開く。

「あ、あのっ。すすす、すみません。お客さんが一緒だなんて、その、しし、知らなくて！」

「えっ」

　フルフルと震えながら、まるで生まれたての小しよう動物のような眼でヴァルに向かって頭を下げる。先せん刻こく子爵に対して見せた美しいお辞じ儀ぎとはうって変わって、ぎこちない錆さびた機械のような動作だった。

【む、セリム嬢じようよ。君とヴァル君は確か、初しよ対面ではなかった筈はずだが……】

　子爵の紡つむぎだした文字に対し、セリムと呼ばれた少女は不ふ思し議ぎそうに首をかしげる。どうやらヴァルという名前に聞き覚えはあったが、現在の外がい見けんとは一致していないようだ。

「あら、ごめんなさい……前にあった時は、この格かつ好こうじゃなかったわね……」

　黒ドレスの女はそう呟つぶやくと、己の姿をＣＧのモーフィング技術のように変化させていく。形と同時に色や質しつ感かんまでもが滑なめらかに変化をとげ──次の瞬間には、純じゆん朴ぼくそうな顔をした少年が処しよ刑けい場じようの壁かべ際ぎわに立っていた。

「あっ……ああ、あの、すみませんでした！」

　何な故ぜか謝るセリムを前に、ヴァルは困ったような顔をして手を上げた。




　セリム・ヴァージェスは、少し特殊な吸きゆう血けつ鬼きだ。

　ヴァルと同じく、『植物』から進化したタイプであり──人間の姿をしているのは、あくまで全体の一部に過ぎない。

　彼女は足首から先が巨大な花の中心と融ゆう合ごうしており、移動する際は根や蔓つるを器き用ように動かして花ごと動き回る存在だ。

　身体からだの一部は可か憐れんな少女そのものなのだが、残念ながら分離はできないようで、普段はこうして地下の処しよ刑けい場じようをねぐらにしていると聞いた事がある。確かに、巨大な花の部分を含めれば、普通の吸血鬼よりも遥かに人間離ばなれした外がい観かんといえるだろう。

　前に一度だけ会った時はろくに話もできなかったが、ヴァルは自分と同じ『植物』である彼女に対して強い興味を持っていた。

　だが、その後のゴタゴタで結けつ局きよく彼女の居い場所を聞きそびれてしまい、他ひ人とに尋たずねるのも気き恥はずかしいまま時は流れてしまったのだが──

　いざ、こうして目の前にすると、何を話して良いのか解わからない。

　そもそも、彼女が同じ『植物系けい吸血鬼』だとして、自分と同じ悩みを持っているわけではないかもしれない。彼女は植物である自分に誇りを持っているかもしれない。それに、他人の魂たましいを混ぜ合わせて生まれた自分とは違うのではないだろうか。人間と同じように、少しずつ自分の『意思』を成長させてきたのではないだろうか？　だとすれば、彼女は確固たる『自分』というものを持っている事になる。

　相手の事を何もわからない状態で、一いつ体たい何を話せばいいというのか、ヴァルは冷静に考えた結果として言葉を詰まらせてしまった。

「ええと……」

【ところで、『博士』と『教授』に会いに来たわけだが──彼らは研究所かね？】

　ヴァルが何かを言う前に、子し爵しやくが淡たん々たんと用件を告げる。その文章を見て、ヴァルは自分がここに来た目的を思い出した。

　機きを逸いつして黙りこんだヴァルをよそに、セリムはおっとりとした笑顔を取り戻しながら口を開く。

「はい。お二人とも、研究棟とうにいますよ」

　にっこりと笑いながら、彼女は洞どう窟くつの奥を指差した。

　すると、彼女を包んでいた巨大な花が少しずつ萎しぼみ始め、蔓や根がそんな花を保護するように、彼女の下半身を取りまいた。

　人間の半分ほどの大きさになった花は、今は少女の腰から下だけを包みこんでいる状態であり──まるで、ファッションショーや歌か劇げきでしか見られないような、派は手でで大げさな装そう飾しよくのスカートをはいているようにも見えた。

　純じゆん朴ぼくそうな顔とは不ふ釣つり合あいな下半身。それを取り囲む植物の触しよく手しゆが蠢うごめいて、少女の身体からだが動く歩道に乗っているように、頭の高さを変えないまま洞どう窟くつの奥へと進んでいった。

　ヴァルは奇き妙みような印いん象しようを受けながらも、そのまま後に続く事にする。

【すまないね、彼女は人ひと見み知しりが激しいのだよ。初しよ対面の人間に対してはいつも怯おびえているが、芯しんは強い良い娘だよ】

　少女とヴァルの間に浮かびながら、小さく文字を紡つむぐ城の主あるじ。それを読みながら、ヴァルは『ああ、なんていうか、ナイショ話するには便利だなあ、子爵の身体って』という、愚ぐにもつかない感想を思い描いていた。

　──初対面に怯える、か。僕も……初対面でミヒャエルに姿を見られた時は、凄すごく焦ったっけか……。

　自分の本当の姿を忘れてくれると言った人間の少年を思い出しながら、彼は静かに洞窟の奥へと歩を進めていった。




　先刻までの鍾しよう乳にゆう洞どうとはうって変わり、明らかに人工的に掘られたと思われる通路が続く。どうやら先刻の処しよ刑けい場じようが鍾乳洞の最さい深しん部ぶのようで、そこから更に奥に造られた空間のようだ。

　フローリングされているわけではないが、ある程度平たいらになった地面に加え、天井に吊つるされた電球によって、歩くのは先刻よりも大だい分ぶ楽になっている。

　そして、歩を進めること数分──。

「えっ……」

　ヴァルは素すっ頓とん狂きような声をあげて、目の前に現れた物を凝ぎよう視しする。

　岩がん盤ばんの続く層が唐とう突とつに途と切ぎれ、コンクリートの壁が道を塞ふさいでいたのだ。

　壁の中央には事務的な扉が設けられており、電子ロックのつけられたドアだけを見れば、近代的なマンションの玄関口ぐちという印いん象しようさえ感じられる。

　中世の城から巨大な地下空くう洞どうへ降りたというのに、唐突に現れた近代的な外観にヴァルは拍子抜ぬけさせられたのだ。

「博士さん、教授さんー。子し爵しやく様がいらっしゃいましたよ？」

　ドアの横につけられたインターフォンを押しながら、セリムがおっとりとした声でコンクリートの奥にいる住人を呼び出した。

『うむ、了りよう解かいしたぞ、入るが良い』

　インターフォンから声が聞こえ、トビラのロックが解かい除じよされた音が響ひびく。

「……あれ？」

　ヴァルはその声に物もの凄すごい違い和わ感かんを感じたのだが、自分の気のせいだろうと思い、何も言わずにセリムや子し爵しやくと共に中に入り────

　自分の感覚が正しかった事を、嫌というほど思い知らされた。




「ふん……よく来たのう。バルシュタイン子爵。相変わらずドロドロと、不ふ死じ身みに近い体を満まん喫きつしているようだな」

【いや、そうでもないさ。去年は凍らされた上に、棺かん桶おけに閉じ込められて死にかけた】

「ああ、見とったよ。なかなかに面白い見み世せ物ものじゃったわい。手を貸すべきかどうか迷ったんじゃが、自じ力りきでなんとかしたようで何よりじゃ」

【相変わらず外のことには無関心そうで何よりだ】

　お互いに毒とも冗じよう談だんとも取れない会話を交わす、子爵と『博士』。

　博士は固まっているヴァルに気付き、気さくな表情で声をかけてくる。

「そして……うむ、こちらは誰だったかのう。年を取ると物忘れが激しくなっていかんな……」

【博士とヴァル君は、初しよ対面だった筈はずだが？】

「うむ！　そう、ヴァル君だったな！　いや、すまんすまん。すっかり忘れておった」

「だから初対面ですって……」

　力なく突っ込みを入れるヴァルだが、本当に指摘したいのはそんな点ではなかった。

　まるで映画やマンガに出てくるような、いかにも老ろう成せいされたという感じの口く調ちよう。だが、その調べを奏でる音は、明らかにお門かど違ちがいな声だった。先刻のインターフォンで感じた違い和わ感かんが、より鮮明になってヴァルの脳のう裏りに襲おそい掛かる。

　汚い言葉や耳みみ障ざわりな言葉というわけではない。ただ──その声はあまりにも美しく響ひびき、そして何より、若すぎたのだ。

　言葉の文字列れつとは全くあっていないが、しかし外見とは完全に一致する。

　玄関でヴァル達を出迎えたのは──一人の少年だった。

　美少年、という言葉はこの為ためにあるのだろう。ヴァルは自然とそう感じていた。

　先刻の、処しよ刑けい場じようのセリムに感じた美しさとは全く別種のものだ。先刻の光景は、自然と調和する彼女の姿に言葉を奪われた。

　だが、目の前の『博士』と呼ばれる少年は、人工的に造られた、幾き何か学がく模も様ようのような美び麗れいを携えている。

　鏡かがみのように艶つややかな銀色の髪の下から、流りゆう麗れいに磨き上げられたガラス玉のような瞳が覗のぞいている。真っ白い眼球の中に浮かぶ、淡い銀色の瞳。その中心には、深い闇やみのようにくっきりと瞳どう孔こうが浮かび、その瞳だけでも一つの芸術作品のようだ。

　目め鼻はなの顔立ちはもちろんのこと、耳や口の造形、白はく衣いの袖そでから覗く更さらに白い肌はだ。

　子供特とく有ゆうの将来性や可能性といった印いん象しようは全く感じられない。この10代前半の外見が彼にとっての完成形といえるかもしれない。その一方で、このまま青年に成長すれば、彼はきっと島中の女性を虜とりこにする事も可能かもしれないとも思う。ヴァルは素直にそう考えた。

　だが、そんな少年が、顔に似に合あわぬ老ろう齢れいな言葉を使っている。不自然極きわまりないが、それが意味する事は一つであろう。

　だが、今は特にそれを尋たずねる必要もあるまい。

　そう思って、彼に案内されるままに研究室の奥へと進んでいく。

　洞どう窟くつの奥に造られた建物は、近代的なデザインと最新の電子設備に包まれており、必要以上に白い壁や天井が内部を歩く者の気持ちを萎い縮しゆくさせる。

　──まいったなあ。まさか、こういう所だったなんて……。

　最初に子し爵しやくから『博士』と聞いた時には、彼はてっきり中世の錬れん金きん術じゆつ師しのような部屋か、あるいは部屋の中央の大おお釜がまでトカゲの尻尾しつぽや蚊かの目め玉だまを混ぜた紫むらさき色の液体を煮込んでいるイメージが先行してしまっていた。

　だが、実際に彼の前に現れたのは近代的な設備の粋すいといった建造物だ。自分の予想を裏切られた事に動どう揺ようしながらも、ヴァルは素直に博士に案内された扉を潜くぐる。

　──そうだよね。いまどき大釜なんて。うちの城の魔ま女じよのみんなだって試験管とか使ってるの……に……え……？




　部屋の中には、パソコンの前に巨大な大釜があり、紫色の液体がグツグツと煮込まれていた。




　ヴァルは思わずバランスを崩し、前のめりに倒れそうになる。

　──駄だ目めだ。やっぱり子爵の知り合いだ。

　呆あきれた表情で目め頭がしらを押さえていると、博士が振り返りざまに心しん外がいだという顔で言葉を紡つむぎだした。

「おやおや、お若いの……。この場ば違ちがいな大釜に違い和わ感かんを覚えたのかな……？　だが、時代は変わっても変わらぬ本質がある。本質を現代の技術で調べてもなんの問題はあるまい？　そもそも魔女の大釜には、その形状と材質、質量でなければ出せぬ魔ま力りよくが宿っているのだがな」

「うッ……すみません」

　心をまんまと見み透すかされたヴァルは、思わず頭を下げてしまう。そんなヴァルを見て、博士はニヤニヤと笑いながら湯ゆ気げだつ大釜の縁ふちにポンと手を置いた。

「まあ、これはただの加か湿しつ器きだが」

「待って！　おかしい！　何かおかしい！　うわ！　よく見るとこの大釜コンセントがついてるよ!?　しかもこの湯気冷つめたい！」

「ふふん、加か熱ねつ式ではない、超ちよう音波式の加湿器じゃ。涼しげじゃろう？」

「ああッ！　液体に見えたのこれ、シリコンかなんかだ！　沸ふつ騰とうの泡まで作ってある……！」

　大釜に近づいて確認するヴァル。言われてみれば、釜を炊たく火の気が一いつ切さい感じられない。

「っていうか、コンピューターのすぐ傍そばで加か湿しつ器きを使う科学者がいますか！」

「パソコンよりも健康的な環かん境きようと雰ふん囲い気き作りが一番じゃ。それにほれ、わし科学者じゃないしの。博士なんてただの渾あだ名なじゃよ。研究者……いや、探求者と言うべきじゃろか」

「雰囲気作りは大だい失敗してるし、そもそも吸きゆう血けつ鬼きが健康に気を使うな！」

　思わず怒ど鳴なり声を上げるヴァルに対し、博士はその幼い顔を楽しそうに歪ゆがませる。

「ふん……子し爵しやく殿、なかなかに元気な奴やつじゃな、この無ぶ礼れいな新しん入いりは」

【ハハハ、元気があっていいだろう？　ふむ、この声と無む鉄てつ砲ぽうな性格からすると、現在は少年の姿をしていると見たがどうかね？】

「……ッ！」

　その文字列れつを見て、ヴァルの心がキュっと窄すぼまるのが解わかった。子爵から見える自分の姿は常に一定だ。だから、子爵はヴァルの変身を性格や声で聞き分ける。

「やめて……下さいよ」

【ふむ、君がそういうのならばこれ以上この話題は止めるとしよう】

　俯うつむきながら抗議の声を上げるヴァルに対して、子爵は淡たん々たんと話を続ける。

【だが、その事を博士に相談に来たのではないのかね？】

「それはそうですけど……」

　困ったように言葉を返しながら、ヴァルは自分がここに来た目的を思い出す。自分の存在をもっと詳しく知る為ために、一度身体からだを詳しく調べてもらえと紹介されたのが、この博士と──

　──あれ？

「あ、あの、確かもう一人、教授って人がいるって……」

　彼が尋たずねた丁ちよう度どその瞬間、部屋の反対側にあるドアから集団のざわめきが聞こえてきた。

　そして、扉が開くと同時にざわめきが一気に部屋の中に満たされる。




「……だからさ、な？　給料くれよ」

「俺ら、散さん々ざんあんたらの実験に付き合ったんだからさー」

「我々は正当な報ほう酬しゆうを要求する！」

「俺達賃ちん金ぎんが欲しいわけじゃない……ただ、そちらの純粋な誠意を要求する……ッ！　ただし、現金以外は誠意とは認めない！　それが資本主義の希望！」

「ぶっちゃけた話……金だ！　金だよ！　金寄よ越こせー！　おらーッ！」

「ユ・ー・ロ！　ユ・ー・ロ！」




　見み慣なれないものばかりで困こん惑わくしていたヴァルだったが、唐とう突とつに現れた見慣れた『騒がしさ』に安あん堵どの息を漏らす。

　部屋の中に入ってきたのは、五～六人のラフな格かつ好こうをした吸血鬼達たちだ。もともとヴォッドの部下で、現在は城で働くメイド達に心を奪われてあっさりと寝返った面々。しかし、裏切ったのはヴァルも同じなので、その点については彼らを責める事はしていない。

　妙みように映画やゲームや日本のＭＡＮＧＡに詳しい者が多く、吸きゆう血けつ鬼きとは思えないほどに人間くさい。ある意味、人間の滑こつ稽けいな部分をより大げさに表現していると言えるかもしれなかった。

　一瞬安あん心しん感かんを覚えたヴァルだったが、彼らが取り囲んでいた『もの』を見て、絶望的な混乱に突き落とされた。

『わああん。みなさん、おちついて下さいー』

『それ』は、まるでアニメーションの少女、あるいは魔ま法ほう少女やネコのマスコットキャラといった、アニメやゲームのキャラクターが発するようなかわいらしい声を発している。

　ただ、ヴァルには『それ』が、一体どこから声を出しているのか判別する事ができなかった。




　──高さが２メートル近くもある、純白の巨大な棺かん桶おけ。




　それが、今しがた可愛かわいらしい悲鳴を上げた張ちよう本ほん人にんだった。

　通常の棺桶とは違い、足の入る狭い側の縁ふちを下にして立っており、床についた下部にはまるで戦車のようなキャタピラが取り付けられていた。

　さらに言うならば、その棺桶には背後からロボットの腕のようなものが装そう着ちやくされており──そのアームに袖そでを通して、巨大なサイズの白はく衣いを身にまとって（？）いる。

「……え？」

【おお、教授！　姿が見えぬと思ったら、なるほど彼らの相手をしていたというわけかね！】

「え!?」

　混乱に拍はく車しやをかけるように、子し爵しやくが棺桶に向かって堂々と挨あい拶さつの言葉を紡つむぎだした。

【ふむ、今日もよい色いろ艶つやをしている事だ。魂たましいの色も上々だし、充実した毎日を送っているのだなあ】

『もー、子爵様ったら！　褒ほめても何もでませんよ？』

　ヴァルは完全に沈ちん黙もくして場の成り行きを眺ながめていたが、子爵達に気付いた吸血鬼達たちが、ワラワラとこちらに群がってくる。

「お、子爵とヴァルじゃねーか」

「子爵はともかく、ヴァルがここにいるのなんて珍しいな」

「ははーん。さては上の階の魔ま女じよどもに苛いじめられたな？」

「性的虐ぎやく待たいを受けたわけだ」

「訴えたいわけだ」

「ええい、それもこれもお前がさっさと俺らの為ためにメイドさんに変へん化げしてくれないのが悪いんだ！　今ならまだ間に合う！　メイドになるんだ！」

「そう、胸の大きいメイドさんに」「俺は小さい方が！」「なんだとこのロリコン野や郎ろう！」「愚おろかな事を言うな！　俺はロリコンにあらず！　大人おとななのに胸が小ぶりというのが好きなだけだ！」「黙れ」「じゃあこうしよう、左胸は大きく、右胸はぺったんこで……」「そりゃアマゾネスだ！」「ふふ、密みつ林りんのアマゾネスは弓を引きやすくする為ために己おのれの右胸を切り取るという習慣だな。知っている。俺はその薀うん蓄ちくを知っているぞ！」「女おんな戦士は今はいい、それよりもメイドさんだ！」「いや、寧むしろ……メイドさんで女戦士。どうだ？」「おっと、そいつはとんだ狂犬マツドメイドだぜ……」

　完全に議論の中心がずれた集団を前に、棺かん桶おけはその巨大な容積の何ど処こかから、かわいらしい声を部屋の隅すみにいたセリムに向かって響ひびかせる。

『ええっと、セリムちゃん、このセクハラな人達を追い出しちゃって下さいっ！』

「え？　あ！　はい、教授」

　突とつ然ぜん声をかけられたセリムは、慌あわてたように眼めをパチクリさせると、そのまま足元の蔓つるを何本も伸ばして、騒ぐ吸きゆう血けつ鬼き達を絡め取っていく。

「ゲェーっ!?　縛しばられた!?」

「いやでも、女の子の身体からだの一部と絡み合ってると思えば嬉うれしいような気もアイタタタタヤメテヤメテチカラ入れんのヤメテギブギブギブギブ！」

「くそ！　博士に教授！　てめえら結局金かねを払わないつもりか!?」

「子し爵しやくー、助けてください子爵ーっ！」

【ハハハ、まあ我慢したまえ。今度から君らの夕食に牛乳を一ひと瓶びんずつ追加しようではないか】

「なっ……そんなものじゃ半分しか誤ご魔ま化かされんぞ！」

「金だー！　博士ー！　金を寄よ越こせー！」

「ストを起こすぞこの野や郎ろう！」

「俺達のストラグルは……まだ始まったばかりだ！」

　縛られながらも抗議の声をあげる吸血鬼達たちに対し、博士は遠くを見つめながら言葉を紡つむぐ。

「資本主義というのは、金を元首とした独どく裁さい国家……そうは思わんかね」

「……。……はっ!?　危ねえ!?　今いま一瞬、かっこいいことを言われたと思って騙だまされるところだった！」

「共産主義でも報ほう酬しゆうはあるだろうが馬鹿野郎！」

「騙されるかこのガキ！」

　最後に放たれたその言葉に対し、博士は突然厳きびしい顔をして大声を上げた。

「喝かつ！　誰がガキじゃ！　この若わか造ぞうが！」

「ひっ!?」

「ふふん……このわしが、外がい見けん通りの年ねん齢れいだと思うてか！」

　──ああ、そりゃそうだろうなあ。

　ようやく冷静さを取り戻したヴァルが、目の前の美少年について考える。とりあえず視し界かいの隅すみに映る巨大な棺かん桶おけは後回しにする事にした。

　──子供の頃に誰かに嚙かまれて吸きゆう血けつ鬼きになって、そのまま年を取らずにってところかな。

　吸血鬼同どう士しの親から生まれた吸血鬼は、そのまま成長のピークである、人間で言えば20～40歳さいぐらいまでの外がい見けんに成長してから一切の老ろう化かなどがゆるやかになる。

　その後どうなるかについては、吸血鬼の系けい譜ふによって差はあるものの、大たい抵ていは老化することもなく何百年も生きるケースが多い。

　だが、人間だった者が誰かに嚙まれて吸血鬼と転化した場合は、そのままの年ねん齢れいで老化も成長も止まってしまうケースがある。筋肉や脂し肪ぼうの増ぞう減げん程度はあっても、身長が伸びたり乳にゆう歯しが永久歯しに生え変わったりという『成長』は完全にストップするらしい。例外もあるらしいが、目の前にいる吸血鬼──『博士』は、明らかに成長を子供時代に止められた類たぐいだろう。

「ひよっこどもめが……どの口がこのワシをガキだなどと……」

「うっ……」

　完全に相手に飲まれている吸血鬼達たちが、青い顔を更に青くしながら言葉を詰まらせた。

　そんな彼らに対し、博士はただ淡たん々たんと己おのれの年齢の事実を突きつける。




「こうみえても、ワシは既に27年もの時を生きておる！」




　──沈ちん黙もく。

　セリムの触しよく手しゆに縛しばられた吸血鬼達は、しばし互いの顔を見合わせていたが、やがて堰せきを切ったようにもがき、抗議の叫び声をあげ始めた。

「27って……てめえ結局俺おれより年下じゃねえかぁーっ！」

「脅おどかしやがって！」

「20代の癖くせに爺じじいみたいな言葉遣づかいしてんじゃねえよ！」

「この、とっちゃん坊ぼうやがぁ！」

「この、ませガキめ！」

「ＯＭＡＳＥＳＡＮめ！」

　散さん々ざん騒ぎ立てる吸血鬼達の声に、博士は人生を悟さとったかのような優しい微笑ほほえみを向けると、セリムに対して軽やかな調子で言葉を紡つむぐ。

「セリムや、そいつらを捨ててきてくれんかの」

「えっと……はい！」

　眼鏡めがねの少女は明るい笑顔で返事をすると、吸血鬼達には一いつ転てんして申し訳なさそうな顔でお辞じ儀ぎをし、そのまま入ってきたドアから外に出て行った。

　それに追つい従じゆうして、宙に浮かされた吸血鬼達が子供の持つ風船のようにふわふわと運ばれていった。ヴァルはコントのような一幕の終しゆう焉えんを見守っていたが、扉が閉じると同時に、自分が観客ではなく、直接舞ぶ台たい上じように関わっている存在だという事を思い出した。

　先刻からそれを忘れてばかりだが、こうも空気を外される出来事が続くと、どうしても自分を観客の側に回したくもなる。

　だが、こうして落ち着いて見ると、素直に今の状況を見直す事ができるだろう。

　そう思いたかったのだが、視し界かいの中から肝かん心じんの棺かん桶おけロボが消えていない。

「……あの、子し爵しやく様。その棺桶は……」

【おお、紹介が遅れてすまない。こちらが『教授』だ。教授、この子がヴァルだ。いやなに、彼が自分自身の事を良く知りたいと言うのでな、君達に紹介するのがいいと思ったわけだ】

　──あああやめてやめて子爵さん。俺の意い向こうを無視してこんなちょっと痛げな人（？）達に僕の事を紹介するのはやめてくださいお願いします。

『わあ、そうなんですか！　自分からそういうのを言ってくれる人ってなかなかいなくって！』

　──いや、僕から言ったわけじゃ。

「うむ、ワシはこの小こ僧ぞうの事、気に入ったぞ？」

　──……気に入られた……っ！

　博士の言葉に何か絶望的なものを感じながら、少年は静かに全てを受け入れることにした。だが、その前になんとしても知っておきたい事がある。

「あの……その……なんで、棺桶なんですか？　中に……教授さんが入ってるんですよね？」

『きゃっ！　そんな！　まだ会ったばっかりなのに、もう私の中身の事が気になるなんて……』

　──どうしよう。いや、本当にどうしよう。

『でもでも、どうしてもっていうなら、蓋ふたを開けてみてもいいですよ？』

　キャタピラ上部のジョイントを回転させて、フルフルと身体からだ全体を震わせる棺桶。ヴァルは黙もく殺さつしたくてしょうがなかったが、それ以上に棺桶の中身にも興味をそそられた。

「……じゃあ、失礼して」

　少年の姿をしたヴァルは、少し躊躇ためらいながらも純白の棺桶に近づき、その白はく衣いをめくりながら蓋を開ける。

　思ったよりもあっさりと開いたその中には──

「……」

　ヴァルは、そのまま蓋をゆっくりと閉じた。

　中にはピクリとも動かない人じん骨こつが収められており、蓋を開いた瞬間に棺桶のキャタピラとアームが一いつ斉せいに停止し、人骨と同じように全く動かなくなっていたのだが──蓋を閉めると、何事もなかったかのように、室内に独特な声が響ひびき渡る。

『きゃっ！　恥ずかしいです……』

「あの……」

『やだっ！　何も言わないで！　乙女おとめの秘密は心の中にしまっておいて下さいね！』

「はぁ……」

　気にしない事にしよう。

　目の前の棺かん桶おけに対する追及を早々に打ち切ったヴァルは、そのまま博士に向き直る。

「あの……博士さんと……教授さんはどういう関係で……？」

　世せ間けん話ばなしのつもりで尋たずねた言葉に対し、博士は遠い目をしながら天井を見上げ、答える。

「……君は、フェルマーの最終定てい理りを知っているかね？」

「え？　い、いえ……」

「うむ、つまり私と彼女の関係は、そういう事だ」

「答えになってないというか、煙けむに巻こうとすらしてませんよねえ、それ!?」

　思わず声を荒げるヴァルに対して、博士は優しい瞳でヴァルの眼めを見つめてくる。

「若い……君も大人おとなになれば解わかる」

「子供の外見をした奴やつに言われたくないですよ！　っていうか、なんなんですか！　恋人なんですか？　ＹＥＳかＮＯで答えてくださいよ！　ＹＥＳかＮＯで！」

「バブル期のジャパニーズビジネスマンのような事を言うものではないぞ？　ふむ、まあよい、ではまず、ＹＥＳをＹとＥとＳに分けるところから始めようか。まずＹは……」

「すいませんもういいです」

　──ああ、この人達には何を言っても無む駄だなんだな。どうしよう。子し爵しやくの知り合いの中でも最大級の変へん人じん達だ。棺桶については人とか吸きゆう血けつ鬼きとか、そういう分類すらよくわかんないし。

　そう理解した途と端たん、ヴァルは全てがどうでも良くなった。

【む、どうしたのかね？　君の魂たましいがやけに安定したようだが】

「ほう、随ずい分ぶんと優しい眼になったのう、小こ僧ぞう」

『断だん食じきの行ぎようを終えた後のお坊ぼうさんみたいな目ですよ？』

「帰ります」

　三さん者しや三さん様ようの表現をされた表情を顔面に貼はり付けたまま、ヴァルはそのまま扉へと向かって歩を進めていった。

　──ああ、帰りにあのセリムっていう子と話をしよう。その方がずっと有ゆう意い義ぎだろう。

　これからの行動を考えながら、扉のノブに手をかけた瞬間──背中越ごしにかけられた博士の声が、彼が今しがた考えていた予定を粉こな々ごなに打ち砕いた。

「そもそも──スイカというのは、古こ来らいより『吸血鬼に転じやすい』植物の一つだった。それが、おぬしという存在を生み出したきっかけじゃろうな」

「……ッ！」

　足が止まる。

　ノブを握る手が、それ以上全まつたく動かない。ヴァルの手は幻げん覚かくと念ねん力りきの組み合わせに過ぎないが、彼の本体の心は既にそうして身体からだを動かす事が自然な行為となっているので、精神的な影えい響きようが完全に動きに現れていた。

「……子し爵しやくから聞いたんですか？　僕のこと」

　強い動どう揺ようを覚えながら、ヴァルは自分に心臓があったならば、こういう時に激しい鼓こ動どうを打ち鳴らすのだろうと理解した。

　そんなヴァルを畳たたみ掛けるように、博士は静かに声を紡つむぎ続けた。

「いいや？　誰からも聞いてはおらん。だが、監かん視しはしておったよ。こうして少年の姿を見るのは初めてじゃが……なにしろ、わしの仕掛けた監視カメラ越しでは、幻げん覚かくを用いぬ、君の真の姿しか見えぬからの」

　──ッ！

　反射的に振り返ったヴァルの顔に張り付いていたのは、哀かなしみと焦しよう燥そうが織り交じった怒りの表情。

「わしと教授は、この研究所の中で常に監視しとるのさ。城に集まる、様々な吸きゆう血けつ鬼き達のことをのう……」

　その表情を確認できた事がさも嬉うれしいように、博士はパソコンの前の椅い子すに腰を掛けた。

「言ったはずじゃぞ。……『忘れておった』と。いや、正確に言うならば、気付かなかっただけじゃ……何しろ、人に化けたお主ぬしの姿を見るのは初めてじゃったからな」

　言葉を返せないヴァルに対して、博士は優しい瞳になって、傍かたわらにあるペンを手に取った。




「さて……まずは、問もん診しんから始めようか？」
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午前中　グローワース島　ノイルベルク港




「世の中に不公平ってものがあるなら、フェレットがあまりにも美しすぎる事だね」

　少年の言葉に、黒いドレスを纏まとった少女は大きな大きな溜ため息いきをついた。

「私にとっての不公平は、あなたのような存在と出会ってしまったことです」

「出会いに公平も不公平も無いよ。運命は自分で切り開くんだ。そう、二人の人生プランを設計してもいい時期だと思うわけだけど、子供は何人ほしい？」

「……貴方あなたの脳のう味み噌そも、テレビと同じように叩たたいて直ればどんなにいいだろう思います……」

　本土との連絡船がつく船着場、その貨物の搬はん入にゆう口ぐちの傍そばで、一組の男女が愛を語り合っていた。

　より正確に言うならば、男の方が一方的に愛の言葉を捲まくし立てているだけなのだが。

「テレビか。テレビは居間に一台大きいのを買おう。なあに、収入はなんとかするさ。前にも言ったけど、僕は君と島の丘の一いつ軒けん家やで絵え本ほん作家になるのが夢なんだ。絵本のモデルは君だよフェレット。僕は真実を子供達に伝えたいんだ！　……そして、真実は常に一つ。俺にとっての真実はフェレット、君だけだよ」

「……そんな歯が浮くような戯ざれ言ごとを伝えるためだけに、わざわざ私を昼間に呼びつけたのですか？」

　二人とも、10代の半なかばを越したあたりの年とし頃ごろだったが、纏まとっている雰ふん囲い気きは天と地ほどの差があった。少年の方はまだ子供らしい迷いの無い明るさを全面に押し出しており、対する少女は、深しん窓そうの令れい嬢じようといった外見に、周囲の時間さえも凍らせるような空気を放っている。

「まさか！　もちろん君に愛を伝えることも重要だけど、それだけなら俺の方から君の棺ひつぎに飛び込んでいくよ！」

「そんなマネをしたら頚けい動どう脈みやくを嚙かみ千ち切ぎりますわ」

　吸きゆう血けつ鬼きの少女──フェレット・フォン・バルシュタインは、愛を語る幼おさな馴な染じみのミヒャエルに対して物ぶつ騒そうなジョークを口にした。

　冗じよう談だんにしては眼めが笑っていなかったが、ミヒャエルはその程度ではへこたれない。

「ふふふ、君に血を吸い尽くされるならそれも本ほん望もうさ」

「無む論ろん、血は吸わずにそのまま捨てますが」

「酷ひどい!?　でも大好きだ！　愛してる！」

「少しは自分の発言にも節せつ操そうをお持ちなさい！」

　かみ合わない会話にフェレットは思わず大声をあげるが、ミヒャエルは一いつ向こうに気にした様よう子すは無いようだ。

「で、本当の用件だけどさ……今晩から始まるカルナル祭……君の家でオープニングセレモニーがあるじゃない、それを一緒に見ようかなって思ってさ。去年は色々ごたついた後だったから、ゆっくりと見られなかったけど……今年こそはさ！」

「……」

　フェレットの棲すみ家かは、祭りのメイン会場であるバルシュタイン城に他ならない。毎年城しろの音楽堂には島とう内ないの様々な楽団が招かれ、カルナルドの作曲した曲が奏でられる。それに合わせてダンスホールでは人々が踊り、城の通路にはカルナルドによって描かれた絵画が飾られる。

　フェレットは、その城の『居住区』の部分に住んでいる吸血鬼だ。

　吸血鬼と言っても、彼女は日光も水も十字架かも平気という、かなり特殊な部類に入る。その代わりに、吸血鬼としての特殊能力……蝙蝠こうもりに変へん化げしたり、霧きりと化したりするという事はできないのだが。

　双ふた子ごの兄であるレリックは彼女とは全く逆で、様々な吸血鬼としての特技に長たけている代わりに、弱点が映画や小説に出てくる吸血鬼並なみに多い。

　そんな彼女達たち兄妹を、目の前の少年はなんの躊躇ためらいもなく相手をしてくれる。人間と同じように、ではない。自分達を吸きゆう血けつ鬼きとして扱った上で、人間に対するのと同じように、あるいはそれ以上の好意を向けてくれているありがたい存在だ。

　その好意の向け方が、正しい方向を向いてさえいればだが。

　半分ストーカー扱いになっているミヒャエルだが、そんな事は理解した上で気にしていない。ある意味最さい悪あくなのだが、今日も今日とて無む謀ぼうなアタックを繰り返している。

「知ってるかいフェレット。カルナル祭の夜に、一緒にカルナルドの作曲した音楽を聴きながらカルナルドの描いた絵を見ると、その二人は一生の加か護ごがあるっていうおまじないを」

「あら、なら私はレリックお兄様と一緒に見てきますわ」

「そりゃないよ!?　駄だ目め、駄目！　だってこれは、俺とフェレットにしか効かないおまじないなんだから！」

「？　あら、どうしてですの？」

「だってこの伝説は、今いま俺が考えたからさ！」

　無言のまま、フェレットはいつのまにか自分の手を握っていたミヒャエルの手を握り込んだ。

「ぐッ……う、ウフフフフ……俺はフェレットのためなら伝説だって作るし、手の一つや二つくれてやる！」

　冷や汗を搔かきながらも力強い笑顔を見せるミヒャエルに対して、フェレットは諦あきらめたように溜ため息いきを漏らす。

「まったく……貴方あなたのその根こん性じようには頭が下がります」

「ハハハ、やだな。こっちこそフェレットの可愛かわいさには頭が上がらないよ。っていうか、ねえ許してくれたんならそろそろ手にこめた力を緩めてもらってもいいかな？」

「解わかりました。滑こつ稽けいなほどに哀あわれな貴方が、おまじないの加護とやらで少しでも頭が良くなるように……今回はカルナル祭の調べを共に聴く事を許しますわ」

　軽く眼めを逸そらしながら呟つぶやくフェレットに、玩具おもちやを買い与えられた子供のように無む邪じや気きな笑みを浮かべるミヒャエル。ただし、その額ひたいには痛みによる脂あぶら汗あせが流れていたのだが。

「やったぁッ……ああぁぁぁぁ……フェフェフェ、フェレット？　だんだん俺の指先が紫むらさき色になってきたっていうか、わかったぞ！　このまま握り続けて俺の手とフェレットの手を融ゆう合ごうさせたいんだね!?　俺はそれでも全然構かまわないっていうかアイタタタタタタタタ……」

　その行為は、実はフェレット独特の照れ隠かくしであり、実は心の中ではミヒャエルが好き好き大好きなのだが素直になれないが故ゆえの不ぶ器き用ような愛情表ひよう現げんなのである！　────と、感覚のなくなっていく己おのれの指先を見ながら、ミヒャエルは脳内で勝かつ手てにそう結論づけた。
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「で、この荷物は何ど処こまで運ぶんだって？」

「バルシュタイン城だ。すぐそこの運送業者に話をつけてあるらしいから、この荷物はそこまで運んでおいてくれだってよ」

　ミヒャエルが一方的に惚気のろけている一方で、港で荷の積み下ろしをしていた二人の男が、朝から置いてある大おお荷物を前に雑ざつ談だんに興きようじていた。

「ふーん。でも正直、俺らの仕事じゃねえよな」

「しょうがねえだろ。いくらすぐそこっつったって、個人の荷物一個の為ためにあそこの業者はトラックここまで回してくれねえし……。あの女の子一人じゃ、こんなでかくて重いもんどうしようもないさ」

　フォークリフトを使って大型荷物用の台車に載せられた２メートル四し方ほうの巨大な木箱。二人がかりで押してようやく動く重さのそれを見上げ、そろそろ仕事を済ませるかと二人揃そろって台車を押し始める。

「にしても重いな……何が入ってるんだ？」

「ああ、何でも、今晩から始まる祭りで展示する鎧よろいが入ってるらしい」

「鎧？」

「カルナルドがデザインした鎧なんだとよ。だとしたら相当な値打ちもんだぜ。……だけど、どうしてそんなもんを運送するのに、あんな女の子一人だけ……その子もどっかに行っちまったみたいだしよ。まったく……」

　そう言いながら台車を港の入り口の方に運んでいると、50メートルほど先に見覚えのある姿があった。

「げッ！　フェレット様がいるぞ!?」

「や、やばいな……俺らのこと、覚えてるんじゃねえか？」

　彼らは１年ほど前、レリックを嘲あざけった事から一度フェレットに殺されかけている。その時はレリックの助け舟もあって運良く助かったが、今回はその兄の姿は何ど処こにも見られない。

「だ、大丈夫だろ……あれからもう１年も経たってんだ……」

「そ、そうだな……」

　彼らは冷や汗を搔かきながらも、互いの心を落ち着かせるように頷うなずき合う。

　台車はガラガラと運ばれ、フェレットとの距離は徐々に徐々に狭まっていった。

　一瞬、台車の音に気付いたフェレットがこちらを向いた。隣となりの男と言葉を交わしながら、視線を荷物に移している。

　二人の作業員は心臓が止まりそうになったが、フェレットはすぐにミヒャエルに視線を戻し、それ以上こちらに興味を向ける事はなさそうだ。

　彼らは安あん堵どの溜ため息いきをつくと、早く通りぬけてしまおうと、少し距離を置きながらフェレットの横を通り抜けようと歩を進め──

　彼らは、感じ取った。

　木箱の中で、何かが蠢うごめいたような振動を。

『ぁ……？』

　二人が同時に疑問の声を漏らした、その刹せつ那な──




　鋭い衝しよう撃げきが台だい座ざを伝わって二人の身体からだに響ひびき渡り、彼らは思わず歩を止めた。

　事態を理解する間もなく、彼らの網もう膜まくに飛び込んできたものは──




　まずは、白。




　木箱の側面から飛び出した、白い砲ほう弾だんを思わせる白い杭くい。




　次に、黒。




　それが、フェレット・フォン・バルシュタインの胸を貫つらぬいている光景だった。

　黒いドレスに、白い杭は良く映えて──




　そして──赤。




　白と黒の境きよう界かいから、赤い色が滲にじみ出し、徐々に白い杭くいに侵しん食しよくを始め────




　フェレットの横にいた少年の叫びが、港を覆おおう深い空に、高く高く高く鳴り響ひびいた。
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[image: ４章　二人は『食鬼人』の道を歩み]






















　ルーディは、夢を見ていた。

　これは、夢の物語。

　そして、焼き付けられた記き憶おくによる、過去の再現。

　だからこそ、少年は苦しめられる。

　目の前の光景が、夢なのに現実である事に。

　そして、夢ゆえに逆らう事ができない事に。







「僕の名前はテオドシウス・Ｍ・バルシュタイン……テオって呼んでくれると嬉うれしいな」

　夢の中。少年の目の前にいる吸きゆう血けつ鬼きは、穏おだやかな笑顔でそう告げた。




　その光景を皮かわ切きりに、ルーディの目の前に過去の光景が繰り返される。

　時には早回しのように、時にはスローモーションで、時には見せ付けるように繰り返し繰り返し……

　だが、楽しかった。

　その頃の光景は、とても楽しかった頃のものだ。

　──仲の良い友達ができたと言うよりも──正直な事を言えば、世界に対する優ゆう越えつ感かんからくる愉ゆ楽らくだったのかもしれない。今、冷静に考えるとそう思う。

　吸きゆう血けつ鬼きと出会った自分が、世界の常識の枠からはみ出した自分が、とても特別な存在であるような気がしていた。

　テオドシウス……テオが蝙蝠こうもりに変へん化げするのを見た瞬間、彼は物語の主人公となっていた。自分の中で生み出した物語の、自分だけの主人公。ヒロインは、いつも一緒にいる幼おさな馴な染じみのテレジアがいいだろう。

　そんな事を考えていた。

　いや、本当は当時そんなことは考えていなかったのかもしれない。だが、今いま思い返すとそうとしか考えられない。

　──でなければ、あんなマネをするものか……あんな奴やつを……町に連れ出すなんて……ッ！

　少年は、物足りなかったのだ。

　せっかく自分が異なる世界の住人と友人になれたというのに、観客は一人もいない。

　そんな不満が募り始めた少年は、ほんの少し欲が出た。

　この吸血鬼をみんなに紹介しよう。

　吸血鬼と友達なんて、きっと凄すごいことだ。

　僕が、吸血鬼と人間の架かけ橋になるんだ。

　少年の心はすっかり自分物語の主人公となっていた。物語はハッピーエンドで終わり、少年はみんなにちやほやされる。そんな自分勝かつ手てなストーリー。

　少年の失敗は──吸血鬼を信用したことではない。

　運が悪かっただけなのだ。

　たまたま出会ってしまった吸血鬼が──テオドシウス・Ｍ・バルシュタインという、最悪クラスの外げ道どうだったという事。それが、全ての不幸の始まりだったのだ。




　悲鳴。悲鳴。悲鳴。

　血液。断面。死。

　死んでいく。みんなみんな、死んでいく。

　夢の中、早送りで家族が、友達が死んでいく。

「どう……して……」

「どうして……どうしてみんなを殺したんだよ……ッ！」

「教えてよ！　僕が、みんなが、何をしたっていうんだよ……！」

　何度も繰り返した言葉。現実のあの時も、その後に見続けた悪あく夢むの中でも。

　そして──今日は久しぶりに、夢の続きを見るハメになった。

「僕はね、君達の事をとてもとても気に入ってるんだよ」

　夢の中の吸きゆう血けつ鬼きは、あの日と同じ、とても歪ゆがんだ微笑でこちらを見み据すえている。

「だから僕は、許せなかったんだ。君達の意識が、僕以い外がいの誰かに向いてしまうのを。嫉しつ妬と、そう、嫉妬してしまったんだよ！」

　ケラケラと笑う吸血鬼。

　その腕の中には、少年の誰よりも大切な家族が抱きかかえられている。

「姉ちゃん……」

「おお、そうだ。大事な事を聞くのを忘れてたよ！」

　絶望的な声で呟つぶやく少年に対し、吸血鬼は希望に目を爛らん々らんと輝かせ、尋たずねかける。

「君は────お姉さんの事が好き……嫌い？　それともなんとも思ってない？」

「え……？」

　夢の中だと言うのに、心臓がドクリと高鳴る。

　相手の意図などというものは、瞬しゆん時じに理解する事ができた。

　もしも、ここで『好き』と答えたならば──目の前の吸血鬼は、即そく座ざに姉を殺して見せるだろう。嫉妬などという都つ合ごうのいい言い訳を利用して。

　だから少年は、嫌いと答えようとした。本当はそんなこと口が裂けても言いたくはなかったのだが、姉の命には代えられない。

　そうして口を開きかけたその直後──吸血鬼は、いやらしい笑みを歪ませて呟いた。

「君が『嫌い』って言えば、僕は君のために、この娘を殺してあげよう！」

「────ッ！」

「嫌いなものは、できるだけこの世に無いほうがいいだろうしね。僕は、君の為ためならなんでもするよ。ただし、自殺しろとか今いま殺した人たちを生き返らせろ、とかは無しね」

　淡たん々たんと予防策を含めた言葉を投げつける目の前の下げ衆すに対し、それでもなお、少年は摑つかみかかる事ができなかった。

　怯おびえていたのだ。

　姉の危機にもなお、彼は怒りよりも恐怖の方が上回っていたのだ。

「さて……君の次の言葉で、このお姉さんの生死が決まるよ。好きと言っても殺すし、嫌いと言っても殺す。じゃあ、どう答えればいいんだろうね？　ああ、君の言葉で僕を止めてみてくれ！　お姉さんを助けてあげてくれ！　ハハ、全ては君の責任なんだ。どう？　君の大事な家族の命を預かった気分は。君は今、この女を支配していると言ってもいいんじゃないかな？　ハハ、ハハハハハハハハ！」

　身み勝がつ手てな理り屈くつが、少年の心に染み込んでくる。鼓こ膜まくから侵しん入にゆうした静かな声が、少年の脳を激しく揺さぶっているかのようだ。

　吸きゆう血けつ鬼きはやがてピタリと笑いを止めると、穏おだやかに……どこまでも穏やかに微笑ほほえみながら、少年に向かってゆっくりと口を開く。

「さあ、聞かせてもらおうか……君の、答えを」




　これは、夢の物語。

　そして、焼き付けられた記き憶おくによる、過去の再現。




　だが、ルーディは過去とまったく同じ絶望を味わっていた。

　何度も何度も何度も何度も何度も何度も見たはずなのに、感じる絶望の深さは全くといっていいほど変わらない。

　そして、夢は容よう赦しやなくルーディの記憶を再生し続ける。

　夢の中の自分は、ガチガチと震えながら口を開き──




「─────」
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　そこで、ルーディは不意に眼めを覚ます。

　いや、正確には覚まさせられた、というべきだろう。

　──吸血鬼の気配だ。

　慌あわてて眼を開けるが、そこはどこか狭い場所だった。

　暗い密室の中に閉じ込められている自分の状況を一いつ瞬しゆん焦るが、直ぐに状況を思い出す。この島に来る際、自分は貨物扱あつかいで入港することとなって、テレジアとジグムントに箱の中に入れられたのだ。

　鎧よろいを脱いでくればいいだけの話だったのだが、この島は吸血鬼が異常に多いと聞く。その場合、鎧を脱いでいくとちょっとした不都合があるため、彼は鎧のまま入港する事となったのだ。

　貨物扱いは慣れていた為ためになんとも思わない。今しがたまで見ていた夢の事はもう忘れた。

　だが──吸血鬼の気配。これは見逃すわけにはいかないだろう。

　ルーディは閑しず音ねのように、吸血鬼全すべてを恨うらんでいるわけではない。

　ただ、人間を食い物にする存在と……テオという吸血鬼が憎い。それだけだ。

　ルーディは箱から飛び出す前に、気配の元となっている吸血鬼の姿を確かめようと、箱の四方に開けられた覗のぞき穴に視線を送る。

　振動からして、自分はどうやら運ばれているようだ。そして、吸きゆう血けつ鬼きの気配は徐々に徐々に近づいている。

　──いた。

　一目で解わかった。

　その少女は黒いドレスを身にまとい、周囲から一人浮ういている存在だった。

　年ねん齢れいは、自分よりも少し下ぐらいだろうか。だが、外見などなんの意味もなさないだろう。

　よく見ると、少女の目の前には一人の少年がいて、その右手を強く握りしめられていた。

　攻撃を受けているのかと思ったが、少年の顔は満まん面めんの笑みだ。

　どういう事だろうかと迷っているルーディの耳に、吸血鬼と少年の会話が届きはじめる。

「とにかく、俺はカルナル祭ではバッチリとフェレットをエスコートするから任せてよ！」

「……逆に不安で仕方ありませんわ」

「ふふん、俺を信用できないなら、血を吸って奴ど隷れいにしてくれても許すよ！」

　少年の言葉に、ルーディの心は軽く揺さぶられた。

　──こいつ……相手が吸血鬼だと知っているのか？　しかも……支配されているわけではなさそうだ。……この島の事は噂うわさにだけ聞いていたが……まさか、本当とは……。

　初めて見るケースだ。人間と吸血鬼が、こんな昼間の街中で堂々と会話を……

　──いや、初めてじゃ……ないな。

　かつての自分を思い出して、ルーディは鎧よろいの中で拳こぶしを強く握り締める。

　──嫌な仕事だ。

　詳しい指示はこの島に着いた後で、【緑】のジグムントから受けることになっているが……噂では、この島は吸血鬼達たちが非常に多い島で、一部の吸血鬼は人間と共存しているとすら聞いている。もっとも、それ以上の情報はろくに聞いていないし、調べようともしなかった。

　その情報を思い出し、ルーディは己おのれの内にドス黒い感情が渦うず巻まくのを感じ──慌あわててその感情を否定した。

　今のが、憎しみや怒りだったならば、そのまま感情を爆発させていただろう。だが、認めたくなかった。──自分が、吸血鬼と共存する人間に嫉しつ妬としているなどと。

　思えば、だからこそこの島の事を詳しく調べようとしなかったのかもしれない。今回の仕事の場所がそうだと知ったのは、荷造りされて木箱に押し込められた後だった。最初から知っていれば、この仕事は断っていたかもしれない。

　──くそ、さっさと仕事を終わらせて、こんな島は出て行こう。

　ルーディはそう呟つぶやきながら、とりあえず目の前の吸血鬼については様よう子す見みという事にしておこうと思った。

　そして、次の瞬間──その吸血鬼が、堂々とした口く調ちようで声を張り上げる。

「まったく、そもそも私は、バルシュタイン家の長女として行動する自覚ぐらいあります。殿との方がたのエスコートなど必要としてはおりません！」

　バルシュタイン。

　その単語を聞いた瞬間、ルーディの中に再びドス黒い感情が沸わき起こる。

　今度は、怒りだった。

　憎しみだった。

　だから──否定する必要も、抑え込む必要も存在しなかった。




「貴方あなたのエスコート通りに行動したら、それこそバルシュタイン家の名を地に────」

　最後まで言う事ができぬまま──女おんな吸きゆう血けつ鬼きの胸に、自分の放った白木の杭くいが突き刺さった。




　いい気分だった。

　とてもとても──いい気分だった。
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「見失っちゃいましたね……」

　港から少し離れた場所にある裏うら路ろ地じで、テレジアは残念そうに溜ため息いきをついた。

　彼女の足元には、黒い斑はん点てんのようなものが僅わずかにこびりついている。それは背後の路地から転々と続いており──丁ちよう度ど彼女のいる位置で途と切ぎれている。

　最後の黒い斑点の目の前には、路地の切れ目と──祭りを目当てに集まった観光客や、開店したばかりの店に集まる島民達が行き交う大通りが見えた。

「この斑点が血だったら、彼女の血の気配を追えたんでしょうけど……」




　時間は、しばらく遡さかのぼる。

　閑しず音ねの足が封じられ、テレジアの鞭むちがしなったその直後────閑音は懐ふところから取り出した二に丁ちようのナイフで、己の足を斬り千切った。

　本来なら、足を切断できるような大きさの刃は物ものではなかった。だが、彼女は己おのれの腕力と速度で無む理り矢や理りその骨こつ肉にくを断ったのだ。

　次の瞬間、彼女は上半身を大きく捻ひねって後ろを向き、重力にしたがって上半身を落として、ナイフをそのまま自分の足首を摑つかんでいた腕に突き刺した。

「ぐっ……」

　顔を歪ゆがめるメルヒルムを横目に、閑音はそのまま腕に力を込めて、ハンドスプリングの要よう領りようでその場から前に飛び込んだ。

　風のうなりが、自分が今までいた位置に衝しよう撃げきが走った事を知らせる。

　背後を確認している暇ひまはない。再び腕を屋上の地につけた閑しず音ねは、再び腕のバネを最大限に伸ばし、ビルの側面へと身体からだを滑らせる。

　その姿を見ていたテレジアは、そのまま後を追うかと思いきや──

「……何な故ぜ、黙って見ている？　テレジア」

　自らの腕に戻した両手を押さえながら、メルヒルムは静かに『食鬼人イーター』の少女を睨にらみ付けた。

「……逃げましたけど、追いますか？」

「当たり前だろう！」

　苛いら立だたしげなメルヒルムの叫びを受け流しながら、テレジアは淡たん々たんと現在の状況を告げる。

「彼女は屋上から大通りの側に落ちました。人通りが多く、このまま追っても『誰にも見られる事無く』始し末まつするのは不可能です。……ただでさえ、私のこの格かつ好こうは目立ちますから……そうなると、島内での今後の活動に影えい響きようが出るのでは？」

「……」

　確かに、下の方から人々のざわめきが聞こえてきている。屋上から足を切断した女性が降ってきたのだ。騒ぎにならない方がおかしいだろう。

　少女の言葉に、メルヒルムはしばし考え込んだが──結果として、彼は『食鬼人イーター』の少女に対して次なる指令を告げた。

「……いや、奴やつにお前の事を他の吸きゆう血けつ鬼きにばらされてもまずい……できるだけ目立たないように動け。そして──奴のねぐらが解わかったら、誰にも見られないように始末しろ」

「難しい事を言いますね。私達の本分は暗殺ではないのですが」

　少し表情を曇らせたテレジアに対して、メルヒルムは鼻を鳴らしながら呟つぶやいた。

「なら、これから暗殺者になれ。……お前らは、俺達の道具だという事を忘れるな？」

　反論する暇もなく、メルヒルムは己おのれの全身を服ごと無数の蝙蝠こうもりへと変へん化げさせる。その蝙蝠達は奇き妙みような事に、全てが人間の瞳を持ち合わせていた。

　眼めが人間である。たったそれだけのことで、物もの凄すごく違い和わ感かんを感じさせる。

　それが群になっている姿は、まさしく一つの化ばけ物ものだ。テレジアは心の中でそう皮ひ肉にくを言いながら、雇い主の一人が飛び去るのを見送った。




　その後、彼女は直ぐに隣となりのビルの屋上に飛び移り、地上に降りるとすぐに彼女の流した血を追った。

　途中で血の跡が途と切ぎれても、彼女が血を流し続ける限りは血の匂においは止められない。いや、匂い以上に、吸血鬼の気配はその血からこそ多く感じられるものだ。だから──血の『気配』を追い続ければ、いずれ必ず彼女にたどり着く。

　できるだけ人の目に触れないように──というのは、彼女は自分のゴシック系の服装からして無理だと考えていた。だが、今晩からの祭りの影えい響きようか、町には自分よりも奇き異いな格かつ好こうや着ぐるみ、仮装が多く見られる。

　よって、彼女に向けられる特別な奇異の視線というものは見られなかった。

　しかも、血の気配は港の傍そばの工事現場の方へと向かっている。これなら、工事現場で視し認にんして追うこともできるかもしれない。

　そう思っていたのだが──テレジアは、道路の舗ほ装そうに使う機械車両の横で立ち止まった。

　この場で、木き島じま閑しず音ねの血の気配が急激に薄くなっていたのだ。

　──？

　この周辺にとどまっているのならば、逆に濃くなっている筈はずだ。だが、薄くなっているとはどういうことだろうか？

　表情に疑問を浮かべる少女のもとに、工事現場の作業員が一人歩み寄り、声をかけた。

「あー、嬢じようちゃん、入っちゃだめだよ。工事中だし……いまちょっとごたついてて危ないぞ」

「なにかあったんですか？」

「いや……ちょっと、アスファルトのタンクが壊されてさ……」

　作業員が指差す方向に眼めを向けると、黄色い車両の一部から煙があがっている。

　そして──タンクから漏れ出したと思われるタール状のアスファルトが、工事中の道路の一部を黒く侵しん食しよくしていた。

　漆しつ黒こくの水みず溜たまりを見て、テレジアはあることに気付く。

　そのタールの傍から、転々と黒い跡が続いていることに。

　まるで、血の跡のように────

　──まさか。

　可能性に思い当たり、テレジアは慌あわてて黒点が続く先に眼を向けた。点は裏うら路ろ地じの方に続いており、そちらからは血の気配は全く感じられなかった。

　──中ちゆう途と半はん端ぱな止し血けつでは、足の切断面から流れる血は止められない……だから……自分の両足の切断面を……溶けたアスファルトに？

　吸血鬼ならば死ぬ事は無いだろうが、荒あら療りよう治じには違いない。療治どころか、むしろ毒だ。閑音が再生能力のある吸血鬼だったとしても、下へ手たをすれば傷が癒いえる事はなくなるだろう。

「あぁあぁ、まいったなこりゃ。ヴォッド市長、ただでさえカルナル祭までに工事が終わらないのかって不ふ機き嫌げんな面つらしてたのに……」

　テレジアの驚きよう愕がくを他よ所そに、作業員は心しん底そこ困ったような顔で現場に眼を向け続けていた。

　そして、まだ現場から立ち去っていない少女に気付き、顔を急にほころばせて口を開く。

「嬢ちゃん、見かけない面だが……観光客か？　この島じゃ、たまにあんだよ。こういうわけのわかんねえ事が……。ま、たまにだからな、気にしねえで祭りを楽しんでいってくんな！」

　島の人間の笑顔に、テレジアは柔にゆう和わな笑みと共にお辞じ儀ぎをしながら──心の中で、呟つぶやいた。

　──ごめんなさい。

　その後は、作業員の方を振り返ることもなく、黒い点を追って路ろ地じ裏うらへと歩き出した。




　──ごめんなさい。私達は──そのお祭りを、粉こな々ごなにブチ壊しに来たんです。
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　テレジアがタールの跡を追ってからしばらくした後──港では、一つの惨さん劇げきが繰り広げられていた。




「フェレット？」

　名前を呼んだ時には既に──彼女の眼めからは、完全に光が失われていた。

「……フェレットォオォォォォォォッ！」

　崩れ落ちるフェレットを抱きかかえながら、ミヒャエルが彼女の名前を叫び上げる。




　突然。

　それはあまりにも突然だった。

　港の作業員が、何か大きな木箱を運んでいるのが横目に見えた。

　そして、その箱が丁ちよう度どフェレットと並んだ時に──木の枝が折れるような乾いた破裂音と共に──フェレットの胸が、赤い噴ふん水すいと化したのだ。

「な……ぁ……ぁ……か……Ｋ……ｋ……」

　言葉にならない声を漏らし、フェレットは驚いたように自分の胸に手をやった。白雪のような色の手に、真っ赤な鮮せん血けつがケチャップのようにベチャリと広がる。

「────」

　肺か気き管かん支しにもダメージを受けているのだろう、力のない息を漏らしながら、彼女は静かにその場に崩れ落ちた。




「フェレット！　……しっかりして！　……だれか……誰か医者を！　レスキューを！　救急車を呼んでよ！」

　港中に響ひびき渡るかのような声で叫ぶミヒャエルは、自分の懐ふところに携帯電話があることも、吸きゆう血けつ鬼きの彼女を人間の医者に診みせても無む駄だだという事も忘れていた。

　そして、彼はすぐに彼女の背中から白木の杭くいが突き刺さっていることに気付く。

「や、や、嫌だ、嫌だ！　フェレットが、フェレットが灰になっちゃうなんて嫌だ！」

　フェレットは白木の杭は弱点ではないので、灰になる事は無いのだが──そんな事実さえ忘れてしまっているようだ。慌あわてて杭くいを抜こうとするが、滑なめらかに削けずられた杭は血で滑ぬめり、なかなか抜く事ができない。

　混乱しながら必死にフェレットを助けようとするミヒャエル。

　その頭上から──物静かな声が響ひびき渡る。

「へえ……この町は日本の町の姉し妹まい都市なんだ？」

　港に掲げられた看板を読みながら、その巨大な影はまったく状況にそぐわない事を呟つぶやいた。

　混乱するミヒャエルに、本来ならば届かない声だったかもしれない。だが──声の中に含まれていた『何か』が、ミヒャエルの意識を急激に冷やす。

　だが、フェレットから眼めを離す事もできずに、ミヒャエルは頭上からの声を後こう頭とう部ぶで受け止め続けた。

「日本だと救急車は無料だって聞いたけど──この島だとどうなのかな？　ドイツ本土と同じように有料で、後から請求書が来るのかな？」

　──うるさい馬鹿！　いいから救急車呼べよ！　金なら一生働いてでも払うから、フェレットを助けられる医者の乗った救急車を呼んでくれよ！

　ドイツでは、救急車に医者も最初から同乗している。場合によってはヘリの出動も躊躇ためらわない。だが──吸きゆう血けつ鬼き専門の救急車は、流石さすがにこのグローワース島にも存在してはいなかった。

　──人間の医者でもいいから呼べよ！　いいから！　だれか、だれかフェレットの血を止められる奴やつを呼んでくれよ！

　そう叫びたかったが、巨大な影の放つ声に含まれる『何か』が、ミヒャエルの身体からだを押さえつけている。吐き気を催すが、腕の中のフェレットが苦しんでいるのに、自分が倒れるわけにはいかない。

　その決意のおかげか、ようやくミヒャエルは背後を振り返り、巨大な影の正体を目視する事ができた。

　──鎧よろい？

　それは、巨大な甲かつ冑ちゆうを纏まとった存在だった。

　西洋の甲冑をベースにしているが、装飾や部分的な形状を見ると東洋風の防具という印いん象しようも感じられる。

　背後では、粉こな々ごなに砕かれた木箱が台車の上に散乱しており、二人の作業員が腰を抜かしてこの場所から逃げようと這はいずっていた。

　完全に顔を隠かくした鎧の中から、まだ若いと思われる男の声が響いてくる。

「僕は、救急車に乗ったことがあるよ、本土でね……でも……僕以外の家族は、もっと貴重なものに乗ったよ。警察の車でさ……死体を……運ぶ車に……乗って……」

　徐々に小さくなっていく声だが、それと引き換えに圧迫感が恐ろしい勢いで強くなっていく。

　押しつぶされそうな感覚に精神を揺さぶられながら──ミヒャエルは、鎧の声に含まれている『何か』の正体を感じ取った。

　殺意。

　どうしようもなく冷静に煮えたぎった殺意が、自分の抱える吸きゆう血けつ鬼きの少女へと注そそぎ込まれている。

　それと同時に、ミヒャエルはフェレットに杭くいを打ち込んだ犯人にも気が付いた。

「おまえ……が……お前が、フェレットを──ッ！」

　──こいつが

　──こいつがこいつが

　──こいつがこいつがこいつがフェレットをフェレットをフェレットをフェレットを……！

　何も考えてはいなかった。

　静かにフェレットの身体からだを地面に横たわらせると、ミヒャエルは鎧よろいに向かって渾こん身しんの拳こぶしを叩たたきつけた。

　本当に、何も考えてはいなかった。

　鎧の表面で卵の潰つぶれるような音が響ひびき、ミヒャエルの指に関かん節せつがいくつも増える。新しく生じた折り目の部分は赤く赤く肉が裂け、彼の拳がまるで赤インキを吸ったスポンジのようにグジュリと染まる。

[image: ]

　刺すような激げき痛つう、そして、遅れてやってくる、更なる激痛。

　途と切ぎれぬ痛みに襲おそわれながらも、尚なおもミヒャエルは何も考えない。彼の脳のう裏りにあるのは、大事な存在を傷つけた者に対する怒りと憎しみ。

　そして──その怒りと憎しみを持ってしても、相手に傷の一つも与えられない自分の弱さに対する憤いきどおり。

　骨が折れ、肉が裂けた手。もはや拳も握れなくなった状態で、尚も鎧の腹に殴なぐりかかる。

「この……この野郎ッ……この……このッ……！」

　鎧の表面に赤い跡が次々と刻みこまれ、そろそろ指の一本でも千ち切ぎれようかという時──ふいに伸びてきた鎧の両手が、ミヒャエルの両腕をそれぞれガッシリと摑つかみ止める。

「……やめておきな。君に用は無いんだ」

　あっさりと言い放ちながら、鎧はミヒャエルの背後へと意識を向ける。

　その様よう子すに気付いたのか、ミヒャエルはゆっくりと背後を振り返り──そこで、怒りに歪ゆがんだ表情が、今度は歓喜の笑みに置き換えられた。

「そう……あなたの出る幕では……ありませんわ……」

「フェレット！」

　そこには──服から多量の血を滴したたらせ、右手に己おのれで抜いたと思われる杭を持った少女が立っていた。

　胸の傷は既に塞ふさがってはいるものの、大量に失しつ血けつしたためか、ただでさえ白い肌はだが一いつ層そう青白くぼやけて見える。

「フェレット！　大丈夫かい!?」

　鎧よろいの手を振り解ほどいたミヒャエルは慌あわててフェレットを抱きとめようとするが、逆にその手を摑つかまれ、彼女の背後へと引き戻された。

「こちらの台詞せりふです。……いいから、早くお逃げなさい」

「なッ……何言ってるんだよ!?　フェレット！　君を置いて逃げられるわけないだろ!?」

　フェレットが無事だった事で、先刻までの憎しみは殆ほとんど無くなっている。だが、怒りは全く消える事無く、ミヒャエルもフェレットと共に大おお鎧の事を睨にらみ付けていた。

「貴方あなたが居ては足あし手で纏まといです。ただでさえ……勝てるかどうか解わからない相手ですから……」

　そう呟つぶやきながら、フェレットは上うわ目め使いに大鎧を睨み上げる。

「……随ずい分ぶんと野や蛮ばんな殿との方がたですね。初しよ対面の人間の服を破さきにかかるとは」

　皮ひ肉にくを込めた言葉を投げかけながら、フェレットは相手の正体について探っていた。声には全く聞き覚えはない。街中で鎧を纏うような妙みような趣味の男に知り合いはいない。

　だが、何な故ぜかその鎧自じ体たいにはかすかに見覚えがあった。どこで見た物かは思い出せなかったが、特とく徴ちよう的なデザインの大鎧は、彼女の記き憶おくの何ど処こかに確かに引っかかっていた。

　冷静さを取り戻して睨み上げるフェレットに対して、大鎧は感心したように声をあげる。

「凄すごいな……心臓を貫つらぬいたと思ったけど……杭くいまで効かないのか。それに、その再生能力だけを取っても……今までに始し末まつした吸きゆう血けつ鬼きどもの中でもトップクラスだよ」

　その言葉で、フェレットは相手が吸血鬼狩がりを生業なりわいとする存在だという事を認識する。去年も島に数人の『ハンター』が来たが、恐らく目の前の人物もその類たぐいなのだろう。相手も吸血鬼であるという可能性も考えたが、相手の『吸血鬼ども』という言葉から、その可能性は低いだろうと考えた。

　──でも、ならば何な故ぜ、昼間から外に出歩いている私を攻撃したの？　どうして私が吸血鬼だと解わかったの？

　黒いドレスを纏まとっていたから、というのは理由にはならない。祭りの時期という事を無視しても、格かつ好こうだけで殺してまわったのでは、とっくに警察に追われる身となっているだろう。

　ならば、なぜこの大おお鎧よろいはフェレットが吸血鬼だと判断したのか？

　可能性は二つある。

　一つは、誰かがフェレットを始末するように、顔写真付きで依頼をした場合。そのケースで考えられる依頼主として、フェレットは自らの住む町の市長の顔を思い浮かべた。

　そして、もう一つは──目の前の大鎧が、人間でありながら吸血鬼の気配を感じられる存在……『食鬼人イーター』であるという可能性だ。

　警けい戒かいしながら相手の正体を推測するフェレットに対して、大鎧は余よ裕ゆうのある声で淡たん々たんと言葉を吐き続ける。

「それにしても……ずいぶんと、その人間を手なずけているみたいじゃあないか。『支配』しているわけでもなさそうだけど、どんな言葉で誑たぶらかした？　それともその美び貌ぼうで甘い言葉でも吐けば、大たい抵ていの男は尻尾しつぽを振るのかな？」

「失礼な事を言うな！　俺は自分の意思で一方的に付きまとっているだけだ！　それに自慢じゃないが、フェレットは俺に甘い言葉をかけてくれた事なんか一度も無いぞ！」

　本当に自慢にならない事を叫びながら、ミヒャエルはフェレットを庇かばおうとして前に出ようとして──フェレットに思い切り背後に投げ飛ばされた。

「いいから、貴方あなたはすぐに医者にお行きなさい！」

　そう叫ぶが、視線は大鎧の方から動かしてはいない。それほど危険な相手だと解わかっているのだろう。

　だが、大鎧の方は、毒どつ気けを抜かれたようにフェレットから視線を外す。

「……人が来たな」

　騒ぎを聞きつけたのか、港には徐々に人が集まり始めていた。どうやら他の場所でも何か騒ぎがあったようで、これまでそちらに移動していた面めん々めんがこちらに移動してきたようだ。

「今日は、一いつ旦たん引き下がるとしよう」

　大鎧の言葉に、フェレットはちらりと港の入り口の方を確認し──

　次の瞬間、足に衝しよう撃げきと激げき痛つうが走る。

「──ッ！」

　スカート越しに突き刺さった、長く細い白木の杭くい。先刻、フェレットの胸を貫つらぬいたものとは別のタイプだ。

　──どこ……から？

　腕や足を動かした形けい跡せきは無い。だが、弾だん丸がんのような勢いで足元に

「なるほど、ケンカや殺し合いの経験は殆ほとんど無い、か」

「フェ……フェレットーッ！」

　投げ飛ばされていたミヒャエルは、惨さん劇げきの再開に叫びをあげながら飛び起き、膝ひざをつくフェレットを抱えて逃げようと駆け寄ったが────

　その細い身体からだが、大おお鎧よろいの手によって簡単に摑つかみ上げられ、そのままミヒャエルの身体は地面から物もの凄すごい勢いで離れていった。

「わぁぁっぁぁっぁッ！　フェレットォォォォォぉぉおぉお──────…………」

　次の瞬間には、ミヒャエルの身体は港に横付けされていたフェリーの甲かん板ぱんの上に降り立った。

　ミヒャエル自身は、何が起こったのは全く理解できなかったのだが──太ふと腿ももに刺さった杭を抜きながら、フェレットは確かに見た。

　１００キロは楽に超すであろうかという大おお鎧よろいが、ミヒャエルの身体を抱えて船の甲板へと飛び上がるのを。

　人間ではありえない膂りよ力りよく。

　いや、人間どころか、殆どの吸きゆう血けつ鬼きをも上回っているかもしれないその力を見て、フェレットは確信する。かつて彼女は、似たような力を持つ女を知っていた。

　その女の名は、木き島じま閑しず音ね。

　──『食鬼人イーター』！

　彼女はそう確信すると、まだ塞ふさがりきらない太腿の痛みを耐えながら、後を追うように大地を強く蹴けり上げた。

　鎧の中身の『敵』に比べれば、彼女の脚きやく力りよくはかなり劣ると言わざるを得なかったが──それでも、身軽な身でフェリーの横に下げられた救命ボートまでは跳ちよう躍やくする事ができた。そして、そこを更なる足場としてなんとか甲板の上へと辿たどり着いた。

　出しゆつ航こう準備前のフェリーには人ひと気けが無く、甲板の上に居るのはフェレットとミヒャエル、そして敵である大鎧のみだ。

　大鎧は即そく座ざに追ってきたフェレットを確認して、少し意い外がいそうに声をあげる。

「へえ……迷わず追ってきたね。僕に勝てる自信があるのかな？　それとも──この人間が、そんなに大事なのかな？」

　外見にそぐわない、若々しい言葉遣づかい。だが、フェレットは決して油ゆ断だんしない。どのように杭を飛ばしているのかは解わからないが、あの速度と威い力りよくは集中していてもよけられる自信がない。

　ならば、自分は何な故ぜここに来てしまったのか？

　一いつ旦たん城に戻って助けを求めれば、この『食鬼人イーター』に対抗できる存在は何人もいたというのに。どうして自分はここに追って来てしまったのだろう？

　答えは簡単だ。

　だが、それを自分で認めるのも癪しやくだった。

　これがもっと余よ裕ゆうのある状況だったならば、頰ほおを赤らめる事もできたのかもしれないが──残念ながら、現在の状況は想像以上に切せつ迫ぱくしているといえる。

　フェレットは心しん中ちゆうで冷や汗を搔かきながら、表情では冷静を装って言葉を振り絞しぼる。

「いいから……そこの人間をとっとと解放なさい。我ら吸きゆう血けつ鬼きと『食鬼人イーター』の闘争に、人間など無関係でしょう」

「ずいぶんと時代がかった言い方をするんだね……そういう所は、あいつと似てるかもしれないな……」

　その言葉の中には、明らかに深い感情の色が受け取れた。だが、その原因もわからぬままのフェレットに対し、大おお鎧よろいは淡たん々たんと声を響ひびかせる。

「まあ……少し君の再生能力に感謝してるんだ。あの一いち撃げきで灰になってたら、せっかくの手がかりが無くなっちゃうところだったからさ……」

「……手がかり？」

　フェレットが訝いぶかしげに声をあげると、大鎧は冷え切った温度を感じさせる声で言葉を紡つむぐ。

「テオ……テオドシウスという吸血鬼は、何ど処こにいる？」

「……？」

　聞いたことの無い名だ。

　フェレットは即そく座ざにそう返そうとしたが──

　──？

　心の何処かに引っかかる。

　テオドシウス。そんなリズムも音も記き憶おくにない。だが、何かひっかかる。

　数拍の迷いを経て、彼女はおぼろげに思い出した。

　確かにその名を聞いた事は無い。だが、見た事はある。

　幼い日に、兄と共に城の食堂で──養よう父ふであるゲルハルト・フォン・バルシュタインが綴つづった世せ間けん話の中に、確かにそんな名が出てきたような気がする。

　硬こう直ちよくするフェレットを前に、大鎧は更なる問いを投げかける。

「テオドシウス・Ｍ・バルシュタイン……バルシュタインなんていう大たい層そうな名前の吸血鬼が、そうそういるとは思えない。……君の一族に、そんな名前の者がいるんじゃないのか？」

　その言葉を聞いて、フェレットの記憶が徐々に呼び起こされる。

　──あれは確か、お義と父う様がバルシュタインの一族について語っていた時──

「なにか……知っているんだね？」

　フェレットの僅わずかな沈ちん黙もくを、大おお鎧よろいは見逃さなかった。

　だが、フェレットも簡単にはひるまない。こちらが情報を握っているからには、交渉の余地があるという事だ。

「……条件があります。ミヒャエルを……その男を今すぐ解放なさい！」

　力強く言い放った言葉。だが、大鎧は驚くほどあっさりと鎧の頭部を頷うなずかせ────ミヒャエルを、甲かん板ぱんの端はしの方へと無む造ぞう作さに放り投げた。

　無造作とはいえ、『食鬼人イーター』の力で放られたミヒャエルは、10メートル近い距離を飛んで嫌な音と共に甲板上に撥はね落ちた。

「ミヒャ……」

　叫びかけたフェレット。視線は自然とミヒャエルの方に向き──

　彼女はまた、同じ過ちを犯した。

　決して気を許せぬ大鎧から、またも意識を逸そらしてしまったのだ。

「……エ……ル……」

　幼おさな馴な染じみの名前を紡つむごうとした声は、体中を貫つらぬいた衝しよう撃げきによって粉こな々ごなに砕かれた。

　いつの間に打ち出したのか──七本にも及ぶ白木の杭くいが、フェレットの身体からだの彼方かなた此方こなたを貫いている。

　そのうち四本は手足の腱けんを正確に打ち抜き、勢いで仰あお向むけに倒れた少女の身体からだは、まるで標本にされた昆こん虫ちゆうのようだった。

「か……は……」

　痛みが全身を駆け巡る。どうしようもない熱を伴って、痛みは直接貫かれた場所以外の痛つう覚かくを刺し激げきし、脳みそが沸ふつ騰とうするのではないかと思わせるほどのパニックに襲おそわれた。

　そんな、聴覚が正常に働いているのかどうかも解わからないフェレットに対し──大鎧は、何の感情も感じさせない声で呟つぶやいた。

「丈夫だってのは解ったから……少し派は手でにやらせてもらうよ。そろそろ港の事務所の誰かが連絡を受けて、この船に上がってくるかもしれないからね……」




「君は──燃料だよ。あいつに絶望を感じさせる為ためのね……」

　その言葉に含まれていたのは、憎しみ。どうしようもない憎しみ。

　だが、その声には何な故ぜか──どこか自じ虐ぎやく的な色が含まれていた。





†






　眼下に倒れる少女を見て、ルーディは心の中に静かな炎ほのおをともす。

　──殺すのは駄だ目め。まだ、駄目だ。

　はやる気持ちを抑えながら、大おお鎧よろいの中の『食鬼人イーター』は倒れた吸きゆう血けつ鬼きへ向かってゆっくりと歩を進める。

　──まずは、テオの居い場所を聞き出して……それから、テオの目の前でこいつの頭を粉こな々ごなに砕いてやる……。だから、駄目だ。まだ、駄目だ。殺しちゃ駄目だ、我が慢まんしろ……。

　身動きの取れなくなった少女の頭を、鎧の重量を乗せて踏み砕きたいと考えたが、彼はその衝しよう動どうを必死になって抑えつけた。

　普通の吸血鬼に対して、ルーディは容よう赦しやは無いが決してこれほどまでに激しい感情を抱く事は無い。だが、今回ばかりは勝かつ手てが違った。

　10年近くも追い続けてきた家族の仇かたき。その手がかりが、ようやく目の前に現れたのだ。

　しかも──憎き仇と同じ姓せいを冠かんする吸血鬼。親しん戚せきかもしれないし、あるいは直接の家族かもしれない。

　──あいつに、家族がいるのか？

　それを考えると、ルーディの中に再び憎ぞう悪おの炎ほのおが燃え上がる。

　──僕の家族を全て奪ったあいつが！　僕の大事な人をみんな殺したあいつが！　自分ではのうのうと大事な家族を作って……何事もなかったかのように、幸せをかみ締めてるっていうのか!?

　気が付くと、少女の腹部に新しい杭くいが突き刺さっていた。

「……ぁ……ヵ……」

　苦しそうな呻うめき声をあげる吸血鬼の少女。だが、ルーディは一切の同情を感じない。

　──そうだ……こいつは……あいつと同じように、人間を誑たぶらかして──くそ！　あいつと同じだ！　最後の最後に、こいつも……裏切るんだ。

　ルーディはそう思いながら、フェレットの元へと更に一歩近づいた。

「……さあ、話してもらうよ……あいつは、どこだ？」

　ろくに声が出せない状態になっている吸血鬼の少女に対し、酷ひどく冷たい声で尋たずねかけるルーディ。相手が口を動かさないところを見て、まずは足を折ろうと自らの片足を宙に浮かせた。

　だが、ある程度まで足を上げたところで、鎧は不意にその動きを止める。

　拷ごう問もんを行う事を決めた際、彼は一瞬だけこの場所でやるべきかどうか迷った。過去の自分と同じように、吸血鬼に誑かされている少年の事が気になったからだ。

　──あの子には少し辛つらいものを見せることになるだろうが──知ったことではない。あの時の自分よりは、全然ましだ。……ましな筈はずだ。

　そして──チラリと少年を投げ飛ばした方に目を向けたが──

　──……いない？

　投げ飛ばして気絶しているとばかり思っていた少年が、いつのまにかその場から姿を消している。あの衝しよう撃げきでは、動けたとしても歩くのが精せい一いつ杯ぱいだと思われる状態で、一体何ど処こに行ったのだろうか。

　──逃げた、か。

　恐らく命の危機を感じた少年は、そのまま船の甲かん板ぱんから逃げ去ったのだろう。だとすれば、これから吸きゆう血けつ鬼きを虐しいたげるのになんの引け目もない。ただ、下で人を呼ばれてはやっかいなので、早く済ませる必要があった。

　とりあえず足を折ろうと、振り上げた足を下ろし始めながら視線を元に戻したその瞬間──

　ルーディは目を強く見開き、真正面に振り下ろそうとしていた足を慌あわてて横にずらして着地させた。バランスを崩したルーディは思わず転倒しそうになるが、なんとかその場に踏みとどまった。

　──……こいつ。

　それまでフェレットが居た場所には、一つの新しい影が覆おおいかぶさっていた。

　先刻投げ飛ばした筈はずの、ミヒャエルと呼ばれていた少年だ。

「フェレット……」

　少年の眼中に、既に大おお鎧よろいの姿は無い。

　ただ、目の前の少女を助けようと、彼女の体に刺さった杭くいを抜こうとしている。吸血鬼にとっては、白木の杭くいが刺さり続けている方が、抜いた後の失しつ血けつよりも深しん刻こくなダメージになる事が多い。それを知ってか知らずか、ミヒャエルは少女の身体からだを抱え起こして杭に手をかけていた。

「……やめろ」

　少し苛いら立だたしくなって、ルーディはミヒャエルの腕を摑つかんで無む理り矢や理り少女から引き剝はがした。

　過去の自分に重ねていた少年が、予想外の行動を取った事に衝しよう撃げきを受けているようだ。

　大鎧に宙ちゆう吊づりにされながらも、ミヒャエルは全く怯おびえの色を見せておらず、ぐしゃぐしゃになった右手で再び殴なぐりかかってくる。

「邪じや魔まするな……邪魔するなよ！　俺はフェレットを助けるんだ！　邪魔をするな！」

　どうやら感情が先走って、論理的な思し考こうから乖離はなれているようだ。その仇かたきが目の前に居るのに、女おんな吸血鬼を助ける事を優先して怒りも憎しみも自分の中に封じ込めているようだ。

　殴りかかってきた拳こぶしを、開いている手であっさりと摑むルーディ。だが、その手には徐々に力が込められていく。

「……邪魔なのは、君だよ」

　力が、込められていく、

　吸血鬼や『食鬼人イーター』にとっては、ただそれだけの行為だったのだが──普通の人間であるミヒャエルにとって、彼らの『力』は既に凶きよう器きの域に達している。

　次の瞬間。嫌な音がした。

　嫌な嫌な音がした。

　そして──なおも拳こぶしを握ろうとしていたミヒャエルの右手から、全ての力が完全に抜け落ちた。ところどころで妙みような方向に曲がっていた指先はそのままに、操あやつり人形の糸が切れたように、手首がダラリと首をたれた。

　それを確認したルーディは、女おんな吸きゆう血けつ鬼きへの拷ごう問もんを再開しようとする。ミヒャエルは今の圧縮骨こつ折せつの痛みで、そこら辺の床を転げまわることになるだろうと判断したからだ。

　ところが────

　ミヒャエルは、動かなくなった自分の手首を不ふ思し議ぎそうな目で見つめていたが──

「邪じやぁぁぁぁ魔まぁぁぁぁするなああぁぁぁあっ！」

　折れた腕を振り回し、尚なおも鎧よろいに一いち撃げきを加えようとする。

　──こいつ。

　人間の少年に対する苛いら立だちが、ほんの僅わずかに強くなった。

　どうしてこれだけ苛立たしいのか、自分でも理解できない。いや、理解してはいけない。そんな思いに支配されたルーディは、それ以上考えることを諦あきらめた。

　次の瞬間、ミヒャエルの肩に、白木の杭くいが突き刺さる。

　急所は外しているものの、抜けば大量の出血は免まぬがれない。激しい痛みは周囲の神経を圧迫し、呼吸や視覚にすら障害が出る可能性がある。

　それだけの行為をただの人間に行った後──ルーディは僅かに冷静さを取り戻し、

「はっきり言う、無む駄だだよ。君にどれだけ根性があろうが、この状況を打開することなんかできはしないんだからさ」

　無力な人間に呟つぶやきながら、彼は気が付いた。

　──こんな物言い。まるで、テオの奴やつみたいじゃないか……！

　自分の最も憎い男と今の自分が重なっていることに気付き、ルーディは慌あわててその感情を否定した。先刻から自分の感情を否定してばかりだという事に気付き、彼は自分が通常の精神状態から大きくかけ離れていることを思い知らされる。

　そもそも、普段ならばこんな人目につくようなマネはしない。全てはバルシュタインという響ひびきに狂わされているだけだ。

　──だが、そんな名前に振り回される事も──もうすぐ終わる。

　テオドシウス・Ｍ・バルシュタインの居い場所さえ解わかれば、後はどうとでもなればいい。『緑』のジグムントや『紫むらさき』のメルヒルム、『青』のカルジミールに従う理由も無くなる。居場所さえ解れば──あとは、奴やつを苦しめるだけ苦しめて、殺すだけだ。

　この世から消し去るだけだ。

　改めて仇かたき討うちを決意するルーディの足元から、死にかけのカエルのような呻うめき声が聞こえてきた。

「ああぁ……あ……ぁ……く……く……」

　それは、肩から杭くいを生やし、腕を痙けい攣れんさせながら倒れているミヒャエルだった。

　ようやく痛みが脳を支配し始めたのか、それまでの感情の色が消えている。

　彼は、無事な左腕ですがるように大おお鎧よろいの足元を摑つかみ、先刻までの強気な態度とは違った、今にも泣き出しそうな声で言葉を絞しぼり出した。

「……たす……。……たす……けて……」

　情なさけない懇こん願がんの声を聞いて、それまでの苛いら立だちが噓うそのように消えうせる。

　大事な人よりも、自分の命を優先させるその姿を見て──ルーディは、過去の自分の行いと重ね合わせる。

　──そうだ。それでいいんだ。君は人間だ。吸きゆう血けつ鬼きのことなんか忘れて生きるといい。

　ミヒャエルの命いのち乞ごいを肯こう定ていすることは、かつての自分の行いを肯定する事に他ならない。遠まわしに彼は『かつての自分の行いは、人間として仕方の無い選択だった』と認めたかった。それが、何の解決にもならない事を知りながら──ルーディは、自分で自分を肯定したかったのだ。

「ころさ……ないで……くれ……くだ……さい」

　──人間は、御お伽とぎ噺ばなしの中に入ってはいけないんだ。ただ、遠くから、別の世界から眺ながめるだけ。それが、人間に課せられた本分なんだ。

「ああ、君は殺さないよ……命乞いをした奴やつは殺さないし、なにより君を殺す理由がない」

　少し嬉うれしげに呟つぶやきながら、ルーディはミヒャエルにそっと手を差し伸べた。

　重症ではあるが、致ち命めい傷しようではない。この傷を教きよう訓くんとして、この少年は今こん後ご吸血鬼と関わりを持とうなどとは思わないだろう。そうすれば──あんな悲劇は起こらないんだ。

　だが、身み勝がつ手てな理り屈くつを脳内で繰り返すルーディを前に、ミヒャエルは言葉の続きを絞り出す。




「俺は……俺の事はどうしようが……殺しても……いいから……っ！　フェレットは……フェレットは殺さないでくれ……お願い……だ。お願い……だよ……」




　刹せつ那な、ルーディの世界は完全に凍りついた。

　差し伸ばした右手を硬く握り締め、そのまま全身の筋肉と神経を強こわ張ばらせる。

　──なん……で。

　今のミヒャエルの言葉は、過去のルーディを全否定する言葉だった。

　実際はそんな事は無いのだが、今のルーディにとっては、否定の言葉に他ならない。

　──なんで、こいつは……吸血鬼の命なんかを……選ぶんだ……？

　何かの聞き間違いだ。そう思いたがるルーディを嘲あざ笑わらうかのように、ミヒャエルはヨロヨロと立ち上がりながら、尚なおもフェレットを守るように、彼女の前に庇かばい立つ。

「フェレットは……殺させ……ない……ぞ……」

　その行為も言葉も、ルーディには信じられなかった。致ち命めい傷しように達していないとはいえ、ミヒャエルの傷は己おのれの死を予感させるには十分な深さの筈はずだ、死というものを理解できないような人間とも思えない。

　──僕はあの時……姉さんの命を無視して……あいつに、あんなやつに無ぶ様ざまに命いのち乞ごいをしたっていうのに……なんでこいつは！　家族でもない！　吸きゆう血けつ鬼きなんかの為ために！　あんな奴の一族なんかの為に！

　混乱する。

　混乱する。

　ルーディの目の前に、過去の光景が甦よみがえる。

　夢の光景が甦る。

　起きながらに夢を見て、あの時の命乞いをした自分が目の前に立っている。しかし──もう、ミヒャエルとその子供の姿は重ならない。

　むしろ、尚なおも吸血鬼を庇かばうその姿は崇すう高こうにすら思え、横にいて涙を流している自分の『過去』が、とても情なさけない存在に見えてくる。

　──こいつが、あの時の僕よりも年上だからか？　だから人の為に命を投げ出す事ができるのか!?

　そう考えながら、彼は『もしあの事件が起こったのが、もっと後だったら？』という事を想像してしまう。

　だが、『食鬼人イーター』としての力を持つ現在の自分ならまだしも──ただの人間として過ごしていた自分は、結局何なん歳さいだろうが同じ反応しかできないのではないだろうか？

　──なら、なら、今の僕はどうだ!?　今のこいつと同じ状況で……あの日と同じ状況で……僕は……なんであいつと同じ事をしてるんだ？

　先せん刻こく否定したはずの思いが、再び心にもたげてくる。

　しかも、目の前にいる男は、自分に負けていない。なおも、大事な者を守ろうと立ち向かって来るではないか。

　それはつまり──

　──僕は……あのテオの、劣れつ化かコピー……なのか？　今の僕は……僕は……

　──違う！

　──違う違う違う　　　違う　　違う　違う違う　違う違う　　違う違う　　違う　違う　違う違う　　違う　　違う　　　　　　　　　　違う違う違う違う違う　　違う違う　　違う　違う違う　違う違う違う　　違う違う違う　違う違う　　　　　違う違う　違う　違う違う　　　　　　違う　　　違う　違う　違う　違う　　　　違う　　違う　　違う　　違う　　　　　　　　　　　　　　　違う　　違う　　　違う　　　違う　　違う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　違う　　違う　　違う　違──……………

　──そうだ。違う。

　──足りなかった。足りなかったんだ。

　──このミヒャエルとかいう子に与えた恐怖が、足りなかったんだ。

　──そうさ、僕が受けた心の痛みはあんなものじゃなかった。

　──再現しなきゃ。

　──もっと痛みを。もっと痛みを──




　ルーディの心はこの瞬間、完全に混乱に飲み込まれた。

　ミヒャエルの肩に、新たな杭くいがもう一本突き立った。

　もはや悲鳴を上げることもできない少年の腕を摑つかみ──そのまま再び、甲かん板ぱんの反対側へと投げつけた。

　そして、その結果を見ようともせずに、倒れている女おんな吸きゆう血けつ鬼きの方に向き直る。

　──そうだ……そうだ！　あいつは、あいつはまだ裏切られてないからだ！

　──まだ、吸血鬼に裏切られてないから……だから僕と違うんだ！







「お前を殺さないのに、もう一つ条件が増えたよ」

「……」

　息も絶え絶えに、うっすらと目を開けるフェレット。

　果たして先刻のミヒャエルと大おお鎧よろいの会話は耳に届いていたのか、その判別が難しい程ほどに彼女は消しよう耗もうしきっていた。

　だが、彼女は基本的には『不ふ死じ身み』の身の上だ。

　流れる水にも杭にも日光にも負ける事無く、城の地下に居る『博士』が言うには、恐らくは燃やされて灰になっても、時間をかければ復活できる可能性が強いそうだ。博士は実験したがっていたが、フェレットは丁てい重ちように断った。

　おそらく大おお鎧よろいはそれを知らないから、殺すなどと脅おどしているのだろう。

　だが──不死身といえども消耗はするし、精神的にも無敵というわけではない。

　しかし、そんな事を言っている場合ではない。体中に刺さった杭が、なかなか筋肉と内臓の再生を許さず、このままでは本当に細こま切ぎれにされかねない。

　フェレットは、それも一つの手かと考えた。とりあえずここで自分が細切れになれば、この大鎧は流石さすがに自分が死んだと思うことだろう。そうすれば、この場はなんとか逃れる事ができる。杭を外し、完全に再生した暁あかつきには、思い知らせてやる。彼女は心の中でそう決意していた。

　──自分と────…………ミヒャエルを傷つけた事を。

　だが、大鎧は次に意い外がいな事を呟つぶやいた。

「……あの、ミヒャエルとかいう奴やつの──右腕を切り落とせ。君が──その手でね」




「何を……言っていますの……？」

　ようやく声を出せるまでに回復した肺が、呆あきれたような言葉を紡つむぎだす。

「そんな事に……なんの意味がありますの？　少しおかしいのではありませんか？」

　突然告げられた言葉に、フェレットは心しん底そこ疑問の声をあげる。

　だが、どちらにしろそんな要求を吞む必要は無い。勝かつ手てに切り刻むならば切り刻めばよい。磨すり潰つぶしたければ磨り潰せば良いのだ。

「意味なんて無いさ。なんとなく──むかつくんだよ。お前らが。本当なら殺してやりたいところだが──僕は人間を殺すのは嫌だし、お前にはまだ聞きたい事がある。なら──この苛いら立だちはどうすればいい？　お前なんかに、お前みたいな奴に与えられたこの苛立ちを、僕はどうすればいいんだ？」

　フェレットにとっては、そもそも何を相手が苛立っているのかが解わからない。吸きゆう血けつ鬼きである自分だけならともかく、何な故ぜミヒャエルまでが巻き込まれなければならないというのだ。

　彼女は力を振り絞しぼってそれを指摘しようとしたが──鎧よろいの中から聞こえる相手の声に、先刻から強まりつつあった狂気が更に膨ふくらんだのを感じ取り、何を言っても無む駄だだろうと判断した。

「……なんとか言おうよこっちがむかついてるって言ってるのに謝ることもできないのか化ばけ物もの」

　沈ちん黙もくするフェレットが気に入らなかったのか、鎧は彼女の足に刺さった杭くいを強く踏みつける。

「くぅッ……」

　悲鳴など上げたくはなかったが、神経の叫びに圧迫された肺が思わず空気を漏らしてしまう。苦しむフェレットを前に、鎧は杭に徐々に体重をかけながら苛立ちの言葉を捲まくし立てる。

「だからお前が証明しろって言ってんだよ吸血鬼みたいな化物と人間なんかは絶対に絶対に絶対に絶対に仲良くなれない存在なんだってのをよ自分の命に比べりゃ人間の腕の一つや二つすぐに切り落としてやるってよ自分が化物だってことを証明してやれよなあそうだろおい！」

　息継ぎも無しに叫ばれたその言葉に、もはや欠片かけらも倫りん理り的な思し考こうは見られない。

　何度も何度も踏み躙にじられる杭は、衝しよう撃げきをダイレクトにフェレットの全身へと駆け巡らせる。今までに味わったことの無い痛みだ。かつて──これほどまでに直接的な殺意と痛みを与えられた事は無い。

　やがて、脳が痛みの感覚を伝えなくなり始める。脊せき髄ずいに障害が出たのか、痛みだけではなく、その他の感覚も麻ま痺ひし始めた。

　だが、まだ口は開く。

　言葉は伝えられる。

　フェレットは動きの明らかに鈍くなっている肺を動かしながら、凍る瞳で大おお鎧を睨にらみ付け、言った。

「……哀あわれな……殿との方がたですわね。私がそんな安い女に見えまして？　自分の命如ごときと引き換えに……言いなりになるような女に……！」

　見み下くだしたような態度を取ったフェレットの腹部に、新たな杭くいが一本突き刺さる。

「……ッ……ぁ……」

「……まだ、死を実感できてないみたいだなお前は」

　鎧よろいの中の声が、一気に醒さめたのが解わかる。

　そして──冷え切った言葉が、また即そく座ざに沸ふつ点てんに達するのも感じられた。

　フェレットの細い体に何度も何度も足を振り下ろしながら、大おお鎧は喧けん嘩かする子供のような調子で震える吐と息いきを叫びに変える。

「自分の命如きだと？　命を安く見やがって……そう言いながらもお前らは、自分が死ぬ事なんて微み塵じんも考えてないんだろう！　それがお前ら吸きゆう血けつ鬼きの一番腹立たしいところだ！　自分達が安全なところにいるからって、誰からも罰を受けないからって……お前らは！　お前らは……人間の命を蟻ありみたいに踏み潰つぶす！　僕達人間が蟻や雑草を悪戯いたずらで踏み潰すのと同じ感覚で、お前らは人間の命を弄もてあそんできたんだ！」

　何度も何度も何度も何度も何度も足が踏み下ろされる。

　何度も何度も何度も何度も踏み下ろされる。

　何度も何度も何度も……

　下半身のみならず、上半身までも麻ま痺ひしてきたフェレットは、薄れゆく意識の中で、ミヒャエルが無事かどうかを確認したかったが──上半身を起こす事もできない現在の状態では、それも無理な話だろう。

　だが、彼女は聞いた。

　まだ麻痺から免まぬがれていた聴覚は、その声を確かに聞いた。

「ふざけた理り屈くつで……フェレットを……蹴けるなよ」

　息も絶え絶えの、力無き断だん末まつ魔まのような声を。

　そして、彼女は見た。

　まだ光を感じる事ができる目は、その光景を確かに見た。

　──逃げて……

「じゃあ……蟻から見たら……人間だって……超酷ひどい奴やつじゃん……か……」

　──殺されるから、早く逃げて！　私なんか放っておいて、早く逃げて！

　フェレットは、口を開いてそう叫ぼうとした。

　だが、動かなかった。

　目と耳はまだかろうじてその機能を果たしたが、口と喉のどが想像以上に言う事をきいてくれない。それは、身体からだのダメージだけではなく、精神的な動どう揺ようも多大に影えい響きようを与えていたのだが。

「……まだ、動けたのか。ダメージだけじゃない。あれだけやられてもまだ僕に向かってくる、その根性は凄すごいと思うよ」

　声のトーンを落としながら、大おお鎧よろいはミヒャエルに淡たん々たんと告げる。

「でも、動かない方が良かった。このままだと、この吸きゆう血けつ鬼きよりも先に君が死ぬぞ」

「……お前、なんかに、フェレットが、殺せる、もんか……」

「殺せるさ」

　途と切ぎれ途切れの言葉を、大鎧は強がりだと受け取ろうとしたが──

「フェレットは、凄い、吸血鬼、なんだぜ……、弱点、なんか、無い、んだ。水にも、火にも、杭くいにも、十字架かにも、負けない、特別な、吸血鬼、なんだ……だから、粉こな々ごなにしたって……バラバラにしたって……絶対に死んだりしないんだ……！」

　──バカ！　それを今ばらしてどうするのよ！　私はともかく、そんな事を言ったら貴方あなたが何をされるか……！

　動けない上に叫べない自分を呪のろいながら、フェレットはなんとか己おのれの身体からだから杭くいを抜こうと身体をよじろうとするが、もはやそれすらも叶かなわない状態だった。

「だけど、さ……だからって、フェレットを、傷つけるのが、許せる、わけ、ないだろ……だけど、俺に、は、何も、できないんだよ……だけど……違うだろ……フェアじゃないだろ……こんなのよ！」

「何が言いたいんだ、君は？」

　徐々に語気を強めるミヒャエルに対して、大鎧は静かに意識をそちらに向けた。

　──フェアじゃない？　力の差がありすぎるとでも言うつもりか？　ふん、吸血鬼相あい手てにフェアも何もあるものか。そもそもこれはスポーツや決闘ではない。狩かりであり……復ふく讐しゆうなのだ。

　大鎧はそう考えたが、目の前の少年は、そんな思いを全く無視する形で叫ぶ。

　息を大きく吸い込み、全身の骨と筋肉が痛むのも気にせず、叫ぶ。

「なんで……なんでお前は……俺を殺さないんだよ！　お前が……お前が本当に腹を立ててんのは、俺に対してだろ！」

「──ッ！」

「俺はバカだけどさ、そのぐらいの事はわかるよ！　バカにすんな！　なんで、なんでそれなのにフェレットを殺そうとすんだよ！　俺を殺せよ！　『食鬼人イーター』だからって！　吸血鬼ハンターだからって！　吸血鬼を憎めば全部解かい決けつするなんて思うな！　畜ちく生しよう……畜生！　だからやるなら俺をやれよ！」







　──見み透すかされた。




　──目の前の少年に、自分の心が見透かされた。

　それはまるで、大事な物を踏み躙にじられて汚けがされたような感覚だった。

　ほんの僅わずかに──悪あく夢むの中と同じ味が心の中に染み渡る。

　過去に、あの吸きゆう血けつ鬼きが自分の『弱さ』にズカズカと踏み込んできたように、今、まさに目の前の少年が自分の『弱さ』を曝さらけ出させようとしている。




　──見み透すかされた。

　──僕よりも──僕よりも幸せな奴に！

　──なんだこいつは？　どうして、僕の心が解わかる！

　──吸血鬼

　──解ったような口をきくなって言いたいけど……ああ、図ず星ぽしだ、図星だよ、人間。

　──僕は君に嫉しつ妬としてる。

「解ったような……」

　──だけど、だけど言わせてもらう。叫ばせてもらう────

「……何も知らない癖くせに……解ったような口をきくなぁッ！」

「お前の事情を知ってたら、こんなこと言うもんか！」

　──聞こえない……事にした。

　──ああ、聞こえない、いま僕は、何も聞かなかった。

「……。いや、もういい。何も喋しやべらないでくれ。……君は、あれだろう？　吸血鬼に取り入って、自分も吸血鬼にして欲しいんだろう？　そうだよねえ。永遠の命の為ためだったら……そのぐらいの傷はなんとでもないってところか」

「俺は──」

「黙れ！」

　──ああ、解っている。嫉しつ妬とだ。自分でも理解してる。理解してるから、いいだろ？

　──俺は、これから君を殺す。

　──気配は感じないけれど……君は吸血鬼だ。そういう事になったよ。

　──だから、殺してもきっと心は痛まない。嫉妬してる相手を殺すんだからね。

　──なあに。きっとすがすがしい気分になれるさ。

　──大丈夫、俺は──俺は──

　──自分に言い訳するのは、昔から得意だから。

　そしてルーディは、目の前の少年の頭部に『杭くい』の照しよう準じゆんを定め────




「ひゃああぁぁっぁあ、な、な、なにさしてるだ、おめさがた！」

　甲かん板ぱん上に突然響ひびいた、第三者の声。

　ルーディがハッとして周囲を見渡すと、そこにはタラップの下などから作業着姿すがたの男や子供を伴った家族連れ、サラリーマン風の男など、騒ぎを聞きつけたと思おぼしき人々が次々と甲かん板ぱんに上がり始めていた。

　そして、その先頭に立つ老ろう婆ばが、曲がった腰をよろめかせながら駆け寄ってきた。

「あんれ！　なしてさこんなことするだ！　……この子達が、おんしに何ばしよったっていうでか……」

　──しまった。時間をかけすぎたか。

　このままでは警察が来るのも時間の問題だろう。それ以前に、自分の姿をこれだけの人間に見られた時点で問題ではあるのだが。

　だが、今の彼にとってはメルヒルム達の機き嫌げんを窺うかがう余よ裕ゆうも理由も無い。とにかく今は、目の前の『手がかり』を摑つかんでこの場から退しりぞく事を考えるべきだ。

　ルーディはそう判断した。一般人を蹴け散ちらす事などは容易たやすいが、無む駄だな時間を過ごしている暇ひまもないのだ。

　──その前に、この男を殺しておくか。

「ありゃりゃ、こりゃーお医者様さ呼ばねば駄だ目めだでや！」

　殺気を膨ふくらませるルーディを、いちいち老婆の言葉が邪じや魔ましていた。ダブダブの服を揺らしながら、フェレットとの間に立つように割って入る。

　──くそッ、次から次へと……。

　──……？

　苛いら立だたしげに老婆に目を落としたが──そこでルーディは、妙みような違い和わ感かんに気が付いた。

　──何かおかしい。

　──何だこの違和感は。

　人としての生活から遠く離れていたルーディは、その違和感の正体に気付くのに僅わずかな間を必要とした。

　そして──その間は、彼にとって致ち命めい的な隙すきを生み出してしまった。

　──そうだ、このお婆ばあさんも、周りの奴やつも──大おお鎧よろいがカップルを血まみれにしているっていうのに……誰も、『恐怖』の感情を見せていな……ッッッッッッッ


　ッ　ッ　ッ　ッ




　　　　！　！　！　！




　　　　　　？　？　？　？



　違和感の正体に気付いたその瞬間、彼の全身を鋭い衝しよう撃げきが突き抜ける。

　最初は、大たい砲ほうで撃うたれたのかと思った。

　巨大な『音』に身体からだを直ちよく撃げきされたかのように、荒々しい振動が全身を震わせた。

　痛みよりも先に『痺しびれ』が全身に回った為ために、一体何ど処こから攻撃が加えられたのかが特定できない。ルーディが慌あわてて周囲に視線を巡らせると──そこには、いままで居なかった異い形ぎようの姿があった。

「なんとか言ったらどうだでや、小こ僧ぞうっ子」

　喉のどの奥から低く唸うなる、獣けもののような声。

　だが、言葉の内容は、先刻まで目の前にいた老ろう婆ばとまるで変わりは無い。

　しかし──目の前に立っているのは、老婆とは似ても似つかぬ存在だった。

　つい一瞬前まで、ルーディの鎧よろいはこの場に居る誰よりも背が高く、全ての相手を見下ろすような高低関係になっていたはずだ。

　だが──現在目の前にいる白い毛の塊かたまりは、最低でも鎧と同じぐらいの背せ丈たけがあった。

　ダブダブだった筈はずの服は、ピンと張って丁ちよう度ど動きやすい形に合わさっており──その長く伸びた口元からは、もうすぐ夏だというのに白い湯気が見て取れた。

　服の袖そでから見える全ての皮ひ膚ふには人間とは異なる体毛が生え、手の先には鋼はがねの刃やいばよりも鋭く思える爪が光り、その瞳には、目を合わせた全ての者を射しや殺さつすような強い力が漲みなぎっている。

「人じん狼ろう……ッ！」

　相手の正体に気付き、ルーディは思わず声をあげる。

　──この娘の使つかい魔まか!?　それとも……それともアイツの!?

　どちらにしろ、この観衆の中で人狼に変へん化げするなどと、正気とは思えなかった。

　自分達の姿を現すという事は、それだけ敵を多く作るという事に他ならないのだから。

　そんな疑問を感じている間に、今度は鎧の後頭部に衝しよう撃げきが走る。

　咄とつ嗟さに目を向けると、家族連れの中の、10歳さいぐらいと思おぼしき子供が──目だけを狼おおかみのそれに変化させて、高々と飛び上がり足そく刀とうを叩たたき込んでいたのだ。

　──速い。

　子供だからといって油ゆ断だんしたわけではない。正直に言うと、油断する暇ひまさえ無かった。

　慌あわてて後を追ってきた父親が少年の襟えり首くびを摑つかんで引き戻したが──その動きも、人間の動きを遥かに凌りよう駕がする早さだった。

「こいつ！　フェレットの姉ちゃんとミヒャエルの兄ちゃんを苛いじめるな！」

　首根っこを押さえられながらも、手足をブンブンと振り回しながら声を張り上げる子供。そして──その様よう子すを見ても、完全に人狼と化した老婆を見ても──甲かん板ぱん上の人ひと垣がきは、欠片かけらも動どう揺ようを見せてはいない。

　ただ、彼らの瞳に共通して見られるのは──自分に対して向けられている、深く静かな怒りの色だった。

　──まさか、こいつら、みんな人狼か!?　こんな真まつ昼ぴる間まに……！　こんな大おお人数で!?

　驚きよう愕がくするルーディを前に、髪を赤や青に染めて、鼻や耳にピアスをしている血の気の多そうな男達が口を開く。

「おい……どこの誰だかはしらねえが、フェレットのお嬢じよう様に何やってんだ手前てめえ……」

「ハンター……じゃあねえよな？　なんでミヒャエルの坊ぼう主ずまで殺そうとしてんだよ」

「まあいいじゃん。とりあえずぶっ殺しちゃおうぜこいつ」

「いや……生け捕りにしろ。背後関係を吐かせる」

「ゾブ婆ばあさん、俺ら全員で助すけ太だ刀ちすっぜ」

「フクロにしちまおう。話はそれからだ」

　次々と前に出る男達。その目は既に人間のそれとはかけ離れており、今にも人じん狼ろうへと変へん化げしかねない雰ふん囲い気きだ。

　目の前の人狼から喰らった一いち撃げきと、その後に見た子供の速さ。

　全力を出した成せい体たいの人狼が、まさか子供よりも遅いとは思えない。そう考えると──この集団の実力は──

　──強い、ね。この前の廃はい坑こうの連れん中ちゆうとは段違いだ。

　ただ単純に、より強い肉体を持った一族なのか、それとも廃坑の連中とは違って自分を鍛きたえ続けたのかは解わからない。だが、あの速さでそれなりの眼力があれば、必殺の杭くいも止められてしまう可能性が高い。

　──……鎧を脱げば、勝てない事も無いけど……。いや、テレジアが居ない今、単独でここまで無む茶ちやはできないか……。

　フェレットとミヒャエルは、既に老ろう婆ばが変じた銀毛の人狼に抱えられている。そして、他の人狼達たちも徐々に身体からだを変化させていく。

　──くそ！　どちらにしろ、あの女おんな吸きゆう血けつ鬼きには逃げられるか……せっかくの……せっかくの手がかりが！

　ルーディは忌いま々いましげに舌した打うちをすると、僅わずかに膝ひざを折って身を屈かがめ──そのまま勢い良く甲かん板ぱんを蹴けりこんだ。

　大たい砲ほうのような音と共に甲板の一部がへこみ、その反動を使って、ルーディは己おのれの身体を宙高く舞い上がらせる。だが、飛んだ先は甲板の横。港とは反対側で、海面が広がっている側だ。

　そして──ルーディは己の纏まとう鎧よろいを鉄骨のように伸ばし、そのまま海面へと向かって垂直に落ちていった。

　先刻とは異なる種類の爆音が響ひびき、立ち上った水しぶきは甲板にまで水滴を運ぶ。

　人狼の何人かは、慌あわてて甲板の淵ふちから海を覗のぞき込んだが、当然ながら大おお鎧が浮いてくる様よう子すは見られなかった。

「自殺か？　俺らには勝てないと判断して……？」

「いえ、あれだけの跳ちよう躍やくができるのよ。鎧を着たまま泳げたって不ふ思し議ぎじゃないわ」

「……つまり、逃げたのか？」

「追うか？　ゾブ婆」

　人狼達が、自分達の最年長である銀毛の狼おおかみに目を向ける。

　だが、ゾブと呼ばれた人じん狼ろうは首を横に振りながら、低い声で人狼達たちへの唸うなりを上げる。

「まずは、ミヒャエル坊ぼうを病院だでや。フェレットお嬢じよう様も、すぐに杭くいを抜いてやらんと……。あいつを追っていくのはやめとくがええきに。泳いで追っても、一対たい一なら多分勝てんで」

　相手の実力を見抜きながら、ゾブ婆ばあは静かにフェレットの身体からだを横たわらせた。

　ミヒャエルは安心したのか完全に意識を失っており、寝ね言ごとのようにフェレットの名前を呼び続けている。

　フェレットは僅わずかに意識が残っていたのか、目を薄く開けながらゾブ婆と目を合わせる。

「すまねだな、フェレット。わしらぁすぐ近くで祭りの準備を手伝ってただども、ミヒャエル坊とは二人っきりにしといたらええと思ってただでなあ……つい、目を離してしもうたでな」

　申し訳なさそうに目を伏せる人狼を前に、フェレットは、ミヒャエルが自分の名を呼んでいる事に気付き──安あん堵どの笑みを浮かべて、ゆっくりと意識を闇やみへと落としていった。





†






午後　グローワース島　南部海岸




　鎧よろいの彼方かなた此方こなたから水をこぼし、ルーディは人ひと気けの無い海岸に上陸した。

　砂浜の多い海水浴場とは違って、磯いそが多く釣つりのスポットという雰ふん囲い気きだ。

　だが、今日は多くの島民が祭りの準備に追われているのか、海岸はおろか、傍そばを走る道路や住宅街にも人の気配はまばらだった。

　──一いつ旦たん、身体を落ち着けるには好こう都つ合ごうか。

　岩場の影に身をかがめながら、ルーディは全身からゆっくりと力を抜いていく。

　──それと、精神もね。

　先刻の自分を思い出して、自分は何な故ぜあんなにも腹立たしかったのか不ふ思し議ぎになる。

　理由はあった筈はずだ、確かあの少年に関する事だ。

　だが、ルーディはそこで思い出すのをやめた。

　無む論ろん、すっかり記き憶おくから抜け落ちたわけではないが──考えればまた熱くなるのは目に見えている。そして、そのわだかまりをぶつける敵はこの場に居ない。

　──無む駄だな労力を使うのはよくない。あの女おんな吸きゆう血けつ鬼きは、ジグムントの仕事とやらに付き合ってる間に、テレジアと一緒になんとかしよう。

　そして次に、最後に現れたあの人狼の集団の事を思い出す。

　──なんだ、あいつらは……。この島の吸血鬼の手て下しただろうが、あんな規模は珍しいな。……しかも、あれで全員かどうかも解わからないし……。

　──さて、どうやってテレジア達と合流しようか……。

　そこまで考えて、油ゆ断だんした彼は、つい先刻の事を思い出してしまった。

　あの、ミヒャエルという少年に、自分の事を見み透すかされた事を。

　超えられない自分の過去を、あの少年があっさりと超えた事を。




　それを思い出すと同時に、彼はその場で静かに立ち上がり──

　海の彼方かなたまで響ひびき渡るような、長い長い咆ほう哮こうをあげた。




　永遠に続くかと思われた咆哮が途と切ぎれる頃──

　少年は、鎧よろいの中で泣いていた。







[image: ５章　緑の軍隊は静かに進行し]






















『それ』は、既にこの島に侵しん入にゆうしていた。

　深い所にもぐりこみ、手は浅く広く伸ばし続け──

　今日というこの日の瞬間──閉じていた手を、大きく大きく広げて見せた。




　まるで、何かを摑つかみあげようとするかのように────
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　バルシュタイン城　正門前




「一言お願いします。こちらには今晩からの祭りの会場の視し察さつに？」

「はい、そうです。我が町が誇る建築物ではありますが、海外からの観光客も多く集まる手前、やはり私自みずからが現場の確認をしたくなりましてね」

「なるほど……海外からのプレスも多く集まっていますが、なにか一言」

「カルナルド・シュトラスブルクという人物を通して、グローワース島の歴史や文化に興味を抱いていただければ幸いです。その為ために、我々は努力を惜しみません」

　レポーターからの言葉を受けて、背広姿すがたの男は爽さわやかな笑顔をカメラに向けた。

　周囲には活気と喧けん騒そうが満ち満ちており、所々にテレビカメラを引き連れた取材陣じんが見受けられる。

　普段は荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを湛たたえている中庭には様々な装そう飾しよくが施ほどこされ、庭園をライトアップするための照明器具が次々とセットされている。何日も前からリハーサルをしているはずだが、他の装飾作業の邪じや魔まにならないようにいちいち外していたようだ。

　このカルナルドが宮きゆう廷てい画家として仕えたというこの城には、彼のデザインしたものが山ほどあるらしい。この広い庭園もその一つで、普段は観光客が自由に歩き回れるようになっている。

　庭園は確かに見た感じ気持ちの良い造りになっているのだが、心が落ち着くというよりも──寧むしろ心をざわめかせるような、そんな『賑にぎやかさ』が感じられるデザインだ。

　それを祭りの実行委員も理解しているのだろう。祭りの期間中は照明などで派は手でにライトアップをしてイベントの中心地となるバルシュタイン城を飾ることになる。

　城の周辺だけでなく、町の住民達も祭りの準備に積極的に参加しており、商店街や大通り、港などにも様々な装飾が施ほどこされる。

　島全体が祭りを祝うムードとなって、今晩のオープニングセレモニーに向けて、空気は確かにその温度を上昇させつつあった。




　その空気に水を差すように、レポーターの一人が背広の男にマイクを向ける。

「港で先刻、ちょっとした騒ぎがあったと聞いていますが……」

「……？　さて、まだ私の耳には届いておりませんが……すぐに確認しましょう。ですが、御安心下さい。祭りの際の警備は万ばん全ぜんを期しております。ですが万まんが一いちという事もありますので、祭りの際は皆さんは節度を持ってお楽しみ下さい」

[image: ]

　背広の男は、そう言いながら秘書を引き連れて城の中へと移動し──誰もついてこなくなった事を確認して、懐ふところから出したサングラスをそれまで使用していた眼鏡めがねとかけなおす。

「……ったく、港だぁ……？　おい、警察に連絡して調べとけ」

　傍かたわらにいる秘書にそう声をかけて、男はズカズカと城の奥へと歩を進める。

　そして、『立ち入り禁止』の看板の奥に、なんの遠えん慮りよもなく足を踏み入れた時──その人ひと影かげは、唐とう突とつに彼の前に現れた。

「お待ちしておりました。ヴォッド市長」

　まるで最初からそこに存在していたかのようなたたずまいで、緑色の服を着たメイドが深々と礼をする。

「バルシュタイン様は貴方あなたとの会見を特別に許可なさいました。どうぞこちらへ……」

「ふん……特別に、だぁ？　伯はく爵しやくはそんなこた言ってねえだろ？　主人の言葉に勝かつ手てに色つけていいと思ってんのか？　雌めす犬いぬが」

　そこまで言うと、秘書はニッコリと笑いながら言葉を返す。

「図に乗らないことですね、半人半鬼ダンピールのろくでなし風情ふぜいが」

「おーおー、そいつは差別って奴やつじゃねえのか？　俺以外のダンピールがそんな事を聞いたら心臓ハートが傷ついて灰になっちまう」

「御安心を。貴方以外のハーフの方々に対しては、そんな事は思いつきもしませんから。ただ、貴方を見ていると、他のハーフの方々までこうなのではないかと勘かん違ちがいをしてしまいます。ですから、他のハーフの方々の為ために、ぜひとも自害する事をお勧め致します」

　毒を隠かくしもしない言葉を紡つむぎながら──緑色のメイドは、奥にある階段へと子し爵しやくの客人を案内する。

　ヴォッドはそれ以上何も言わず、背後に秘書を伴ったまま、黙って後をついていく。

　途中、ヴォッドが一度鼻をかんで、そのティッシュを通路に捨てようとしたが──思い直したように、通路の奥にある屑くずカゴに投げ捨てた。

「あら、今日は随ずい分ぶんと殊しゆ勝しようなのですね」

　意い外がいそうな顔で尋たずねるメイドに対し、ヴォッドは静かに言葉を返す。

「うるせえ、俺も挨あい拶さつするオープニングセレモニーの会場を汚したくなかっただけだ。今日は市長の俺にとっても重要な日だからな。だからわざわざ、面つらも見たくねえ伯はく爵しやくにも、こうしてアイサツしに来てやったんじゃねえか」

　最後に一言付け加えたが、それはあまりにも小さな呟つぶやきで、メイドの耳にも秘書の耳にも、決して届く事はなかった。




「俺だって……ガキの頃から、この祭りだけは楽しみにしてんだからよ」
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　城の中に消えていくヴォッドを見ながら──『それ』は音もなく踵きびすを返す。

　ターゲットを確認した偵てい察さつ兵のように、無む駄だの無い動きで戦線を離り脱だつする。

　いや、正確には──まだこの場は戦場ではない。

　今夜から、戦場になるのだ。

『それ』はその未来を知っていた。

　予言や推測ではない。これは、計画なのだ。

「……ニーズホッグは何ど処こに消えた？　夜までにはこちらの仕事を済ませて、合流せねば……」

　淡たん々たんと呟きながら、『それ』は懐ふところから携帯電話を取り出した。

　短縮ダイヤルで何処かに電話をかけると、相手は即そく座ざに出たようで、ベルが鳴るよりも早く相手の声が聞こえてきた。

《……ジグムントか》

「はい、こちらは何の滞とどこおりも無く……同志カルジミール。……？　声から判断して、お怪け我がをなされているように思えますが？」

《心配ない。すぐに再生する。……こちらではだいぶ想そう定てい外の事が起こったが……まあそんな事はいい。修正可能な範はん囲い内ではある……何人かそちらの島に向かった。お前を止める為ためにな、【緑】のジグムント》

　携帯電話から聞こえてくる、芝しば居いがかった大おお仰ぎような台詞せりふに対し、『それ』──【緑】のジグムントは、何の感かん慨がいも見せずに静かにうなずいた。

「止められたら、私は如何いかがいたしましょう。カルジミール様」

《無視しろ。邪じや魔まをするなら黙らせろ。島に向かったのは私に逆らった連れん中ちゆうだ……。より強き力に逆らう事の愚ぐを思い知らせてやるがいい……存ぞん分ぶんにな》

「了りよう解かいしました。同志カルジミール」

　電話を切り、何事も無かったかのように喧けん騒そうの中を歩み去るジグムント。

　周囲の人間達が活気に満ち溢あふれているのに対し、一人だけ雪を纏まとったかのような静けさに包み込まれている。

　静かすぎるその男は、確かにその場で特とく異い点となっていたのだが──

　祭りへの期待に心を奪われている人々の中で、彼に気付くものは誰も存在しなかった。

　誰一人、

　吸きゆう血けつ鬼きでさえも、

　バルシュタイン城を預かる、古き時を生きる子し爵しやくでさえも────
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バルシュタイン城地下空くう洞どう　研究棟とう




　市長が城にたどり着いたのと同じ頃、研究室ではヴァルの検査が一区切りつこうとしていた。




「……よし、もうよいわ。幻げん覚かくを戻していいぞ」

『お疲れ様でしたっ！』

　全く質の違う言葉を投げかけられながら、ヴァルはゆっくりと意識を揺り起こす。

　そして──自分の身体からだに対して、魂たましいの意識をマジマジと向ける。

　──スイカ……だ。

　スイカの姿が見える。

　緑色をした艶つややかな球体で、ハロウィンに飾られるジャック・オー・カボチヤランタン頭のように目鼻の位置の皮がくりぬかれている。

　だが──これは本当の目ではない。

　これが目だとすれば、カメラも鏡かがみも使わずにこの『目』を見ている自分の『目』は何ど処こにあるというのだろうか？

　その疑問に答えるように、『博士』がニコニコと笑いながら口を開いた。

「ふむ、『教授』に見させたところ、お主ぬしの『魂』は、既に意識的には自分を人間の体と思っているようじゃな。既に視線や聴覚はそのスイカではなく、少し離れたところにある感じじゃろう？　自分で自分の全身を見られる事なんて滅めつ多たにないわい。うらやましいのう」

「いやでも……あんまり自慢できない体ですから……」

　現在、彼は全ての変身（幻覚）を解いて、生まれたままの姿になっていた。性格は、どうやら直前の体にあわせたものを引き継いだようで、口く調ちようや声は少年の姿の時のままだった。

　体を調べる際に、最初にそれを要求されて反発したのだが──結局、博士の強ごう引いんなノリに折れる事になった。

　無む論ろん、研究室の扉を完全にロックされたという事もあるが──しぶしぶながらも折れた理由には、同じ植物系けいであるセリムと会ったばかりだという事と──スイカ以上にありえない外見の『教授』が目の前にいたからという理由がある。

　それに、主に自分の体を弄いじったのは『教授』の方だ。

　他の吸きゆう血けつ鬼きと姿が大きく異なる事にコンプレックスを持っているヴァルだったが、自分よりも人間離れしている棺かん桶おけロボに弄られるのだと思うと、抵抗も薄くなる。

　もっとも、別の意味での抵抗はあったのだが。




　子し爵しやくは【そろそろ来客がある】とだけ言って、ヴァルを残して通風孔こうの中に消えていった。大量の血液が天井の穴に吸い込まれていく様さまは悪夢のようで、ヴァルは多大な不安を与えられた状態で検査を受けることになった。

　だが、予想に反して実に器き用ような手つきで体を調べられたヴァルは、これで終わりかというほどにあっさりと実験台から解放された。

　小型のＣＴスキャンや磁じ気き検査をする前に、問もん診しんと共に表面の一部を削けずられて色々調べられた。削られた際に痛みは無かったのだが、吸血鬼にしては再生が遅いようで、全ての検査が終わった今、よやく再生が完了したという次第だった。

　放射線や磁気が組織を強く破壊する事が無いと解わかってから、色々と検査を行ったが──注射だけはしなかった。

「お主ぬしの場合、どこが急所かもまだ解らんからな。針を刺した瞬間に灰になられても困る」

『そんな事になったら、ガクガクブルブルですようー』

　言われてみれば、ヴァルはそれまで自分の弱点を特に気にした事は無かった。

　特に日光や十字架かなども平気だったので、あとは自分の体が割れてしまわないように、幻げん覚かくと念ねん動どう力りよくで周囲を人の形に擬ぎ態たいしていただけだ。

　急所。

　あるいは、吸血鬼にとっての弱点。

　その言葉をリアルに想像して、ヴァルは急にうすら寒い気持ちに襲おそわれた。

　自分が死ぬ事などこれまで微み塵じんも考えていなかったが、幻覚と念動力による『力りき場ば』に守られていない状態では、うっかり誰かが踏んだだけで死ぬかもしれない。

　粉こな々ごなに砕けてから、再生できるという保ほ証しようはないのだ。再生できるかもしれないが、試したくはない。死後の世界の存在を確かめる為ために自殺するようなものだ。

　──怖くなってきた。

　とりあえず人間の姿に戻っておこうと、周囲に対して『幻覚』を見せ始める。

　再び少年の姿に戻ったヴァルは、そのまま博士達の方に向き直った。

「ふむ、服のセンスはなかなかいいんじゃないか？」

『あー、私はよくわかりませんー。ごめんなさいです……』

　しょんぼりとした声を出す棺かん桶おけロボに、ヴァルは困ったような笑顔を向ける。棺桶ロボの『教授』は網もう膜まくが存在せず、子し爵しやくと同じく『魂たましい』で直接魂を見ているそうだ。

　子爵に見られるのはだいぶ慣れてきたし、目の前の棺桶にしても人間に見られているという感覚はないのでそれほど拒絶感はない。

　ただ──先せん刻こく博士が言っていたように、いままでの自分をカメラ越しに見られていたのだとすると、この博士は常にスイカの状態である自分の姿を見ていた事になる。それを考えると、目の前の博士に対して羞しゆう恥ち心とも怒りともとれない感情が湧わき上がる。

　──そもそも、それって盗とう撮さつじゃないか！　よく城の人達は黙ってるなあ……。

　心の中でぶつくさと呟つぶやきながらも、ヴァルは手近な椅い子すに座って博士達の言葉を待った。

　検査と言っても、一いつ体たい結果として何を言われるのだろうか？　子爵に言われるままに来たものの、こんな所で一体自分は何を得られるというのだろう……。

　そんな事をぼんやりと考えていると、博士はレントゲンの結果などを見ながらフムリと顎あごをさする。ヒゲも生えていない子供の体に、その動作が似に合あわない事この上ない。

「……検査の結果じゃが……。Ａ、ハッキリと傷つくぐらいの勢いで言う。Ｂ、なるべくオブラートに包んで真実を隠かくして安心させる。Ｃ、何も言わずに神しん妙みような顔で『……可能性は、ある』と言う。さあどれがいい」

「……ろくな結果じゃないってのはよく解わかりました」

「ははは、まあ冗じよう談だんじゃよ冗談。わしは医者じゃないしな。何を言っても気楽なものよ」

「あなたがとんだ糞くそ野郎だってのもよく解りました。いえ、解ってました」

　怒りを通りこして哀あわれむような目で博士を見るが、とうの相手はまるでこちらを見てはおらず、検査の結果の紙を興味深く見つめている。

「ま、結果から言おう。おぬしは、かなりのレア物じゃよ」

「レア？」

「そ、貴重な人材じゃ。吸きゆう血けつ鬼き全体の中で、０．００１％いるかいないかという存在じゃよ」

「スイカの吸血鬼がですか？」

　だとしたら、あまり嬉うれしくはない。貴重というよりもむしろ少数派という印いん象しようを受ける。

　しかし、博士は首を振りながらヴァルの言葉を否定した。

「いや、実はスイカの吸血鬼というのはけっこうおる。民間伝でん承しようにも多く伝わっているぐらいじゃしな。瓜うり科の植物になにか特別な意味があると研究する者もいれば、原産地であるアフリカのカラハリ砂漠に要因があるのではないかと現地に赴おもむいて干からびた奴やつもいるらしいの。ま、よくおるとは言ったものの、わしも実際に会うのはおぬしが初めてじゃて」

「……じゃあ、何がレアなんですか？」

「おお、そうじゃったな……結論から言うと、おぬしの『魂』はかなり特殊でな。そもそも植物系の吸きゆう血けつ鬼きには、物質的な力よりも、【魂たましい】自体に記き憶おくも感情も能力も依い存ぞんする場合が多いのじゃが……おぬしはその中でも特に魂に体の持つべき機能を依存している率が高い。自分で自分の姿が見えるのもいい例じゃよ。君は既に、視覚すらも魂に依存している。しかも、普段は自分の姿を見ても人間の姿に見えるんじゃろう？」

「は？　……はぁ」

　最新型とは言わないまでも、一般の総合病院でもあるかどうかという規模の機械群を前に、博士はなんの躊躇ためらいもなく【魂】という単語を使う。普段子し爵しやくが使っている時は違い和わ感かんなく受け入れていたが、この場で言われると胡う散さん臭くさいことこの上ない。

　だが、実際自分の姿を見ているのは、自分の肉体……スイカではない。そのスイカを取り巻いている『何か』だ。

　きっとその『何か』が魂なのだろうが、ここに来たからには、もっと科学的な答えが聞きたいところだ。

　そんな事をぼんやりと考えていると、突然部屋の照明がストロボのように輝き、ヴァルに対して爆発的な勢いで光を浴びせかける。

「ひゃッ！　まぶしいですよ！　何するんですか！」

　思わず身体からだを丸めるヴァルに対して、博士は手元のスイッチで照明を元に戻しながら淡たん々たんと『検査結果』を告げる。

「ふむ、観察していたが……その反応といい、光が当たった瞬間に瞳どう孔こうが縮まった事といい……やはり、君は素晴らしい。【魂】のイメージである体……念ねん動どう力りよくによって生み出された空気の歪ゆがみが、瞳孔の収しゆう縮しゆくまで再現するなどとは……通常ではありえんことだ」

「やるならやるって言ってくださいよ……！」

　何の前触れもなく検査された事を不満に思いながらも、ヴァルはまずは先刻から感じていた疑問を解決する事を優先させた。

「ええと、聞きたい事があるんですけど……。具体的に【魂】って言われても……そこからよくわからないんですけど。魂ってつまり、幽ゆう霊れいってことですか？」

「ふーむ、そこから説明せねばならぬか」

　少年の言葉に、博士はやれやれといった表情で言葉を紡つむぎだす。

「幽霊とは、同じかもしれんし別物かもしれん。そもそも、【幽霊】や【死後の世界】は、吸血鬼である我々とて科学的に証明できているわけではない。あるかもしれんし、無いかもしれんからな……だが、そういう意味では、おぬしは最も【幽霊】に近い存在であるとも言える」

「どういう事ですか？」

　自分が幽霊に近いなどと言われてはいい気分はしない。答えを尋たずねた筈はずなのに新たな疑問が生まれる状況にヤキモキしながらも、ヴァルは引き続き博士の回答を待つ事にした。

「ヒャヒャヒャ。まあ、そう急くでない。教授、説明！」

　博士に声をかけられ、横にいた棺かん桶おけが流りゆう暢ちような声でヴァルに対して声を響ひびかせる。

『はい博士！　ええとですね。私や博士が言う【魂たましい】っていうのはですね！　まだ物質的に存在が証明されているわけではないんですが……。吸きゆう血けつ鬼きやその他の【化ばけ物もの】って呼ばれる存在になる為ための変へん異いは……私達吸血鬼の間では【魂の進化】って呼ばれています……っていうのは、御ご存ぞん知じですか？』

「そう言えば、前に子し爵しやくにそんな事を聞いたような……子爵が自分の体で進化の系ふ譜けいの図みたいなのを作って……」

『子爵はその説明好きみたいですからねー。でもまあ、そんな感じで大体あってます！　それで、魂っていうのは、一種の【情報】なんです！　人間の脳を例にあげるとですね、記き憶おくっていうのは海かい馬ばっていう器き官かんとその周辺の嗅きゆう内ない皮ひ質しつ、嗅周しゆう囲い皮質、海馬傍ぼう回かいなんかで造られて、大脳新しん皮質に貯ちよ蔵ぞうされるんです！　細かく言うと顕けん在ざい記き憶おくとか手続き的知識とか潜せん在ざい記憶とか記憶の種類によってアレなんですけど、ここでは省きますね！』

「はあ」

　ヴァルにとっては後半部分は単語の意味すらさっぱりだったが、詳しく説明されても理解できるとは思えず、そのまま話の続きを促うながす事にした。

『えっとですね！　【魂】っていうのは、そういう記憶とか意識とか感情とか……脳のメカニズムによって生み出される【心】って言ってもいいかもしれないんですけど、その、【心】を【情報】という視点で捉とらえたものが【魂】なんです。仮に幽ゆう霊れいというものが存在するとしたらですね、肉体や記憶を貯蔵する脳が死んだとしても──その【情報】だけが、その場に残ってこの世を彷徨さまようっていう仮説が立てられます！　でも別にそれは、シナプス間の電気のやりとりじゃなくってですねー、例えば、【噂うわさ】っていう【情報】自体が物質的な肉体を持たないように、ここで私達吸血鬼が【魂】って呼ぶ【意識の情報】は現在科学的に証明されているものとは別の次元、段階に存在するものなんですよ！　だから、その辺の定義は難しいんですけど……』

「証明されてないんだ……」

『ええ、私達吸血鬼は、仕組みは完全に解明していなくても、【魂】が存在するのは知っていますから！　子爵なんか、そのいい例だと思いますよ？』

　そう言われて、ヴァルは空中を自在に漂う血の塊かたまりを思い出した。確かに、アレも科学云うん々ぬんで証明するというより、『実際そこに居るのだからしょうがない』という感覚で認めている感が強い。

「第一、おぬしのその念ねん動どう力りよくとて【魂】の力の一部じゃぞ？」

「え……」

　博士の横よこ槍やりにヴァルはそう言えばと自分の能力の事を思い出す。

　自分の【他者の網もう膜まくに幻げん覚かくを焼き付ける】力と、【その幻覚にあわせて念動力を形作る】力は、自分が生まれて──数々の実験を潜くぐり抜けた後に、自然と身に付けていた力だ。しかし、考えてみればこれが物理法則に当てはまるわけもなく──

　──なんだ、魂たましいの力っていうのは、思ったよりも身近な存在だったんだなあ。

　突然安っぽくなった魂について考えながら、ヴァルは今け朝さ方がた子し爵しやくに指摘された事実を思い出した。

　──自分の事を知ろうとすらしてない、か……。そう言われても仕方ないな、こりゃ。

　だが、緊きん張ちようしていた検査を済ませると、不ふ思し議ぎと安心した気持ちになっていた。今ならば、どんな結論を聞かされても──無傷ではすまないだろうが、なんとか乗り越えていけそうな気がする。

　そう判断して、ヴァルは肝かん心じんな事を博士達に尋たずねかける。

「で、結局……僕って、なんなんですか？　本当の僕って……」

「おお、忘れておった。本当の自分を探す旅に出て、その終着駅がこの研究室だったんじゃったな。ヒャヒャヒャ」

『若いっていいですよね！』

「すいませんそういう言い方ムカツクんでやめて下さい」

　口では文句を言いながらも、ヴァルは自分が確かに若いのだろうとも思った。もう少し自分が落ち着いて物事を考えられる存在だったならば、今の悩みなど気にするまでもないことなのだろう。それは理解できる。

　だが──感情は止められない。自分が感じているコンプレックスは、今の自分では癒いやす事ができない。

　だからこそ、ヴァルは他人にその答えを求めようとしていた。本当の自分が解わからない存在が、他人に自分の居い場所を聞こうとしているのだ。

　見方によっては滑こつ稽けい極まりない相談だったが……博士は不意に笑いを止め、真剣な表情になって言葉を紡つむぐ。

「ふむ……おぬしは、どんな結論を望んでおるんじゃ？」

「え？」

　それを聞きにここまで来て検査を受けたのだ。これではまるで本ほん末まつ転てん倒とうではないか。

　しかしヴァルはあまり怒る気にもなれなかった。その問いは、自分でも考えた事がない事こと柄がらだったからだ。

「どんなって……」

「お主ぬしは本当の自分を知りたい、いや……誰の影えい響きようも受けぬ、本当の自分が欲しいんじゃろう？　じゃが、それでどうするというのかね？　新しい自分を手に入れる方法が、誰の魂の影響も受けていない自分を手に入れる方法があったとして──君は、それを実行するのかね？」

「……それで、負い目が無くなるなら」

　大して考えもせずに、ヴァルは淡たん々たんと決意した。

　だが、そんなヴァルに対して、博士は少し困ったように首を振る。

「結論から言うと……おぬしのような存在の魂たましいを洗せん浄じようし、記き憶おくを消す方法はある」

「そ、それじゃあ」

「じゃがな……忘れるという事はの、過去の自分を殺すという事じゃ。しかも、自分の中でだけな。他人から見れば、おぬしはまだ死んでいない。新しく生まれ変わったおぬしは、過去の自分自身の亡ぼう霊れいに振り回される事になるかもしれぬ」

　先刻までふざけた事ばかり言っていたのに、唐とう突とつにまともな事を口にする。そのギャップにヴァルは何度もくじけかけたが、今はそんな事を言っている場合でもない。

　博士の表情は幼いながらも真剣そのもので、ヴァルはその重みのある視線にさらされて、完全に気け圧おされてしまっていた。

「すべての記憶を消し、魂を洗せん浄じようし、一から生まれなおすかね？　そうなると──おぬしはこれから育つ環かん境きようを元に、『オリジナル』の自分として生きていく事ができるじゃろう。じゃが、それは同時に──今のおぬしを完全に殺すという事じゃ。……仮に、人や吸きゆう血けつ鬼きが死んだら死後の世界があるとしよう。じゃが──記憶を消すという事は、今のおぬしは完全に消える。今のおぬしの思いも記憶も、死後の世界になど行く事はなくなる。なんせ、おぬしが死ぬわけではないのじゃからな」

　博士の一方的な言葉に、ヴァルは反論する事ができなかった。今の忌いま々いましい自分をなんとかしたいと思っていたが、その、自分を忌々しいと思う心さえも消えてしまうとしたら──それは、無に帰るのと同じことではないのだろうか？

「じゃあ……」

　自分が追い詰められた事に気付き、ヴァルはカタカタと震えながら言葉を紡つむぎだす。

「じゃあ、僕はどうすればいいんですか！　このまま、時間に解決させろとでも……そんなの……そんなの……」

「早まるな。まだ、肝かん心じんの結論を言っておらんぞ？　おぬしが、一体なんなのかという答えを」

「え？」

　目を丸くするヴァルに対し、博士の言葉を代だい弁べんして『教授』が声を響ひびかせた。

『はい！　えっとですね！　【魂】の進化の最も特徴的な事はですね、例えば、人が吸血鬼に進化するっていうのは、【魂】を通じて【意識】が【物質】に強い影えい響きようを与える事ができるんです！　それが、最大の進化です！　情報が物体を変化させる……プラシーボ効果とかの非じゃありません！　服ごと蝙蝠こうもりに変身したり、霧きりになったり、時には空を飛んじゃったりするあれです！』

　どこか誇らしげな調子で、棺かん桶おけは体を揺らしながら演説めいた説明を継けい続ぞくする。

『これは子し爵しやく様が昔唱となえた説らしいんですけど、【魂】っていうリモコンが、心臓っていう受信機を通して肉体を操あやつる、それが吸きゆう血けつ鬼きの姿なんじゃないかって！　ヴァル君の場合はですねー、もう、ほぼ九割がた肉体と精神……つまり【魂たましい】が分かれちゃってるんです！　これって、凄すごいことですよ？　子し爵しやく様だって、あのドロドロの血と魂は完全に融ゆう合ごうしてるから、血が凍ったり干からびたりしたら意識を失っちゃうんですけどね？　普通の吸血鬼がラジコンだとするなら──ヴァル君は、自じ力りきで動く事ができるリモコン……ロボットみたいなものなんですよ！』

　長々と説明されたが、どういう意味かわからずに首をひねるヴァル。だが、教授の言葉を補足して、博士が淡たん々たんと事実をつきつけてきた。

「つまり、おぬしの身体からだを調べたが……スイカの体は、肉体的になんの役割も果たしておらん。ぶっちゃけた話、おぬしがそれを信じるなら──スイカを粉こな々ごなに砕いても、おぬしはピンピンしとることじゃろうな」

「……え？」

　──何を言ってるんだ？　この……えっと、僕の本体であるスイカが……本体じゃない？

「あ、あの！　何を言ってるんですか！　だって、そんな、関係ないなんて事はありませんよ！　太陽を浴びないと調子が悪いし……」

『それは、ヴァルさんの【魂】がそう錯さつ覚かくして、自分の魂にそれが真実だと思い込ませているだけです。自己催さい眠みんですね！　そのスイカが傷ついても再生するのは、貴方あなたがそれを自分の本体だと思っているから、貴方の魂がスイカという物質に働きかけて、直るように変化させる……それを貴方は、無意識のうちにやってるだけなんです』

「まってまって、混乱してきた」

　──つまり、僕が僕だと思っていたものは僕じゃなくて、こう考えている僕が僕で？？？

「……うーむ、一気に話しすぎたかのう？　まあ、そのスイカはいわばおぬしの精神的な核の役割をしているようじゃから、しばらくは大事に融合しておいた方がよかろ。急に捨てたりしたら、おぬしの人格が崩ほう壊かいするかもしれんでな」




　それから数分、ヴァルは机に突つっ伏ぷして色々と考え続けていたが──やがて疲れたような表情で博士の方に顔を向けると、弱々しい声で呟つぶやいた。

「あの……じゃあ、その……僕は、スイカですらないって……じゃあ、僕はなんなんですか？」

「そんなもん知るか」

「ひッ!?」

　恐ろしい程ほどにあっさりと切り捨てられ、ヴァルは幻げん覚かくで作り出した顔を青ざめさせる。

「わしらに言えるのは、おぬしがそこに実在しているという事だけじゃよ。あとは、月並みな台詞せりふで申し訳ないが、自分で決めるしかあるまい」

「でも……僕は……この意識でさえ……他の吸血鬼達たちの寄せ集めで……。だから、このスイカの体は……嫌いだったけど、自分の本体だって信じてたのに……ああ、でも、絶望するほどのショックは受けてないんです。だから……きっと、このスイカの体のこと、僕は心しん底そこ嫌っていたんでしょうねえ。ええと、その、あれ？　ごめんなさい……よくわかりません」

　落ち込みながらも自己分ぶん析せきを始めたヴァルに対して、博士は世話の焼ける奴やつじゃと呟つぶやきながら、一つの解決策を提示した。

「おぬしの記き憶おくと精神に関しては、ぶっちゃけた話、記憶を消す以外の合理的な方法は提供できんが……。そのスイカの体にコンプレックスがあるなら、話は別じゃ。おぬしが心からそうしようと思えば──そのスイカの体を、人間のそれへと変化させる事も可能じゃよ。ヒャヒャヒャ」

「変化……？」

「植物から進化した吸きゆう血けつ鬼きは、当然ながら最初は人間の形をしておらなんだが──中には、例外的に人間の姿へと己おのれを進化させる者もおる。まさか自然に人間の形に成長するとは思っておるまい？　意識的にしろ無意識的にしろ、【魂たましい】は、一代にして肉体を変へん異いさせるんじゃ」

　植物から人間へ……？

　自分はこの数年でスイカを全く変化させる事ができていない。本当にそんな事ができるのだろうか？

　そう思いかけて、彼はここに来るまでにその『実例』に会っている事を思い出した。

「セリム……!?」

『そうです！　セリムちゃんは、昔はただの花の形をした吸きゆう血けつ花かだったらしいんですけど、徐々に姿を変えて今の女の子になったんだそうです！』

　教授の言葉を確認すると、ヴァルは腰掛けていた椅い子すから飛び起き、そのまま外に向かう通路への扉に足を向けた。

「あ、あの！　今日は色々とありがとうございました！」

　そしてそのまま、博士達の返事も聞かずに扉を開けて駆け去ってしまった。

　彼の顔に浮かんでいた表情は確認できなかったが──とりあえず、自分から動く事はできるようになったようだ。

　博士はその後ろ姿を見送りながら、呆あきれたように呟いた。

「やれやれ、話を最後まで聞かずに行ってしまったわい」

『元気になってよかったですね！』

　博士とは対たい照しよう的に、教授の声には純粋な喜びが含まれていた。

　そんな教授の声を聞きながら──博士は机に置いてあった紅茶を啜すする。

　既にぬるくなった茶を一気に飲み干すと、博士は独り言のように、ヴァルにかけるつもりだった言葉を呟いた。

「小こ僧ぞう……おぬしは、おぬしが考えているよりも特別な存在じゃ」




　永えい劫ごうの命を求める博士は、少年の今後を憂うれうように────




「おぬしの意識が死を望み、自らを殺すように己おのれを進化させた時──【魂たましい】は初めて死ぬ事ができるかもしれん。逆を言えば──それまで、おぬしが死ぬ事は無い。【魂】を滅ぼす方法など、誰にもわからんのじゃからな」




　そして、深く深く、羨うらやむように────




「レリックの坊ぼうやが、吸きゆう血けつ鬼きの特とく徴ちようの粋すいを集めて造られたスタンダード……吸血鬼の【遺い存ぞん種】だとするならば──ヴァルよ、おぬしは……【無敵】、じゃ。吸血鬼ですらない」




『……授、教授、教授ー』

「む？」

『どうしたんですか？　何かブツブツ呟つぶやいてましたけど』

「……ああ、いや……」

　教授に声をかけられて、博士はばつが悪そうな顔して、苦く笑しようしながら言葉を返す。

「吸血鬼とは──なまじ死なないだけに、人間以上に死を恐れる連れん中ちゆうばかりだと言ったのさ」





†






バルシュタイン城　居住区　応接間




【そう、吸血鬼は、強くもあるが、同時に弱き存在でもあるのだよ！　だからこそ私はかつて、己の身を守る為ためのコミュニティに参加していたのだ。会議では不ふ肖しようながらよく議長も務めさせてもらったものだよ。だが、私はこの島にて正式に養よう父ふの跡を継がねばならなくなったのでな……カルジミールには『仲間と領りよう民みんのどちらが大事だ』と言われたので、私は『どちらも大事だが、我わが輩はいは諸君を信じているよ。よりよき世界の創造に尽じん力りよくを尽くしてくれると！』と宣言して袂たもとを分かったのだが……】

「んなこた聞いてねえんだよ、伯はく爵しやく」

　長々と綴つづられる文章に対して手を振りながら、ヴォッドは尊そん大だいな態度で応接間のソファに陣じん取どっている。

　大理石のテーブルに組んだ足を靴ごと載せて、まるで自分の部屋のように、いや、無理をしてでも自分の部屋以上にくつろいでいるという雰ふん囲い気きだ。

　同じソファに座っている秘書の女おんな吸血鬼は、怯おびえるような表情の顔を下に向けながら、必要以上に縮こまるように座ってカタカタと震えている。

【む、『組織』の詳しい話が聞きたいと言ったのは君ではないかね？　……市長として来たのなら、もう少し礼れい儀ぎに気を使ったらどうかと思うが？】

「はッ、こんな硫りゆう酸さん風ぶ呂ろみてえな雰ふん囲い気きで態度をよくしろだぁ？　開き直ってんじゃあねえぞ、伯はく爵しやくよぉ」

【子し爵しやくだよ、市長殿】

　応接間の中心にいるのは、ヴォッドと秘書、そしてその前で蠢うごめいている血の塊かたまりだけだったが……部屋にいたのは、決してその三人だけではなかった。

　緑色の服を纏まとったメイドが、四人で部屋の四よ隅すみからヴォッドに警けい戒かいの目を向けている。更に広大な応接間の柱の影では、数人の人じん狼ろう達が最初から人狼形態のままで待機している。

「おーおー、随ずい分ぶんと歓迎されたもんだな。この島の影の領りよう主しゆともあろう奴やつが、一いつ介かいの小こ悪党に何をそんなに怯おびえてやがる？」

【私は不要と言ったのだがね、どうやら私の城の民たみは、必要以上に君を警戒しているようだ。だがしかし、逆に取ればそれだけ君の実力が評価されていることにもなる。自慢していい事だとは思うが……確かに、紳しん士しとしてこの状況で会話に臨のぞむのは無礼にあたるな。人ひと払ばらいをさせるとしようか】

　長々とした文面を見せた後、周囲に待機しているメイドや人狼に合図を送ろうとした子爵だったが、その行為は対面に座る無礼者の声によってさえぎられた。

「まあ待てや、そのままでいい。ついでだからメイドや人狼どもも聞いとけや。なんで俺が、組織の話なんて切り出したのかをよ」

　ぶっきらぼうな調子で話しながら、ヴォッドは背広のポケットから、くしゃくしゃになった紙を取り出した。

　それは、先日彼宛あてに届けられた──メルヒルム・ヘルツォークからの短い手紙だった。




　手紙を読んだ子爵は、己おのれの全身をピチャピチャと震わせながら、興こう奮ふんしたような書体で文章を紡つむぎだす。

【なんと！　メルヒルムは生きていたのか！】

「……嬉うれしそうじゃねえか、伯爵よぉ……」

【む？　閑しず音ね嬢じように喰われたと思っていた古くからの友が生きていたのだ。これほど嬉しいこともない！　ふむ、今日の祭りは幸さい先さきが良さそうだ！】

「文面見て物を言えこのボケ伯爵」

　空気を無視した子爵の言葉に、ヴォッドは苛いら立だたしげに机を蹴けった。

　振動によってティーカップが倒れ、中に入っていた紅こう茶ちやが派は手でにこぼれる。しかし子爵は気に障さわった様よう子すも動どう揺ようした様子も無く、ヴォッドに淡たん々たんと赤い文面を突きつける。

【いや、実じつ際さい君と閑しず音ね嬢じようは彼に対する殺人未み遂すいの罪があるではないか。自じ業ごう自じ得とく、因いん果が応おう報ほうだとは思わぬかね】

「……」

【もっとも、彼が無関係な者を巻き込むほどに我を忘れているならば、私としても全力をもってしても止める所しよ存ぞんではあるし──レリックに手を出すというのなら、断だん固ことしてＮＯと言わせてもらうつもりだが？】

　間違った事は言っていないが、どこかずれている子し爵しやくの言葉に、ヴォッドは反論するのも面めん倒どう臭くさいというように話を切り替えた。

「まあ、手前てめえの協力なんざ期待してねえしこっちからお断りだがな。いいか、俺が言いてえのは──俺がメルヒルムにとどめを刺すのに、手前らは邪じや魔まするなってこった」

【目の前で友人を殺すと言われて邪魔するなというのも理り不ふ尽じんな話だと思うが……そもそも、そんなことをしたら今度こそ確実に『組織』を敵に回す事になるぞ？】

　たしなめるような子爵の文面に、ヴォッドは挑ちよう戦せん的な笑みを浮かべて言葉を返す。

「ああ、上じよう等とうだ。だからこうして手前に頭を下げて情報を引き出そうとしてるんじゃねえか」

【君は一度、『頭を下げる』という言葉についてジックリと吟ぎん味みし、考察するべきだと思うが】

　ヴォッドが無ぶ礼れいな態度を取るたびに、周囲の殺気が増大し、横に座る秘書が一いつ層そう大げさに震えだす。そんなサイクルから一人外れながら、子爵だけはマイペースでヴォッドと会話を続けようとした。

【ふむ……まあ、先刻の理由によって、今は彼らの組織とは特に繫つながりもないのだが。個人的な連絡も、ここ数年はまったく取っていないのだよ。……いやまて、インターネットのオンラインゲームで『黒』のギャルドとパーティを組んでいるんだった。いやはや、ギャルドは幹部の癖くせに殆ほとんど会合に参加していなかったから、すっかり彼もメンバーだったことを忘れていたよ】

「……聞いたことねえな」

【む？　戦争が起こるたびにその最前線で両軍の屍しかばねを貪むさぼり喰い、吸きゆう血けつ鬼きからも破壊魔ま神じんと恐れられた『漆しつ黒こくの墓はか守もり』ギャルド・リッツバーグを知らないのかね？】

「知るか。なんだそのスーパーヒーローの悪役みてえな二つ名はよ。それとも、アメリカンプロレスにでも出場する気か？　リングネームなのか？　その漆黒のなんちゃらはよ……」

　ヴォッドの呆あきれたような言葉に対し、子爵は困ったように文字を紡つむぐ。

【そうか、君は、組織の一部の幹部についてしか知らぬわけか……。ふーむ、我々の組織は、幹部へ色にちなんだ二つ名をつける習慣があってな……私もかつては『赤き血ち潮しお』のゲルハルトと呼ばれていたものだ】

「そのまんまじゃねえか……」

【ふむ、駄だ目めかね？　私は日本のアニメの秘密結けつ社しや幹部のようでカッコイイと思うのだが……】

　子爵の意見を聞き流し、ヴォッドは無言のままで子爵をにらみつけ、話の先を促うながした。別にそれに怯おびえたわけではないが、子し爵しやくはしぶしぶながら他の幹部について解説を始める。

【まあ、現在組織を纏まとめているのは、おそらく『青』のカルジミールだろう。それに、『黄』のブリジストンと『藍あい』のイシバシに、上級幹部の『虹にじ』以外では、『金』のルード、『銀』のマーズ、『真珠パール』の山やま田だ……】

　そんな調子で次々と幹部の名前を挙げていくのだが──不意に文章を止め、真剣な書体になってヴォッドに忠ちゆう告こくをした。

【君が組織を敵に回すのが得とく策さくではないという理由に、『緑』のジグムントの存在があげられるのだが】

「……誰だ？　どんな野郎だ？」

【ふむ……いいかね、君が市長という立場にいる以上、彼は決して敵にまわしてはいかん】




【何しろ、彼は────】
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【すまないが、今日は祭りという事もあって、各地から客人が訪ねてきていてね】

　組織の話や城の使用許可の件など、一通り話を終えると──子爵が唐とう突とつに、申し訳なさそうな字体で文章を紡つむぎだす。

【市長殿。市民として、祭りの成功を祈らせてもらう】

「祈る暇ひまがあったら、ちったぁ協力しろや。この一般市民が……」

　捨て台詞ぜりふを吐きながら立ち上がり、ヴォッドは苛いら立だたしげに絨じゆう毯たんを踏みしめながら応接間を後にした。

　扉を開けた際、その目の前に一人の少女がいるのが眼めに留まる。

　──フェレット？　……じゃあねえな。

　見たことの無い顔だった。

　質しつ素そな服を着た細身の少女は、ヴォッドに対してペコリと一礼すると、そのまますれ違うように応接間へと入っていった。

　──あれも客人の一人か。まあ、見た目通りのガキじゃあねえんだろうがな。

　背後でメイド達がドアを閉める音を聞きながら、ヴォッドは子爵のもとを後にした。

　頭の中では、次は如い何かにして伯はく爵しやくを出し抜こうかと考え続けながら──
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『それ』は、無音のまま侵しん食しよくし続けた。

　広く浅く、

　自分の手の届く範はん囲いに、

　着実に、着実に────
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「ったく、伯はく爵しやくの野郎、のらりくらりと暢気のんきな野郎だ」

　苛いら立だたしげに城を去りながら、下げ山ざん中の林道で苛立たしげな声をあげるヴォッド。

　苛立たしげな顔をテレビに映されるのもまずいと、人ひと気けの少ない城の裏側から続く道を下っていたのだが──不意に、秘書の持つ携帯電話の音が鳴り響ひびいた。

「はい、もしもし……はい……はい……」

　しばらく話し込んでいる秘書を無視して、ヴォッドは一人で山道を下り続ける。どうせ仕事の話か数時間後に始まるセレモニーの打ち合わせだろう。

　そう思っていたのだが、背後から聞こえてくる秘書の声せい質しつから、どうやらただ事ではないという事が感じられた。

「……どうした」

　電話を切った秘書に対し、足を止めて振り返りざまに尋たずねかける市長。

　対する秘書は、狐きつねにつままれたような顔をしながら、現在の電話の内容を報告する。

「はい、港で暴ぼう漢かんが現れたという混乱については、怪け我が人の件なども含めて情報が錯さく綜そうしているのですが……少なくとも現在は何事も起きていないようです」

「……ちッ、暴れた野郎は警察に捕まってねえのか……？」

「それと……妙みような電話が市し庁ちよう舎しやにあったとか」

　更に不ふ思し議ぎそうな顔をする秘書に、ヴォッドは苛立たしげに声をあげる。

「妙かどうかは俺が判断する。いいからとっとと言え」

「は、はい！　それが、街の練れん武ぶ道場からの電話で……トラウゴットという市民の方から、『大おお怪我をした市長の友人を預かっているから、迎えを寄よ越こせ』と……」

　練武道場にトラウゴット。その二つの単語を聞いて、ヴォッドもまた不思議そうに眉まゆを顰ひそめる。練武道場は市が推進しているマーシャルアーツの道場で、日本の空から手てや柔じゆう道どうなども教える畳たたみ張ばりの本格的な道場だ。

　そして、トラウゴットというのはそこの道場主のような存在で──格かく闘とう技の大会で国内でも国際的にも活躍する武ぶ人じんであり、数年前に名めい誉よ市民の称しよう号ごうを得ている人物だ。ヴォッドが自ら表ひよう彰しようしたのでよく覚えている。噂うわさでは、去きよ年ねん城で行われた格闘大会でも、吸きゆう血けつ鬼き相手に一歩も退ひかなかったという噂だが……。

「トラウゴットのオッサンが？　……友人だぁ？」

「話によると……シズネ・キジマという名前とか……」

　──なんだよ。閑しず音ねか。

　その名前を聞いて、ヴォッドの脳内で即そく座ざに状況が整理された。

　──なるほど、まさか本当にホームレス生活をしてるわけじゃねえと思ってたが……そうだよな、日本語が流りゆう暢ちような奴やつなんて、この島にゃ伯はく爵しやくのとこ以外にはあまりいねえからな。

　自らもその『あまりいない』一人である事は無視しながら、閑音の状況を推理する。

　──まあ、あそこの道場は日本人もいるし、トラウゴットも中ちゆう国ごくや日本で修行してたって話だからな。なるほど、そこで食料の世話とか受けてたってわけか？

　だが、現在は閑音の生活については比較的どうでもいい話だ。それよりも問題なのは、彼女が怪け我がをしているという点だ。

　どのぐらいの怪我なのかは解わからないが、軽けい症しようならば自分でなんとかするだろう。それが、トラウゴットがわざわざ電話してくるという事は、相当な深ふか手でという可能性がある。

　と、するならば──ヴォッドの脳内に導き出される答えは一つだった。

「やっぱり、祭りに合わせてきやがったな、メルヒルム……」

　それ以前に、明らかに利用できる手て駒ごまの中で最強と思われた閑音がやられている──その事実にはまったく眼めを向けていないようだった。

　ヴォッドは挑ちよう戦せん的な眼をしたまま拳こぶしを強く握り締め、何ど処こか嬉うれしげな笑みを浮かべる。

　まるで、これから現れる強敵に対し、それを乗り越える事を楽しみにしているかのように。







　だが──ヴォッドは気付かなかった。

　山道の上空、丁ちよう度ど自分達の真上を、蝙蝠こうもりの群が通過していった事に。

　蝙蝠の群はヴォッドを一いち瞥べつすると、そのまま彼を無視してバルシュタイン城の方角へと飛び去ったという事に。




　その蝙蝠が──人間の瞳を持っていた事に────
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バルシュタイン城　地下空くう洞どう　処しよ刑けい場じよう跡あと




　午前中に見た、美しい光景。そして、花より生まれた美しい吸きゆう血けつ鬼き。

　その姿を求めて、ヴァルは再び処刑場の跡に戻ってきたのだが──そこには、先刻とは違う姿をしたセリムがいた。

　彼女は下半身を包み込む花やツタを最小限に縮めたまま、処しよ刑けい場じようの中央にあるギロチン台に背をもたれさせながら本を読んでいる。

　処刑場全体に己おのれの体を広げていた時とは全く違う光景だが、今の状態もそれはそれで十分に絵になる美しさを持っている。少なくともヴァルにはそう感じられた。

　処刑場の隅すみには、絞め落とされたと思おぼしき吸きゆう血けつ鬼き達が転がっており、ヴァルの眼めに映る景色を微び妙みようにグレードダウンさせているが──この際、ヴァルはそれを見なかった事にした。

　ヴァルはあくまで、花を含めた少女の全体像を見て美しいと感じていたのだが──上半身の少女だけ見ても、十分に可か憐れんだと思わせる外見をしていると感じた。その価か値ち観かんは、スイカとしての自分ではなく、あくまでコピーされた吸血鬼の人格のものなのだろうが。

　今の自分の姿は偽いつわりに過ぎないが──博士達は、本来の本体であるスイカも既に意味は無いという。

　──なら、僕は一体なんだ？

　その答えを探したかったヴァルは、その第一歩として──植物の姿から『ヒト』の姿へと、自らの意思で進化した少女に話を聞きたかったのだ。

　だが、どう言って声をかけようか？

　突然『どうして女の子の姿になったのかな？』などと聞いて、気分を悪くされたら話を聞くどころではない。かと言って気の利いた聞き方も思いつかず、ヴァルはその場でしばらく固まる事となった。

　そんな事をしている間に、セリムの方がこちらの存在に気付いたようで、読んでいる本を畳たたんでニッコリと柔にゆう和わな笑みを浮かべてきた。

「うっ……」

　こうなるとますます変な事は聞きにくい。

　いっその事、自分が物もの凄すごく図ずう々ずうしい存在だったならば──どんな事にも負い目を感じない存在だったならば────




　セリムの目の前で、少年の姿が鮮やかに変へん化げを遂とげていく。

　純じゆん朴ぼくそうな少年であった筈はずのヴァルは、みるみるうちにその体を縦に膨ふくらませ、精せい悍かんに成長した顔に、サングラスが浮き上がる。服装も、ドクロのＴシャツに革のジャケットという特とく徴ちよう的な物へと変化した。

　セリムには見覚えの無い顔だったが──それは、ヴァルが知る限りで最も強く大だい尽じん風かぜを吹かせる事ができる存在──ヴォッド・スタルフの姿そのままだった。

「よぉ、ちょっといいか」

　先刻までとは全く違う態度になって、ズカズカとセリムの方に歩み寄る、ヴォッドの姿をしたヴァル。こういう場で他人の姿を借りる事は、自分の自じ我がを形成するのに最も遠いことのようにも思えたが──性格もヴォッドに近づいている現時点では、そんな事は全く意に介かいする気も無い。

「は、はい……？」

「なーに、そんなにビビんなよ……俺が変身できるのは知ってんだろ？」

「はい……」

　不ふ思し議ぎそうな顔をしながら頷うなずくセリムの横に来て、彼女の肩に馴なれ馴れしく手を回す。背後にそびえるギロチン台は想像以上に冷たく、ひやりとした空気が二人の周囲を取り巻いている。

　──さて、まずは何から聞くべきか……。

「いいですね、ヴァル君はいろんな人に変身できて……」

　だが、完全にヴォッドにはなりきれなかったようだ。数秒の間を空あけた間に、セリムに逆に話を切り出されてしまった。

「少し──羨うらやましいです。そうやって、色々な外見と性格を使いわけられるのって」

　下へ手たをすればイヤミとしか受け取れない言葉だったが、少女の声には欠片かけらの悪意も感じられなかった。それが逆に気き恥はずかしくなり、ヴァルは誤ご魔ま化かすように言葉を紡つむぐ。

「お前は、どうなんだよ」

「えっ？」

「……いや、博士から聞いたんだけどよ、お前だって、最初からそういう姿だったわけじゃあねえんだろ？　意識的にか無意識的かは知らねえが……もしも自分で理解してるんなら、どうして──どうしてその姿を選んだのか教えてくれよ」

　ヴォッドにしては微び妙みように優しい言い回しだが、本物のヴォッドを知らないセリムにはそんな事は解わかりようもない。

　答えるのにしばらく迷っていたようだが──やがて、少し悲しげな微笑を浮かべながら、ヴァルに対してゆっくりと口を開く。

「あこがれ……です」

「憧れ？」

　思わず聞き返すヴァルに対して、セリムは小さく頷きながら言葉の続きを紡ぎだす。

「この姿は……私の憧れでもあって……夢、でもあるんです……」

「どういう事だ？」

　話の核かく心しんに迫ろうかと、僅わずかにヴァルが語気を強めたその瞬間──

「あ─────っ！」

　彼らの会話は、突然の闖ちん入にゆう者によって中断させられた。

「ヴォッド様！　ヴォッドさまぁ！　どうしてここに!?」

　どことなく幼さの残る叫び声が処しよ刑けい場じように響ひびき渡り、ギロチン台の周囲に、にわかに『霧きり』が漂い始めた。

　そう思ったのも一瞬で、漂っていた霧は凄すさまじい勢いでヴァル達の目の前に集合し──道どう化けのメイクを施ほどこした、十代半なかばと思われる少女が姿を現した。

「だめだめだめぇ！　いくらセリムが可愛かわいいからって、ヴォッド様を誑たぶらかしちゃだめぇ！」

　追い詰められたような表情で、セリムの肩をポカポカと叩たたく道どう化け娘むすめ。眼めをキョトンとさせてなすがままに叩かれている彼女に代わり、ヴァルが慌あわてて自分の姿を少年のそれに戻しながら声をあげる。

「ば、馬鹿、僕だよ！　僕！」

　少年の姿に戻ったヴァルを見て、道化娘はその動きをピタリと止め──やがて、メイク越しにも解わかるほどに顔を真っ赤に染めあげた。

「えええええ、えっと、その、違うよ？　これは違うんだよ？　えっと、ゴメン、ゴメンね、セリムちゃん」

　道化娘はブンブンと首を振りながらセリムに謝ると、続いてヴァルに対してポカポカと殴なぐりかかってくる。

「バカバカ、ヴァルの馬鹿！　いくらセリムが可愛いからって、ヴォッド様に変身してナンパするなんて卑ひ怯きようだよ！　もう！」

「わわ、ちが、違うって、そんなんじゃ……」

　ヴァルは慌てて否定しながら道化娘の拳こぶしを受け流す。

　セリムは、突然の事によく状況が理解できていないようで、不ふ思し議ぎそうな顔で二人の様よう子すを見守っている。

　そして、やがて道化娘が落ち着いたのを確認すると、のんびりとした声で尋たずねかける。

「ええと……どうしたんですか？　まだ夕方なのに起きてるなんて珍しいですね」

　その言葉で、ヴァルは今が夕方である事を知る。ずっと建物の中にいたので時間の感覚がわからなかったが、どうやら想像以上に長く検査を行っていたようだ。

「え？　あ、うん！　だって、今日はお祭りだもん！　興こう奮ふんして眠れなくなっちゃって、洞どう窟くつの中をお散歩してたの！　今日はお城の中庭で、ヴォッド様が市長として挨あい拶さつするんだよ！　私は見つからないようにこっそり隠かくれて、ヴォッド様の周りにいっぱいいっぱい紙ふぶきを撒まいてあげるの！」

　幼さの残る少女の言葉からは、既に30秒前の混乱や羞しゆう恥ちが消え去っていた。その代わりに、ヴォッドという男に対する純粋な憧れと、祭りに対する子供らしい期待を隠しもせずに曝さらけ出している。

　そんな道化娘の様よう子すに、セリムは優しく微笑ほほえんだ。だが、気のせいか、その微笑みにはどこか寂しげな色が含まれているように思えた。

「あー、なんで皆あんなところで寝てるの！　もうすぐヴォッド様の演説が始まるのに！　まったくもー！」

　道化娘は処しよ刑けい場じようの隅すみで気き絶ぜつしている吸きゆう血けつ鬼き達を見つけると、起こして祭りの会場に連れて行く為ためにそちらに駆けていってしまった。

　ヴァルは、無言のままでセリムの顔を見るが──その顔には、やはりどこか寂せき寞ばくとした感情が浮かんでいるようにも思える。

「……あの、さ」

「え、あ、はい！」

　突然声こえをかけられた事に驚いて、セリムはビクリと背せ筋すじを伸ばしてこちらに振り向いた。

　ヴァルは先刻の話の続きを聞こうとも思ったが──それより先に、自然と別の問いが口から飛び出していた。

「もしかして、祭り、見たいの？」

「えっ!?」

　ヴァルのストレートな問いに、セリムは下半身の花びらやツタを一いつ斉せいに震わせる。

　──解わかりやすいなあ。

　思わず苦く笑しようするヴァルをよそに、セリムは眼鏡めがねの奥で瞳をグルグルと回しながら、顔を真っ赤にして手を横に振る。

「そ、そんなことないですよ!?　……そんな、私なんかが人ひと前まえに出たら、その、人間じゃないってひと目でばれちゃいますし、そしたら……そしたら他の吸きゆう血けつ鬼きの皆さんにも迷めい惑わくがかかってしまいますし……。だから、ずっとここに引きこもるしかなくって……。あ、いえ！　不満なんか無いですよ？　だって、地ち底てい湖こにはメリーナさんもいるし、博士や教授はいつも読み終わった本を私に貸してくださいますし……それから、ええと……」

　──本当に、解りやすい子だなあ。

　自分よりもはるかに年上の筈はずであるセリムをどこか微笑ほほえましく思いながら、一方では彼女を取り巻く理り不ふ尽じんな状況への不満も湧わき上がってくる。

　──祭りをあまり楽しみにしてない僕が自由に動けて、セリムが祭りの間あいだ中じゆうこんな所に閉じこもっていなきゃいけないなんて……。

　それからヴァルは、僅わずかに思し案あんを重ね────思いついた事を、吟ぎん味みもせずに言葉に直す。

「行こうよ」

「え？」

「カルナル祭。見たいんだよね？」

「え？　え？　ええとその……あの……はい。で、でも……」

　混乱するセリムを前に、ヴァルは静かにその手を差し出した。

　──そうだ、ただ、僕が自分の都つ合ごうだけで彼女の過去を聞こうとしたから負い目があったんだ……話を聞く代わりに、僕も彼女に何かをしてあげられれば……

　そんな打算的な理由を考えはしたが──その理由を思いつく前に、既に手を差し出していた事に、ヴァル本人も気付いてはいなかった。

「行こう」

「でも、私、この体じゃ」

「その体が、どうしたって？」

「……!?」

　ヴァルの視線を追うように、セリムが自らの下半身に目を移すと──そこには、自分の体の一部である筈はずの花びらやツタの集合体が消えていて──入れ替わりに、上半身の服に合わせたドレスのようなスカートが揺らめいている。

「？？？」

　自分の下半身が突然消えた事に混乱し、セリムは眼鏡めがねを一度外してかけなおす。だが、そこにはやはりスカートがひらめくだけで、見慣れた自分の下半身は跡あと形かたも無く消え去っている。

　だが、ツタを動かすと、感かん触しよくは確かにそこにある。ただ、その姿だけが見えなくなってしまっているのが解わかった。

「……僕は、自分の力が届く範囲なら、服とかも幻げん覚かくで作れるから……だから、君の下半身を幻覚で包み込んでみたんだけど……。でも、僕の力はあまり遠くまで届かないから、ずっと隣となりにいなきゃいけない。それが問題かな……」

「……」

　無言で自分の下半身を見つめ続けるセリムを見て、何かまずい事をしてしまっただろうかと不安になるヴァル。

「あ、あれ？　あ、そうか！　意識が伸びてるからって、別に君の足を触ってるわけじゃないよ!?　それとも、男と一緒に並んで歩くのがアレかな。そうだ、じゃあ女の子に変身しようか？　待てよ、君と同じ姿に変身して、双ふた子ごっていう事にするといいかもしれない！」

　何がいいのか良く解らない事を捲まくし立てながら、なんとか相手の機き嫌げんを直そうと必死になるヴァル。

　だが、当のセリムは特に怒った表情を見せているわけでもなく、少し俯うつむいて、気き恥はずかしそうに笑っているだけだ。

「……ありがとうございます。ヴァルさんって、優しいんですね」

「え……？　い、いや……そんなことは無いよ」

　面と向かって礼を言われた経験が少ない為ために、ヴァルはどう答えていいのか解らずに静かに眼めを逸そらして誤ご魔ま化かした。
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　そして──逸らした先から、道どう化け娘むすめの顔がアップで迫る。

「わああぁっ!?」

「キャハハハハハ！　ビックリした？　ビックリした？　まったくもー、ヴァルって全然隅すみにおけないんだから！　ちゃんとヴォッド様の格かつ好こうしなくったって、自分の力だけでナンパできるじゃん！　もー！　憎いね！　妬やけちゃうね！」

　意地の悪い笑みを浮かべたまま、ヴァルの胸をヒジで突つきながら冷やかしてくる。ヴァルはもはや否定する気力もなくなり（おそらくは道どう化け娘むすめも理解しながらからかっているのだろうと判断した）、失しつ笑しようしながら道化娘の言葉を受け入れた。

「でも、やっぱり本物のヴォッド様の方がずっとずっとかっこいいけどね！」
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ノイルベルク市し庁ちよう舎しや　市長室




　主あるじ以外誰だれもいない部屋の中に、大きなクシャミの音が鳴り響ひびく。

「……くそ、会場に飾られた花束の花粉にやられたか……？」

　セレモニーまであと２時間と迫った中で、ヴォッドは表おもての顔である市長として、服装を整えながらスピーチの文面を吟ぎん味みしていた。

「……伯はく爵しやくの城の事を褒ほめるのは癪しやくだが、街の連れん中ちゆうの御ご機き嫌げんもとっとかねえとな……」

　来年に控えた市長選挙の事を見み据すえながら、ヴォッドは小声でスピーチの練習を開始する。

　閑しず音ねの方はとりあえず秘書を向かわせたが、道が空あいていればそろそろ練れん武ぶ道場に到着する頃ころ合あいだろう。直接向かいたい思いもあったが、市長の仕事をほっぽり出すわけにもいかない。

　何度か文章を読み直して、問題が無いと判断したヴォッドは、そのまま会場に向かうべく、廊下へと続く扉を開けた。

「どうも、市長」

　同時に、聞き覚えのある声からマイクを向けられる。

　廊下の外に待ち伏せていたのは、中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの、冴さえない目つきをした男だった。

　どうりで声に聞き覚えがあるはずだった。その男は──昼間に城の前で、ヴォッドに対してインタビューをしたレポーターだったからだ。

「港の事件について、詳しよう細さいは解わかりましたか？」

「……困りますね。市し庁ちよう舎しやの中まで……取材は正式な手続きを踏まえた上でお願いしますよ」

　ネコを被かぶった声で淡たん々たんと答えながら、ヴォッドはレポーターを無視して横を通り過ぎようとした。だが──その背中に、敵意の籠こもった言葉が投げかけられる。

「子こ飼がいの『食鬼人イーター』は放って置くつもりですかな、市長」

「……誰だ手前てめえ」

　被っていたネコを即そく座ざに脱ぎ捨て、市長はレポーターの方にゆっくりと視線を向け直した。

　殺意すら込められた視線を受けながら、レポーターは昼間とは全く違う口く調ちようで言葉を紡つむぎだした。

「メルヒルムの仲間、と言えば解るだろうか？」

　あまりにもあっさりと答えられた言葉に対し、ヴォッドは相手の余よ裕ゆうを感じ取りつつも、こちらも負け惜しみめいた余裕の言葉を投げつける。

「なるほど。メルヒルムの馬鹿に嫌いや気けがさして、俺の方につこうってわけか？　そいつは正しい選択だ。褒ほう美びに命だけは助けてやる」

　挑ちよう発はつも含まれた言葉にレポーターは微み塵じんも反応を見せず、ただ淡々と自分の言いたい事だけを口にし続けた。

「ヴォッド・スタルフ……お前は、自分の命よりも安っぽいプライドを重んじる男だと聞いた。だから──私もしばし、特別な事をさせてもらう事にした」

「……おいおい、何をするつもりかしらねえが、名前ぐらい名乗ったらどうだ？　クズ野郎」

　更なる余裕を見せた筈はずの問いかけだったが──

　何の躊躇ためらいも無く男が紡いだ名前を聞いて、ヴォッドの余裕は一瞬で打ち砕かれた。

「我の名は──【緑】のジグムント」

「……っ！」

　その名前を聞いた瞬間、ヴォッドの中にある人間の血が、激しい悪お寒かんと冷や汗の筋を同時に背中に走らせた。

　先刻の子し爵しやくの言葉にあった『もっとも危険な』吸きゆう血けつ鬼きが、よりによってメルヒルムと共に自分の敵として──この島に、この街に現れてしまった。

「ほう……その反応からすると、私の事を知っているようだな？」

「……ちょいと、風の噂うわさぐらいにゃあな」

「そうか…ならば、理解できるな？　私がこうして現れている時点で、既にチェックメイト済みだという事を」

　忌いま々いましい声を聞きながら──ヴォッドは、先刻の子し爵しやくの説明を思い出す。




【ふむ、吸きゆう血けつ鬼きは、人を嚙かむ事により、単なる『吸血』、相手を操あやつる『支配』、そして自らと同じ存在へと強制転てん化かさせる『繁はん殖しよく』の三種類の行動を起こす事ができるが──。通称『暗あん緑りよく部隊』のジグムント。彼が市長にとって最も厄やつ介かいな相手というのには、理由があるのだ。この閉へい鎖さした島の街を預かる市長としては、最悪の相手と言ってもいい】

「なんだよ。もったいつけやがって」

【彼は『繁殖』の能力が低い代わりに、自分の血液を人に注そそぐ事によって非常に強い『支配』を行うのだが────】

「はっ、強力な支配ってんだったら、俺のとこ……いや、伯はく爵しやくんとこの道どう化け娘むすめだって……」

　拍子抜ぬけというような顔をするヴォッドに対し、子爵は事実だけを淡たん々たんと突きつけた。

　そして、その言葉は──市長にとって、あまりにも重く圧おし掛かる一言だった。




【──空気感染するのだよ。ジグムントの血液はな……】
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「さあ、行こう」

「あの……でも、本当にいいんですか？　私なんかとずっと一緒だと……ヴァルさんがお祭りを楽しめないんじゃ……」

　期待に胸を膨ふくらませつつも、今ひとつ一歩を踏み出せないセリムに対し、ヴァルは彼女の不安を払ふつ拭しよくするように笑いかける。

「大丈夫だよ、どうせあんまり祭りを楽しむ気は無かったんだから。だけど、誰かと一緒なら結けつ構こう楽しめるんじゃないかと思っただけでさ……」

「……でも」

「……じゃあ、お願いしていいかな？　その……一緒に来てくれないかな？　色々と──話をしたい事もあるんだ」

　──そうさ、これは彼女の為ためだけじゃない。僕の為でもあるんだ。

　自分にそう言い聞かせながら、彼女に祭りを楽しんでもらおうと、外の世界をタップリと眼めに焼き付けてもらおうと彼女に言葉をかけ続けた。

　自分と同じ、人間でも動物でもない物から進化した彼女が──果たして人間や吸きゆう血けつ鬼きと比べて、どのような価か値ち観かんを持っているのか。そこに、自分を見つける答えがあるのではないか。そう考えながら、ヴァルは優しくセリムの手を握り──

　地上へと向けて、ゆっくりと引きこもりの少女をエスコートする。

　人間と同じように、柔らかく暖かい手を握りながら──

　少年は何な故ぜか、自分の心が熱くなるのを感じていた。
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「それで？　俺を殺しに来たにしちゃ、わざわざ名乗りを上げる必要はねえだろう？」

「いや……メルヒルムはどうか知らぬが、我らが主あるじである同志カルジミールは、お前を殺す事は計画の内に入れていない……寧むしろ、利用する事を考えている」

「……俺が、手前てめえらみてえな糞くそ虫むしの言う事を聞くとでも思ってるのか？　そいつは随ずい分ぶんと安くみられたもんだな……」

　本気の怒りを込めながら呟つぶやいた言葉に、しかしジグムントは首を振って答える。

「逆だ。同志カルジミールは、お前の事を評価している。……小物ではあるが、お前は──自分が利用する時以外は、決して部下や市民を見捨てたりはしない、とな」

「……」

「お前も、見たくは無いだろう？　世界中のプレスが集まる前で──自分の預かる街の住民が、互いに殺しあう姿を──」

　淡たん々たんと突きつけられる人ひと質じちの存在に、ヴォッドは歯を強く嚙かみ締めながら吐き捨てる。

「糞くそ野や郎ろうが……俺が言えた義理じゃあねえが、そこまでしてあのレリックの力が欲しいか？」

　この瞬間、ヴォッドは全くそんな事を意識したわけではなかったのだが──

　単なる負け惜しみのつもりで呟いたその言葉は、ジグムントの口から意い外がいな事実を引き出す事になった。

「……いや……我々の本当の狙いは、レリックではない。その点は安心するがいい」

「何……？」

「メルヒルムから話を聞いて、同志カルジミールはレリックよりも有用性のある吸血鬼を見つけたのだよ。上う手まく成長させれば──不ふ死じ身みの上に無敵となる、レリック・フォン・バルシュタイン以上の逸いつ材ざいだと」

　誰の事を言っているのか解わからず、ヴォッドはジグムントに向かって露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめてみせた。それを見たジグムントは、クツクツと笑いながら本来の目的を告げた。

「ああ、メルヒルムの手紙にも書いてあった筈はずであろう？　……全てを返してもらうと、な」
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「そうだね、まずはオープニングセレモニーを見物しようか。さっきの道どう化け娘むすめが何か面白い悪戯いたずらをするみたいだしね」

「は、はい！　よろしくお願いします！」

　地上へと向かう階段を上りながら、セリムは笑顔の色を徐々に強くしていく。

　そんな彼女の表情を見て、ヴァルはやはり彼女の事を『可か憐れんだ』と評価した。

　だが、あの処しよ刑けい場じようで見た光景は──ヴァルの心を完全に貫つらぬいたと言ってもいい。

　自分の中に幾いく重えにも入り混じった全ての吸きゆう血けつ鬼きの魂たましいが、満まん場じよう一致で『美しい』と感じたと言ってもいい。

　──あの感情は……もしかしたら、あの、全ての魂たましいが同意を見せたあの感情こそが、本物の僕の心なのかもしれない。

　ならば、それを中心に自分を形成する事ができるのではないか？

　そんな期待に胸を膨ふくらませながら、ヴァルは力強い足取りで地上に向かう。

　実のところ、彼の持つ期待はそれだけではなかったのだが──彼自身はまだそれに気付いていないようであった。




　そして、彼らは地上に出る。

　お互いが、自分の得るべき新しい何かを求めて。




　そこに──本当は何が待っているのかも気付かずに。
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「我々が本当に手に入れたい物は、メルヒルムが貴き様さまに返してもらうと宣言した物は──お前に預けていた新入りの吸血鬼だよ、ヴォッド・スタルフ。その新入りの名前は、確か……」




「……ヴァルドレッド・アイヴォンホー……そんな名前だったかな、あのスイカは……」







[image: ６章　人間達の時間は暮れて]






















　蝙蝠こうもりが飛ぶ。

　蝙蝠の群が空を飛ぶ。

　まるで戦闘機の編へん隊たい飛行のように、羽ばたきで空に幾き何か学がく模も様ようを描きながら。

『彼』が向かっているのは、島の中でも最大の規模を誇る総合病院。

　10階建ての巨大な建造物の中の、連絡があった個室に向かって一直線に────

　窓ガラスにぶつかる直前、蝙蝠の群は地面に落ちた水すい滴てきのように砕け散り、そのまま全ての蝙蝠が黒い霧きりと化して、窓ガラスの隙すき間まから病院の内部へと侵しん入にゆうしていった。

　その行動には一切の迷いがなく──ほんの僅わずかな焦りと、強い怒りが感じられた。




　霧は病院のある一室の中で実体化し、一人の少年の姿を形作る。端たん正せいな顔立ちにはまだどこか幼さが残り、その表情は硬く引き締められていた。

　曇り空の夕方とはいえ、日没前に空を飛んだせいだろうか。身体からだのあちこちに火傷やけどの痕あとが見られたが──それもすぐに再生した、

　入り口に『面会謝しや絶ぜつ』の札がかけられている個室の中には──既に、もう一人の人ひと影かげが存在した。

　少年と似た顔つきの少女で、全身がボロボロに破けた黒いドレスを纏まとっている。

　その顔からは血の気が完全に失せており、顔色だけを見ればいつ倒れてもおかしくは無いと判断できた。

「……フェレット」

「お兄様……」

　兄の姿を見て安あん堵どの表情を見せるフェレットに対し、少年──レリック・フォン・バルシュタインは、妹の肩を静かに抱きしめる。

　見た目では解わからなかったが、抱きしめたフェレットの肩はガクガクと小こ刻きざみに震えている。それが血を失いすぎた事による消しよう耗もうなのか、それとも精神的なショックによるものなのかは判断できなかったが。

　震える妹を両腕で包み込みながら、レリックは部屋の中央にあるベッドに視線を向けた。

　様々な医い療りよう器具と共に、数すう種類の点てん滴てきがベッド横の支柱にぶら下げられている。その点滴から伸びるチューブは、すべて一人の人間の腕や首へと繫つなげられていた。

　顔面には気き道どうを確保する為ための呼吸器の管がつけられているものの、全身の傷と比べて奇き跡せき的に軽傷な顔面を見て、レリックはそれが幼い頃からの友である事を確認する。

「……容よう体だいは？」

　明らかに軽くは無いだろう。それは見ただけで解わかる。

　だが、どうしても正確な容体を確認しておきたかった。そこにあるのが、決して希望だけではないとしても。

　しばらくの沈ちん黙もくが続いた後、フェレットが目を伏せたままで、医者から聞いた言葉を少しずつ紡つむぎ出す。

「……もう、命に別状は無いそうですけれど……背骨を何なん箇所か痛めていて……それと……右手は……もしかしたら、もう動かないかもしれないと……」

　途と切ぎれ途切れではあったものの、彼女は気き丈じようさを保ち、はっきりとした声で告げた。

　だが、レリックは右手の話をした時に、フェレットの身体からだがより強く震えるのを感じ取った。

「……フェレットのせいじゃないさ」

「いいえ、私のせいです！　……私が……私がもっと……」

「仮定の話をしてもしょうがないさ。フェレットが強かろうが弱かろうが、ミヒャエルに向けられた悪意が否定されるわけじゃない」

「……」

　レリックは沈ちん黙もくした妹からそっと離れると、何本もの管と繫がって横たわるミヒャエルの方へと歩み寄った。

「ミヒャエル……」

　吸きゆう血けつ鬼きの少年は、痛々しい姿となった友人をそのまましばらく見守っていたが──

「……？」

　ふいに、頸けい動どう脈みやくに刺された点てん滴てき針ばりの側にある、少し大きめの絆ばん創そう膏こうに眼めが行った。

　その絆創膏は明らかに他の怪け我がに対する処置とは差があり──白いガーゼには、二箇所の赤い点が、薄く深く滲にじんでいた。

　見覚えのある疵きずだ。

　確実に、心当たりがある疵痕あとだ。

　──点滴の痕だろう。

　咄とつ嗟さにレリックはそう思おうとしたが、理性がそれを押しとどめる。見なかった事にするのが正解なのかもしれなかったが、レリックはそこまで器き用ようでもないし、また、不ぶ器用でもない。

　親友の首くび筋すじにある、吸血鬼特とく有ゆうの嚙かみ痕。

　誰がやったのかは、推察するまでもない。

「フェレット……おまえ……」

　レリックは決して振り向かない。ただ、静かにその舌を動かした。

「言い訳は、致しません」

　感情を消した兄の声に、フェレットは顔を下に向けたまま、己おのれの拳こぶしを強く握り締める。

「私は……弱い存在です。ミヒャエルが私の為ために拳を振るってくれたというのに、私には何もできませんでした」

　いつもの口く調ちように思えるが、レリックは妹の言葉の中に、強い感情の色を感じていた。フェレット自身はその感情を必死で抑え込もうとしているが、反動が涙るい腺せんを圧迫し、吸血鬼の瞳を通常よりも僅わずかに潤うるわせる。

「運んでいた人じん狼ろうの方から、命の危険性もあると聞いた瞬間……私は、私は、私、は……」

　言葉が、徐々に震え出す。

　レリックはミヒャエルの疵痕を見つめ続け、また、フェレットも兄の方を見ようとはしなかった。

　本当ならば、レリックはすぐにでもフェレットの所に駆け寄りたかったのだが──今のフェレットはそれを望んでいないと感じ、そのまま耳と意識だけを彼女の方に傾ける。

「私は……治療室に……治療室に運び込む前に、彼の……彼の……ミヒャエルの首筋に、牙きばを突き立てていました……」

　絞しぼり出すような声。

　一いつ件けん落ち着いてるように感じられるが、強い怨えん嗟さの込められた言葉。そして、同時に込められた怒りはすべて彼女自身に向けられている。

　その言葉を最後に、フェレットは完全に口を閉ざそうとしたのだが──部屋を沈ちん黙もくが支配する前に、レリックの声が部屋に響ひびき渡った。

「大丈夫だよ、吸きゆう血けつ鬼きにはなってないみたいだ。フェレットに『繁はん殖しよく』の能力が無かったのが幸いしたと言うべきか、それとも不幸だったと言うべきか……」

　安心させようとして優しい言葉を紡つむぐが、フェレットの心にかかる負ふ担たんは決して軽くはならない。寧むしろ、心の罪ざい悪あく感がさらに一段積み上がる。

　──ミヒャエルの首に嚙かみ付き、血を啜すすり上げた。

『その時』の感情を思い出したのか、今度は目に見えて震え出した。

「私はっ……どうしてあんな事をっ……！」

　それまで溜ため込んでいた感情が、遂ついに心の堰せきを切って溢あふれ出す。

　普段は決して他人に聞かせる事のない、素直な感情を乗せた叫び。

「怖かった……ミヒャエルがいなくなる事を考えたら……怖くて！　怖くて怖くてどうしようもなくて！　気が付いたら……私、牙きばを……それでも、結局傷きずを治すどころか、新しく傷を増やしただけで……！　血を、もしも、もしも私が血を吸ったせいでミヒャエルが死んだら……そうなってたかもしれない！　もしも、もしもそんな事になっていたら……ッ！」

　自分自身を責め立てる叫びを前にして──レリックはようやくフェレットの方に顔を向けた。そして──先刻よりも強く強くその肩を抱きしめると、安心させるように呟つぶやいた。

「死んでいたかもしれない、なんて言うもんじゃないよ……言ったばかりだろ、仮定の話をしてもしょうがないって」

　まるで、自分自身を安心させる為ための言葉にも思える。

　レリックはいつもよりも華きや奢しやに見える妹を抱きしめながら、ぼんやりとそんな事を考えた。

「大丈夫、大丈夫だから」

「私、私……っ……お兄ちゃん……私……！」

　今にも泣きそうな顔になりながら、妹は兄の胸に縋すがり付き──

　顔が完全にうずもれた所で、感情の爆発は嗚咽おえつへと姿を変えた。

　妹は自分に泣き顔を見せたくないのだろうし、自分も見たくは無い。

　レリックは悲しそうな表情で、妹の泣き声を静かに受け止め続けた。

　心の中に、一つの感情を膨ふくらませ続けながら。

　妹に涙を流させた『食鬼人イーター』に対する憎しみを、静かに静かに募らせながら────
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　冷静さを取り戻したフェレットに、レリックは今後のことについて口を開く。

「とりあえず、ヒルダにも連絡したから……もうそろそろここに来ると思う」

「……」

　ヒルダ。

　レリックの恋人の人間であり、ミヒャエルの妹でもあるその名を聞いて、フェレットは静かに部屋の外へと足を向けた。

「フェレット」

「……合わせる顔がありません」

「大丈夫。ヒルダは責めたりなんかしないよ」

「それが、逆に辛つらいんです……。ええ、逃げでしかないのは解わかっています。ただ……お願いがあります、お兄様……時間を……少し私に、時間を下さい……」

　力の籠こもった言葉に、レリックはそれ以上妹を引きとめようとはしなかった。

　フェレットは扉に手をかけたところで一いつ旦たん動きを止めると──レリックの方を振り返らぬまま、静かに言葉を紡つむぎだした。

「……私は、今まで積極的に人の血を吸おうと思った事はありませんでした……。恐らく、先刻の衝しよう動どうが初めてだと思います」

「……？」

「でも……不ふ思し議ぎですね。ミヒャエルに対する感情とは全く逆の筈はずなのに……私は、あの忌いま々いましい『食鬼人イーター』の血を吸いたくて吸いたくて堪たまりません。……体中の血を吸い尽くして、そのまま全て海に吐き捨ててやりたい気分に満ちています」

　本当ならば、ここは止めるところなのだろう。

　それは理解していたつもりだが、レリックは、妹の言葉を否定しなかった。

　復ふく讐しゆうなんぞやめろと言う事もしなかった。それらの言葉が、今はただフェレットを責め立てる言葉にしかならないと知っていたからだ。

　自分の感情を正直に告白するフェレットに対して、レリックはただ一言────

「……僕もだよ、フェレット」




　扉の外には、人間の姿に戻った人じん狼ろう達が待機していた。

　本来なら、面会謝しや絶ぜつの部屋を前にこの人数は問題があるのだろうが……この病院は『吸きゆう血けつ鬼き』の存在を知っている上に、彼らに理解があるため、多少のわがままは聞いてもらえる事になっている。

　フェレットは彼らに一度だけお辞じ儀ぎをすると、そのまま廊下を音もなく歩き去っていった。

　レリックは妹が完全に去ったのを見送ると、手近にいた青せい髪はつの人狼に声をかける。

「あの……」

「解わかってますって。俺らがちゃんと見ときますから」

「……ありがとうございます」

「なに、それが俺らの仕事っつーか、生きがいっすから」

　青髪の人狼は犬けん歯しをむき出しにしてニヤリと笑うと、何人かの人狼を引き連れてフェレットの後を追うように姿を消していった。

　感謝の気持ちで彼らを見送っていると──ふいに、傍かたわらにいる親子連れの人狼、その子供である少年から声がかけられた。

「ねえ、……ミヒャエルの兄ちゃん、大丈夫だよね？　死んじゃったりしないよね？」

　心配そうな眼めをする人狼の少年に対し、レリックは優しく微笑ほほえみながら頭に手を置いた。

「大丈夫、ミヒャエルはいつもフェレットに殴なぐられてもピンピンしてるだろ？　だから、今度も大丈夫さ」

　その間にも何人かの人狼が心配そうに病室内のミヒャエルを覗のぞき込んでいるのが見えた。

　ミヒャエルはどうやら人間以外には非常に好かれる性質らしく、おそらくは彼の隔たりも無く、下へ手たに媚こびもしないまっすぐな対応が彼らを惹ひきつけるのだろう。

　そして、フェレットの心をも────




　再び病室に入って扉を閉め、ミヒャエルと二人きりになった瞬間──意識不明だった筈の怪け我が人が、ベッドに寝たままでこちらに声をかけてきた。

「ったく、いい、よ、な。兄弟、だから、って、フェレット、に、抱き、つかれて……さ」

「気が付いてたんだ……良かった……でも、まだ無理しちゃ駄だ目めだよ」

「はは……せっかく、今晩、デートの約束が、できた、のに……ついてない、な、まったく」

　相変わらずの軽口を叩たたくが、その声だけでも如い何かに消しよう耗もうしているかが見て取れる。

「……フェレットが、さ……さっき、首くび筋すじに、キスして、くれた、ん、だ……。こんなに、ラッキー、な、日は、そうそう、無い、ぜ？」

「ミヒャエル……それは」

「キスだよ、ああ、キスさ」

　レリックが何か言いかけたのを、意図的にさえぎるミヒャエル。どうやら、自分が何をされたのか、おぼろげながらに理解はしているようだ。

「だか、ら、俺は、こうして、生きる、気力、に、満ちて、るん、じゃ、ないか」

　その顔はとても満足そうで、もしも彼が吸きゆう血けつ鬼きになってしまっていたとしても、何の躊躇ためらいもなくフェレットの事を許していた事だろう。

　だが、それを理由にフェレットの事をどうこうするような事はしないだろう。ミヒャエルはそこまで強くも弱くもない。ただ、純粋なだけなのだ。

「あ、俺は、なにも、見て、ない、ぜ。ケホッ……フェレット、が、泣いてる、声、なん、て、全然、聞いて、ない、から。いや、マジ、で、マジ、で」

「ああ、解わかってる。もうしばらくゆっくり休んでなよ」

　ミヒャエルを気き遣づかう言葉を送るが、ミヒャエルは逆に不安そうな顔になって、真剣な眼めをしてレリックに言葉を紡つむぎ続ける。

「あの、さ……フェレット、の、こと、よろしく、頼む、ぜ？　フェレット、は、すごく、優しい、んだ。だから、俺、の、せいで、誰、か、を、恨うらんで、殺したり、したら、一番、傷つく、のは、フェレット、だから、さ」

「ああ……妹を殺人者にはしないよ。だから、安心して眠りなよ」

　レリックはミヒャエルが黙ったのを確認すると、そのまま窓まど際ぎわに移動して日没間ま近ぢかの夕暮れを眺ながめた。もう殆ほとんど空は青あお暗ぐらいというのに、僅わずかな日光を浴びた皮ひ膚ふが焼けるようにチリチリと痛む。いや、焼けるように、ではなく、実際に焼けているのだが。

　だが、その痛みを気にも止めず、レリックは今後の事を静かに考え続けた。

　──ああ、フェレットは憎しみに駆られている。だけど──それは僕も同じだ。

　──フェレットを泣かせた奴やつ。そして──親友のミヒャエルをあんな目に遭あわせた奴を──

　──僕は、絶対に許さないだろう。

　──絶対に……

　手を支えた窓まど枠わくが、黒い霧きりに侵しん食しよくされていく。病室内に伸びた己おのれの影から、無数の蝙蝠こうもりが生まれようとしている。部屋中の壁に、狼おおかみの気配が生まれ始める。

　病室が完全に『力』に吞まれようとしたその瞬間──眼めを瞑つぶったままで、吸きゆう血けつ鬼きの気配を感じられない筈はずのミヒャエルが──ただ一言を伝える為ために、再びその口から声を紡つむぎだした。

「お前、も、だぞ……レリック……」

　声を紡いだその表情には、どこか呆あきれたような笑いが浮かんでおり──その笑みを見て毒どつ気けが抜かれたのか──部屋の中から、急速にレリックの『力』が消失していった。

　そして、やはり呆れたような溜ため息いきをつきながら──レリックは恋人の兄でもある親友に対して、静かに微笑ほほえみかけた。

「やっぱり……ミヒャエルは凄すごいと思うよ。本気でそう思う」

　そんな声を聞きながら──今度こそミヒャエルは、深い眠りの中へと落ちていった。




　ミヒャエルの寝息に安心したレリックは、改めて今後の事を考える。

　──少なくとも、今夜からの祭りが無事に終わればいいけど……。

　だが、レリックには解わかっていた。フェレットを攻撃してきた謎なぞの『食鬼人イーター』がいる限り、そんな平へい穏おんは決して訪れないであろう事を。




　そして──レリックは、気付いていなかった。

　このグローワース島を、彼が想像しているよりも遥かに大きな混こん沌とんが飲み込もうとしている事を────
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同時刻　港




　昼前の喧けん騒そうが噓うそのように落ち着いた港に、新しい船が入ってくる。

　カルナル祭のオープニングに間に合う最後の便であり、タラップに接続する前から、乗客達の活気に満ちた声が港まで届いていた。

　到着した船からは、海外からの観光客がひしめき合いながら降りてくる。港は一時的に人種の坩堝るつぼと化し、

　いつまでも続くかと思われた入港者の列が途と切ぎれて暫しばらくした後──二人の男がタラップからゆっくりと降りてきた。

「あああぁぁ、やっとついたな、兄あに貴き」

「お前との船旅は退たい屈くつで仕方が無い」

　それは、一見すると他人のようにも、あるいは同一人物にも見える奇き妙みような二人組だった。顔立ちや背せ丈たけ、肉付きは全く同じなのだが、髪と眼め、肌はだの色だけが白人と黄おう色しよく人種のそれに分かれている。

　どうやら金きん髪ぱつの方が弟で黒くろ髪かみの方が兄のようだが、傍はた目めにはどちらが年上かも想像つかない。

「よし、さっそくゲルハルトの旦だん那なに会いに行こうぜ」

「市長が先だ」

　沈ちん黙もく。

「じゃあ、とりあえず先に『食鬼人イーター』の二人を探してとっ捕まえようや」

「ジグムント優先に決まってるだろう。アホかお前は」

　沈黙。

「最強の格かく闘とう技ぎはやっぱボクシングだよな？」

「相撲すもうだ」

「……メシ」

「フロだ」

「ネコ」

「犬だ」

「……」

「……」







「……で、なんで船のタラップで大おお喧げん嘩かなんかしたんだ？　それにしても、派は手でに暴れてた割には怪け我がしてないな、お前ら」

　港こう湾わん事務所の中、先刻の二人が港湾職員に取り調べられている。

「意見の不ふ一いつ致ちだ」

「趣味です。怪我は既に直りました」

　なんとも奇き妙みような二人組に対し、取り調べしていた職員も対応に困っているようだ。

「お前ら、名前は？」

「イエロー・ブリジストン！」

「石いし橋ばし藍あい児じです」

　日本人とアメリカ人が聞けば、それぞれ偽ぎ名めいだと理解できたかもしれないが、ドイツ人の職員はそのまま書類に記き載さいする。

「パスポートは？」

「やだなあ、俺ら生きつ粋すいのドイツ人ですよ？」

「捨て子の状態から自じ力りきで生きてきたので戸こ籍せきはありません」

　流石さすがにそれは噓うそだと解わかったが、追及は後回しにして、とりあえず質問を続けることにした。

「職業は？」

「ガンマンです！」

「忍にん者じやです。忍んではいませんが」

　職員はそこで一いつ旦たん筆をおいて、男達の荷物の中にあったものを机の上に差し出した。

　それは、一目で玩具おもちやと解わかるようなプラスチック製の拳けん銃じゆうと竹製の刀であった。

「その職業は、この玩具で金が稼げるようなもんなのか？」

「玩具じゃねえよ。銀玉鉄てつ砲ぽうだ」

「竹たけ光みつです。ちなみにそれで収入はありません」

　黒くろ髪かみの方がまだ話が通じると判断し、職員はそちらの言葉にだけ反応する事にした。

「はぁ、それじゃあお前ら、何やって食ってんだ？」

　だが──その答えには、二人同時に声をあげた。

『副業で、吸きゆう血けつ鬼きを──』




「ははは、ようやく意見が一致したな。仲良くやろうぜ兄あに貴き」

「しかし……証しよう拠こを見せろというのでちょっと蝙蝠こうもりを出しただけで無条件釈しやく放ほうとは、ゲルハルト殿と市長ヴオツドの影えい響きよう力は相当強いようだな」

「ちッ、どうせ証明するなら、俺の銃ガン捌さばきを見せてやりたかったぜ」

「建物か人間が壊れるからやめろ」

　結局取り調べで時間をロスした為ため、市長と子し爵しやくが同時に集まるカルナル祭のオープニング会場へと向かう事にした。

　山へ向かう山道。人ごみに揉もまれながら、『黄』が『藍あい』に尋たずねかける。

「ところで兄貴、他の連れん中ちゆうは誰が来んの？」

「うむ……ドロシー嬢はもうこちらについていてもおかしくは無いな。『鈍にび』のロマンス殿は人ごみが嫌いだから来ないそうだ」

「あの外見じゃ人ごみの方が逃げるっての。で、後は？」

「あとは各自の判断だな。メールで会議に来ていなかった『黒』『鏡かがみ』『金』『銀』『真珠パール』『橙だいだい』にも伝えたが──殆ほとんどは『暇ひまがあったら』という答えだったな。『黒』のギャルドは、とりあえずカルジミールを張り倒しに行くといっていたが」

　淡たん々たんと答える兄に対し、弟はつまらなそうな顔で頭を振った。

「協調性の無い奴やつらだ……で、ドロシーの姐ねえさんはもう着いてるって？」

「ああ、もう日没だから、遅くともそろそろ……というか、丁ちよう度ど、今だ」

　石いし橋ばしは自分たちが向かっている城の上に広がる空を見上げ、ビンゴが当たった時のような笑みを浮かべて呟つぶやいた。
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　同じ頃、山腹の空を見上げていた者達は──少なからず、その異常に気が付いた。




「あれ？　ドロシーさんも合流する予定でしたっけ……？」

　次なる目的地に向かっていたテレジアは、最終的な合流場所である城の上空を見て、不ふ思し議ぎそうな顔で呟つぶやいた。




「……ドロシーさんか……だが、会ってる暇ひまはないね。……あの女おんな吸きゆう血けつ鬼きの居い場所を……探さないと……。いや、その前にテレジアか……」

　しばしの休息を味わっていたルーディは、はぐれた相あい方かたを探す為ために、岩場の影から大おお鎧よろいを立ち上がらせる。




「……ん？　ドロシーが来るなどとは聞いていないぞ？　カルジミールめ、何か余よ計けいな事を？」

　空を舞っていた黒色の蝙蝠こうもりは、先刻まで自分が居た場所の空を見ながら呟いた。
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　そして、当の異常が起こっている城の主あるじは──




【やれやれ、今日は来客の多い日だった。む、オープニングセレモニーまであと１時間か……】

　どの位置から見学しようか迷っている子し爵しやくのもとに、メイドの一人がおずおずとした態度で一礼する。

「あの、子爵様」

【む？　何かいい場所があるかね？】

「いえ、そうではありません。実はお伝えせねばならない事があったのですが、客人との謁えつ見けんが済むまで手元に留めて置いたことなのですが……」

【何事かね】

　やけに真剣な顔をしたメイドの表情に、少し文字を引き締めて尋たずねかけた。

「ヨブ婆ばあから先ほど連絡を受けたのですが、実は今日の昼、港で────」

「子爵様！　窓！　窓の外を！」

　突然響ひびき渡った大声に、メイドの報告が強制的に遮さえぎられる。

　大声を出して客間に入ってきたのは、眼鏡めがねをかけた背広姿すがたの日本人で、通称マジーと呼ばれている手品師の吸きゆう血けつ鬼きだ。

「何事です！」

　報告を遮さえぎられたメイドが声を張り上げるが、子し爵しやくをはじめ、その他の者達は──応接間から見える窓の外を覗のぞいて、外に起こっている異常を一瞬で理解した。




「……雪？」

　窓の外には、無数の白い塊かたまりが、周囲の空を埋め尽くすように舞い降りている。

「雪……？　この季節に……!?」

　ドイツの北部は、海洋性気き候こうの恩おん恵けいを受けて冬でも割わり合あい暖かい。夏は特別暑いというわけでもないし、嵐あらしに多く見舞われる特性もあるのだが──少なくとも、この島には夏に雪が降るような事態はありえない。──これまでの常識では。

　だが、この瞬間、常識は破られた。ある意味、何の理由もなく雪が降っていた方が、まだ現実的だったかもしれない。




　そもそも──それは、雪ではなかったのだ。




　白い塊は、地上が近くなると、まるで上昇気流に乗るように上昇をはじめ──意志を持っているかのように周囲の宙ちゆう域いきで上昇と下降を繰り返しているのだ。

　そして、更に眼めの良い何人かは、その白い塊の正体に気がついた。

　塊にはそれぞれ、羽のような物が生はえており、それを勢い良く羽ばたかせて上昇しているのを確認したからだ。

「白い……蝙蝠こうもり？」

　誰かがそう呟つぶやいた瞬間──純白の蝙蝠のうちの一匹が、部屋の中にいる子爵に視線を向ける。

　そして、それと同時に──周囲の空を舞っていた数百万匹とも思える蝙蝠の群が、開いている窓という窓から一いつ斉せいに城の中に侵しん入にゆうした。

「子爵様！」

　あわてて子爵を避ひ難なんさせようとするメイド達に対し、子爵はできる限りの大文字で、

【心配無用！】

　と書きなぐった。

「!?」

【……知り合いだ】

　蝙蝠達は、通常では考えられないスピードで一箇所に集まり、その場で融ゆう合ごうを繰り返していく。気のせいか──蝙蝠達が入ってきてから、なんとなく周囲の温度が冷え込んだような感覚に襲おそわれた。

　そして──蝙蝠こうもり達の巻き起こした風がやみ、皆が蝙蝠の集合していた場所に眼めを向けると──そこには蝙蝠の姿は一匹もなく、代わりに一人の女性が存在していた。

　白い肌はだに白い髪、白いドレスに白い眼──まるで雪の結晶のようなその女性は、子し爵しやくの姿を見ると、まるで故こ郷きようを見るような瞳で微笑ほほえみかけ、ゆっくりと言葉を紡つむぎだした。

「あぁ……お久しぶりですね、ゲルハルト子爵」

【ふむ、久しいな、ドロシー嬢じよう】

　どうやら旧きゆう知ちの仲である事は確実であるようだが、メイドや人じん狼ろう達は気を緩めていない。その場でうろうろしていただけのマジーが、恐る恐る子爵に尋たずねかけた。

「あの……子爵様？　こちらの御お方かたは一体……？」

【うむ、私がかつて所属した組織の仲間で、ドロシー嬢だ……むう、本当に随ずい分ぶんと久しぶりだが、いったい何があったのかね？　私の顔を見たくなったというのなら嬉うれしい限りだが】

　後半はドロシーに向かって紡がれた子爵の言葉に、彼女は爽さわやかな笑みを浮かべたままハッキリと答えた。

「惜しいけど違うわね。今日は──貴方あなたの義ぎ理りの息子むすこの、レリック君を守りに来たのよ？」

【む？】

「メルヒルムとカルジミールが狙ってるの！　だから──将来は私の息子にもなるわけだから、今の内に親らしい事をしてあげないと、って思ったのよ」

　その言葉に、子爵とドロシーを除いた全員の視線が固まり──次の瞬間、答えを求めるように子爵の身体からだへと視線が一いつ斉せいに集中する。

　そして、その視線に気付いた子爵は──特に躊躇ためらうこともなく、答えを身体に紡ぎだした。




【彼女は私の婚こん約やく者だが……どうかしたかね？】
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バルシュタイン城地下──研究棟とう




「……」

　港の防犯カメラに録画された映像を見ながら、博士は沈ちん黙もくを続けていた。

　吸きゆう血けつ鬼きの集まるこの島において、博士は島内の主要な場所の防犯カメラの回線を通じて、自分たちの研究所でも見られるようにしていた。

　普段は特に気にも止めない港のカメラ。

　今日は何か騒ぎが起こったらしいと騒いでいたので、ヴァルが立ち去った後に一いち応おう確認したのだが────




『博士ー？　どうしたんですか？　ビデオ見ながら怖い顔しちゃって？』

「ん？　おお、教授、丁ちよう度ど良かった」

　背後からかけられた声に、博士は必要以上に明るい笑顔で振り返る。

『どうしたんですか？』

「いや……教授とも随ずい分ぶんと長い付き合いになったと思っての……」

『やだ、どうしたんですか急に？』

「なあに、単なる茶飲み話じゃよ。……いや、正直、教授には感謝しとる。孤こ独どくだったわしの心をどれだけおぬしが癒いやしてくれた事か……」

　改まった事を言う博士に対し、教授は不ふ思し議ぎに思いながらも照れたように身体からだを振りながら言葉を返す。

『やですよ、博士ー。記き憶おくも何もかもなくして白はつ骨こつにしがみ付くことしかできなかった吸きゆう血けつ鬼きの魂たましいを、こうして助けてくれたのは博士じゃないですか！　ええ、私、博士の為ためだったらなんでもしますよ？』

「そうか……じゃあ、頼みがある……」

『はい！　私にできることなら！』

　胸を張るようにアームを背後に逸そらす教授に対し、博士は笑顔のままで近づきながら──正面で一言、こう告げた。

「僕の名前を──聞いておいて欲しいんだ。他の誰でもない、君に……」

『えッ？』

　彼の言葉遣づかいを聞いて、教授の魂は、物もの凄すごい嫌な予感を覚えた。

　それまで、ずっと一緒に暮らしてきた教授にさえ使った事の無い、外見通りの若々しい言葉遣い。

　教授が混乱している間に、博士は教授の棺ひつぎの蓋ふたに手をかけ──彼女にしか聞こえない声で、自分の本当の名を呟つぶやいた。

[image: ]




「テオドシウス……テオドシウス・Ｍ・バルシュタイン……それが、僕の本当の名前だよ」




　そして──教授が何か言うよりも先に、すばやくその棺の蓋を開けた。

　アームとキャタピラ、拡声器の機能が全て停止し、教授はもはやピクリとも動かなくなる。

　だが──その場にいるであろう【魂】に向かって、博士──テオドシウス・Ｍ・バルシュタインは、悲しげな笑顔で微笑ほほえんだ。

「ごめん……巻き込まれないように、暫しばらく休んでて……。こんなに早く来るとは思わなかったけど……僕は、やらなきゃいけない事ができたんだ」

　美しい顔で語られるその言葉には、まるで悲劇の主人公のような哀かなしみが一言一言に込められていた。

「ありがとう……君のおかげで、僕は何度救すくわれるかと思った」

　そこまで、呟つぶやいて、博士はモニターの中に映っていた物を思い出す。

　テレジア──かつて彼が出会った二人の子供のうちの一人だ。

　そして──彼女が寄りかかってきた大おお荷物から出てきたあの大おお鎧よろいは──恐らく、その片割れだろう。

　二人の顔を思い出しながら、テオは自分自身に言い聞かせるように呟いた。




「だけど──僕は、救われちゃいけないんだよ……絶対に……永遠に……」
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　様々な過去と現在が交こう錯さくする『島』の中────

　派は手でな喧けん騒そうと光の装そう飾しよくで、祭りはそれらの過去も未来も包み込むように──

　まさに祭りは始まるところで、そして──その始まりと同時に、人の時間は暮れ落ちた。




　祭りの明かりに誘われて──

　夜の闇やみが、静かに蠢うごめき始めた。

　ゆっくりと、

　ゆっくりと、

　音もなく、

　音もなく────







[image: 蛇足章　墓守は音もなく忍びより]






















　一瞬の沈ちん黙もくの後、バルシュタイン城の応接間が喧けん騒そうに包まれたのと同じ頃──吸きゆう血けつ鬼き達の会議が開かれた場所では、たった一人の男が独り言で喧騒を巻き起こしていた。




「はは、ふはははははは！　騙だまされてやんの。みんな完全にこの俺様に騙されてやんの！」

　人ひと気けの無い大だい講堂。その壇だん上じようで、一人の吸血鬼が床に転がって愉ゆ快かいそうに笑っている。

「ああ気持ちいい気持ちいい気持ちいぃいぃぃ───ッい！　散さん々ざんぱらこの私を馬鹿にしてくれたな、あいつら！　まあいいさ、今の内に人生を楽しんでおくがいい！　ああ、そうだ、吸血鬼は力さ！　だがしかぁし！　この私は力だけではない！　知恵も持ち合わせているのだ！」

　勝ち誇った笑みを浮かべたまま、床の上で体を丸めて勝利の余よ韻いんに浸ひたるカルジミール。彼は一ひと頻しきりボコボコにされた後、そのまましばらく気き絶ぜつしていたのだが──目を覚ますと同時に、自分が周囲の吸血鬼達たちに隠かくし通した事を確信したのだ。

　【緑】のジグムントを派遣した、本当の目的を──。

「馬鹿な連れん中ちゆうだ。あいつらは今いま頃ごろ、レリックを守る為ために動いているのだろうなあ？　それに、実際レリックには──バルシュタイン家の血族だと知ったルーディとテレジアが襲おそい掛かる事だろう……その間に、我々はメルヒルムの生み出したもう一つの実験成果を手に入れる！」

　かつて自らもその血を振りかけた事がある、一ひと玉たまのスイカを思い出しながら、カルジミールは強気で、

「そして、吸きゆう血けつ鬼きをも人間をも超えた存在になるのだ！　そう、神という奴やつにな！」

「誰が？　ねえ、誰が？」

「くく……無む論ろんこの私に決まって……!?」

　あまりにも自然にかけられた声に思わず反応してしまったが、カルジミールは即そく座ざに違い和わ感かんに気付き、周囲に声の主ぬしを探し求めた。

　だが──探すまでもなかった。

　カルジミールを見み下くだすように、一人の異常な格かつ好こうをした、男とも女ともつかない存在が机の上に乗ってしゃがみこんでいた。

　その顔面には漆しつ黒こくの包ほう帯たいが幾いく重えにも巻かれており、異い様ように大きく見開かれた右目だけが包帯の間で爛らん々らんと輝いている。更に言うなら、体中も黒い包帯できつく巻かれており、まるで漆黒のミイラ男という雰ふん囲い気きだ。露ろ出しゆつしている部分は、せいぜいセミロングを逆立てたような髪の毛と、首とへその周囲ぐらいしか存在していなかった。

　そんな異常な存在が、やはり男とも女ともつかぬ声で尋たずねかけてくる。

「何してんの？　ねえ、何してんの？」

「く……【黒】のギャルド！　ギャルド・リッツバーグ……!?」

　──な、な、なんで！　こいつは呼んでないのに！　【漆黒の墓はか守もり】が何な故ぜ!?

「なんで俺を呼ばないの？　ねえ、なんで俺を呼ばないの？　会議に。組織の会議に！」

「バカな、どうしてお前がここに……ッ……ッ……ッ！」

　カルジミールの台詞せりふの途中で椅い子すから飛び降り、そのまま相手の腹に着地する。

　内臓と肋ろつ骨こつに尋じん常じようではない衝しよう撃げきを受けたカルジミールは、先刻とは別の意味で床を転げまわろうとする。しかし、身体からだの上にギャルドが乗っている為に転がる事すらままならない。

「俺の事を馬鹿にしてるのかな？　ねえ、俺の事を馬鹿にしてるのかな？」

「や、やめ……」

「腹が立った。凄すごく凄く凄く腹が立ったよ。俺は、ＹＥＳ、俺は！」

　力強く振るわれた拳こぶしが、カルジミールの顔面に深くめり込んだ。情なさけ容よう赦しやというものが一いつ切さい含まれていない拳を受けながら──

「げボァッ……！　だ、だって、お前がいると！　絶対ゲルハルトの味方をするだろうが！」

「ゲルハルトさんだろ？　あぁ？　ゲルハルトさんだろ？」

　ギャルドは冷たく言い放ち──硬く握られた拳をゆっくりとゆっくりと引き上げる。そして今──大だい講堂の中で、二人ぼっちの虐ぎやく殺さつ劇が幕を開けた。




「さて……この馬鹿のたくらみを皆に教えてやんなきゃな。マジで絶対に教えてやんなきゃな」

　講堂の隅すみで半分ミンチ状になったカルジミールを横目に、自分の携帯電話に眼めを落とし────重大な事実に気付く。

「俺、しらねえぞ？　あれ？　俺、みんなの携帯番号しらねえぞ？　メールねえしな。メールは実家のパソコンにしかねえしな」

　その致ち命めい的な状態に気付き、ギャルドは暫しばらくこめかみを押さえていたが──

　やがて吹っ切れたように眼を見開き、もっとも短たん絡らく的な答えを導きだした




「行くか、しゃーねえ、行くか！」
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成なり田た良りよう悟ご

↓色々あってプロの写真家さんに撮影してもらった物を転用しました。今までは自作写真とかプリクラだったのですがプロの人達の様々な技術に色々感動したりする今日この頃。欠点があるとすればモデルが格好悪い事ですかね！　と自虐的になる25歳の専業作家。
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Ｐｈｏｔｏ／エルクラフト




イラスト／エナミカツミ

フリーになって、イラストの描き方をいまさらながら本格的に勉強中。映画好きで、映画の登場人物のように見分けがつく人間の顔を描くのが目標。
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